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０－０－１ 

 

    安全に関するシンボルマーク 

 

    本マニュアルでは安全に関する内容により，下記のシンボルマークを使用しています。安全に関するシンボルマークの

ある記述は，重要な内容を記載していますので必ず守ってください。 

 

               取扱いを誤った場合に，危険な状況が起こりえて，死亡または重傷を受ける可能性が想定され

る場合。 

                

                

               取扱いを誤った場合に，危険な状況が起こりえて，中程度の傷害や軽傷を受ける可能性が想定

される場合，及び物的損害のみの発生が想定される場合。 

 

               なお，       に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結びつく可能性があ

ります。 

 

               禁止（してはいけないこと）を示します。例えば火気厳禁の場合は， 

                   

                  となります。 

 

                 

               強制（必ずしなければならないこと）を示します。例えば接地の場合は， 

 

                  となります。 

 

 

 

    安全上のご注意 
 

    ここでは，製品到着時の点検，保管・運搬，取付け，配線，運転・点検，廃棄に当たって，必ず守っていただきたい重

要な注意事項について記載しています。 

 

 

   ・機械と組み合わせて運転を始める場合は，いつでも非常停止できる状態にしてください。 

    けがのおそれがあります。 

   ・ＦＡコントローラの内部には絶対に触れないでください。 

    感電のおそれがあります。 

    ・通電状態では，必ずフロントカバーを取り付けてください。 

     感電のおそれがあります。 

    ・試運転は，本マニュアルに記載された手順・注意事項を守って行ってください。 

     サーボモータと機械を接続した状態での操作ミスは，機械の破損ばかりでなく，場合によっては人身 

     事故に至ります。 

    ・通電状態では，フロントカバー，ケーブル，コネクタ，及びオプション類を取り外さないでください。 

     通電のおそれがあります。 

    ・ケーブルを傷つけたり，強く引っ張ったり，無理な力をかけたり，重いものを載せたり，挟み込んだ 

     りしないでください。 

     感電，製品の動作停止，焼損のおそれがあります。 

    ・製品は絶対に改造しないでください。 

     けが，機械破損のおそれがあります。 

    ・運転中に瞬時停電が発生し，その後復帰した場合，突然再始動すると事がありますので機械に近寄ら 

     ないでください。再始動しても人に対する安全が確保できる処理をとってください。 

     けがのおそれがあります。 

    ・指定された人以外は，設置，分解，修理を行わないでください。 

     感電，けがのおそれがあります。 

 

！ 注意

強制！

禁止

 ！ 注意

危 険 ！ 

危 険！



 

 

 

０－０－２ 

    ■保管・運搬 

 

    ・以下のような環境には，保管・設置しないでください。 

     火災，感電，機器破損のおそれがあります。 

     ・直射日光が当たる場所 

     ・周囲温度が保管・設置温度条件を超える場所 

     ・相対湿度が保管・設置湿度条件を超える場所 

     ・温度が急激に変化し，結露する場合 

     ・腐食性ガス，可燃性ガスのある場所 

     ・ちり，埃，塩分，金属粉が多い場所 

     ・水，油，薬品などがかかる場所 

     ・振動や衝撃が本体に伝わる場所 

    ・製品を過積載しないでください。 

     けが，故障のおそれがあります。 

    ・輸送，設置のいかなる場合でも，ハロゲン（フッ素，塩素，臭素，ヨウ素など）が含まれる雰囲気中 

     にさらさないで下さい。 

     破損や故障を引き起こすおそれがあります。 

 

    ■取付け 

 

    ・水のかかる場所や腐食性の雰囲気，引火性のガスの雰囲気，可燃物のそばでは絶対に使用しないでく 

     ださい。 

     感電や火災発生のおそれがあります。 

    ・製品の上に乗ったり，重いものを載せたりしないでください。 

     けがのおそれがあります。 

    ・吸排気口をふさがないで下さい。また，製品内部に異物が入らないようにしてください。 

     内部素子が劣化し，故障や火災のおそれがあります。 

    ・取り付け方は必ず守ってください。 

     故障のおそれがあります。 

    ・強い衝撃を加えないでください。 

     故障のおそれがあります。 

 

    ■配線 

 

    ・配線は正しく確実に行ってください。 

     モータ暴走，けが，故障のおそれがあります。 

    ・指定された電源電圧で使用してください。 

     焼損のおそれがあります。 

    ・電源事情が悪い場所では，入力電源を所定の電圧変動範囲内で供給できるようにして使用してくださ 

     い。 

     機器破損のおそれがあります。 

    ・外部配線の短絡に備えて，ブレーカなどの安全装置を設置してください。 

     火災のおそれがあります。 

    ・以下のような場所で使用する際は，各々遮へい対策を十分に施してください。 

     機械破損のおそれがあります。 

     ・静電気などによるノイズが発生する場合 

     ・強い電解や磁界の生じる場所 

     ・放射能を被爆するおそれのある場所 

     ・電源線が近くを通る場所 

    ・バッテリを接続する際は，正しい極性で接続してください。 

     バッテリの破損，爆発のおそれがあります。 

 

！ 注意

！ 注意

！ 注意



 

 

 

０－０－３ 

    ■外部配線の選定，分離，敷設 

 

    ・ＦＡコントローラと外部機器をつなぐ入出力信号線（外部配線）は，以下の事柄を考慮して選定してく 

     ださい。 

     ・機械的強度 

     ・ノイズの影響 

     ・配線距離 

     ・信号電圧など 

    ・入出力信号線の配線・敷設は，制御盤の内・外において，動力線と分離してください。動力線によるノ 

     イズの影響を小さくすることができます。 

     分離が不十分ですと，誤動作の原因となります。 

 

    ■保守・点検上の注意 

 

    ・ＦＡコントローラは分解しないでください。 

     感電，けがのおそれがあります。 

    ・通電中の配線変更はしないで下さい。 

     感電，けがのおそれがあります。 

    ・ＦＡコントローラを交換する場合，交換するＦＡコントローラのプログラム及びパラメータを新しい 

     ＦＡコントローラに転送してから，運転を再開してください。 

     機器破損のおそれがあります。 

 

    ■破棄上の注意 

 

    ・製品は一般産業廃棄物として処置してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！ 注意

！ 注意

！ 注意

動力回路の

ケーブル 

一般制御回路

のケーブル 

ディジタル 

入出力信号 

ケーブル

鉄板製のセパレータ 

外部配線の分離例



 

 

 

０－０－４ 

    ■関連資料の一覧 

     下表に関連する資料の一覧を示します。必要に応じてご参照下さい。 

 

資料名称 資料番号 内容 

マシンコントローラＭＰ２２００ 

ユーザーズマニュアル 
SIJPC88070014□

ＭＰ２２００の設計・保守に関する情報を詳細に説明し

ています。 

マシンコントローラＭＰ２３００ 

基本モジュール ユーザーズマニュアル 
SIJPC88070003□

ＭＰ２３００の設計・保守に関する情報を詳細に説明し

ています。 

マシンコントローラＭＰ９００／ＭＰ２０００ 

ユーザーズマニュアル ラダープログラム編 
SI-C887-1.2□ 

ＭＰ９００／ＭＰ２０００シリーズのラダープログラムで

使用する演算命令を詳細に説明しています。 

マシンコントローラ 

ＭＰ９００/ＭＰ２０００シリーズ 

プログラミング装置用 ソフトウェアＭＰＥ７２０

ユーザーズマニュアル 

SIJPC88070005□

ＭＰ９００／ＭＰ２０００シリーズのプログラミングシステ

ム（ＭＰＥ７２０）のインストールと操作方法を詳細に説

明しています。 

マシンコントローラ 

ＭＰ９００/ＭＰ２０００シリーズ 

新ラダーエディタ ユーザーズマニュアル 

プログラム命令編 

SI-C887-13.1□ 

ＭＰ９００／ＭＰ２０００シリーズの設計・保守を支援す

る新ラダーエディタ・ソフトウェアのプログラム命令に

ついて詳細に説明しています。 

マシンコントローラ 

ＭＰ９００/ＭＰ２０００シリーズ 

新ラダーエディタユーザーズマニュアル 

操作編 

SI-C887-13.2□ 

ＭＰ９００／ＭＰ２０００シリーズの設計・保守を支援す

る新ラダーエディタ・ソフトウェアの操作方法について

詳細に説明しています。 

ＭＰ２０００シリーズマシンコントローラ用 

エンジニアリングツール 

ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．６ ユーザーズマニュアル 

SIJPC88070030□

ＭＰ２０００シリーズのエンジニアリングツール（ＭＰＥ７

２０ Ｖｅｒ．６）の操作方法について詳細に説明してい

ます。 

マシンコントローラＭＰ２□００ 

通信モジュール 

ユーザーズマニュアル 

SIJPC88070004□

通信モジュール（２１７ＩＦ，２１５ＡＩＦ，２１８ＩＦ，２６０ＩＦ，

２６１ＩＦ）の機能，仕様，使用方法を詳細に説明してい

ます。 

マシンコントローラＭＰ９２０ 

ユーザーズマニュアル 通信モジュール編
SIZ-C887-2.6□ 

通信モジュール（２１７ＩＦ，２１５ＩＦ，２１８ＩＦ）の機能，

仕様，使用方法を詳細に説明しています。 

ＭＥＭＯＣＯＮ ＧＬ１２０，ＧＬ１３０ 

ＭＥＭＯＳＯＦＴ（Ｗｉｎｄｏｗｓ版） 

ユーザーズマニュアル 

SI-C825-60.24□ 

ＧＬ１２０，ＧＬ１３０シリーズのプログラミングツールＭ

ＥＭＯＳＯＦＴ（Ｗｉｎｄｏｗｓ版）の機能と操作方法を詳細

に説明しています。 

ＭＥＭＯＣＯＮ ＧＬ１２０，ＧＬ１３０ 

ＭＥＭＯＳＯＦＴ（ＤＯＳ／Ｖ版） 

ユーザーズマニュアル 

SI-C825-60.9□ 

ＧＬ１２０，ＧＬ１３０シリーズのプログラミングツールＭ

ＥＭＯＳＯＦＴ（ＤＯＳ／Ｖ版）の機能と操作方法を詳細

に説明しています。 

MEMOCON-SC GL40,60,70シリーズ 

プログラム開発支援ソフトウェア 

ＭＥＭＯＣＯＤ－ＰＲＯ 操作説明書 

SI-C815-14.25□ 

ＧＬ４０，６０，７０シリーズのプログラミングツールＭＥ

ＭＯＣＡＤ－ＰＲＯの機能と操作方法を詳細に説明し

ています。 

分散Ｉ／Ｏユーザーズマニュアル SI-C878-16.1□ 

２０００Ｉ／Ｏ，１２０Ｉ／ＯのＣＰ－２１５リモートレシーバ

モジュールの機能，仕様，使用方法を詳細に説明して

います。 

ＦＤＳシステム設置工事説明書 SI-C873-16.4□ 伝送路の配線工事方法を詳細に説明しています。 

 

    ■更新に必要な機器のバージョン 

     本リプレースマニュアルで紹介する更新機器，およびＧＬ→ＭＰラダーコンバート後のプログラムを使用するツール

の対応バージョンを示します。 

 

名 称 形 式 対応 バージョン 

ＦＡコントローラ ＭＰ２３００ ＪＥＰＭＣ－ＭＰ２３００ Ｖｅｒ．２．５１以降 

ＦＡコントローラ ＭＰ２２００ ＪＡＰＭＣ－ＣＰ２２□□ Ｖｅｒ．２．５１以降 

ＭＰＥ７２０ ＶＥＲ．５ ＣＰＭＣ－ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．５．３７以降 ＣＰラダー（旧ラダー）での使用のみ （注） 

ＭＰＥ７２０ ＶＥＲ．６ ＣＰＭＣ－ＭＰＥ７７０ 
Ｖｅｒ．６．０３以降 ＣＰラダー（旧ラダー）での使用のみ （注） 

Ｖｅｒ．６．０４以降 ＭＰラダー（新ラダー）使用可 

    注．ＧＬ→ＭＰラダーコンバータで使用する，ＧＬファンクション命令代替用のユーザ関数を使用しない場合は，ＭＰ

ラダー（新ラダーエディタ）の使用は可能です。 



 

 

 

０－０－５ 

詳細目次 
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１章 概 要 

 

 

                                   １節 リプレースパターン 
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                                       ３  ＧＬ１２０，１３０ ･･････････････････････････････････ 1-1-3 
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                                   ２節 ＧＬ→ＭＰラダーコンバータ 
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                                   ３節 ＧＬ→ＭＰコメントコンバータ 
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２章 ＧＬシリーズからＭＰ２０００シリーズへのリプレース 
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０－０－６ 
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                                       ３  追加モジュール ･･････････････････････････････････････ 2-2-3 
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 概 要 
 

                          この章では、ＭＥＭＯＣＯＮ製品をリプレースする時の 
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                          概要を説明します。 
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１－０－０ 



１章 １節 リプレースパターン 

 

 

１－１－１ 

    １節 リプレースパターン 

 

 

システムをリプレースするときの，リプレースパターンについて説明します。 

           

 

                    １ Ｕ８４，Ｒ８４ ･････････････ 1-1-1   ３ ＧＬ１２０，１３０ ･････････ 1-1-3 

                    ２ ＧＬ６０，７０，４０ ･･･････ 1-1-2   ４ ＰＣリンクで 

                                    接続されたシステム････ 1-1-4 

 

     １ Ｕ８４，Ｒ８４ 

       ＣＰＵラックはＭＰへ，１０００Ｉ／Ｏシリーズは２０００Ｉ／Ｏ，１２０Ｉ／Ｏのリモート局に更新します。 

  ２１５リモート１回線上に２０００Ｉ／Ｏ，１２０Ｉ／Ｏのリモート局が混在できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｕ８４ 

ＣＰＵラック 

１０００Ｉ／Ｏ 

ローカル 

１０００Ｉ／Ｏ

リモート 

Ｕ８４Ｓ 

ＣＰＵラック 

１０００Ｉ／Ｏ 

ローカル 

Ｒ８４ 

ＣＰＵラック 

１０００Ｉ／Ｏ 

ローカル 

Ｒ８４Ｈ 

ＣＰＵラック 

１０００Ｉ／Ｏ 

ローカル 

ＭＰ２０００ 

ＣＰＵラック 

２０００Ｉ／Ｏ 

２１５リモート 

２０００Ｉ／Ｏ

２１５リモート

ＭＰ２０００ 

ＣＰＵラック 

２０００Ｉ／Ｏ 

２１５リモート 

１２０Ｉ／Ｏ 

２１５リモート

ＭＰ２０００ 

ＣＰＵラック 

ＭＰ 

ローカルＩ／Ｏ 

２０００Ｉ／Ｏ

or１２０Ｉ／Ｏ

２１５リモート

ＭＰ２０００ 

ＣＰＵラック 

１２０Ｉ／Ｏ 

２１５リモート 

１２０Ｉ／Ｏ 

２１５リモート



１章 １節 リプレースパターン 

 

 

１－１－２ 

     ２ ＧＬ６０，７０，４０ 

       ＣＰＵラックはＭＰへ，２０００Ｉ／Ｏはそのままリモート局として使用できます。 

  ２１５リモート１回線上に２０００Ｉ／Ｏ，１２０Ｉ／Ｏのリモート局が混在できます。 
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２１５リモート

ＭＰ２０００ 

ＣＰＵラック 

２０００Ｉ／Ｏ 

２１５リモート 

１２０Ｉ／Ｏ 

２１５リモート

ＭＰ２０００ 

ＣＰＵラック 

ＭＰ 

ローカルＩ／Ｏ 

２０００Ｉ／Ｏ

or１２０Ｉ／Ｏ

２１５リモート

ＭＰ２０００ 

ＣＰＵラック 

１２０Ｉ／Ｏ 

２１５リモート 

１２０Ｉ／Ｏ 

２１５リモート



１章 １節 リプレースパターン 

 

 

１－１－３ 

     ３ ＧＬ１２０，１３０ 

       ＣＰＵラックはＭＰへ，２０００Ｉ／Ｏはそのままリモート局として使用できます。 

  ２１５リモート１回線上に２０００Ｉ／Ｏ，１２０Ｉ／Ｏのリモート局が混在できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＧＬ１２０ 

ＣＰＵラック 

１２０Ｉ／Ｏ 

ローカル 

１２０Ｉ／Ｏ 

リモート 

ＧＬ１３０ 

ＣＰＵラック 

１２０Ｉ／Ｏ 

ローカル 

１２０Ｉ／Ｏ 

リモート 

ＧＬ１２０ 

ＣＰＵラック 

１２０Ｉ／Ｏ 

ローカル 

２０００Ｉ／Ｏ

リモート 

ＧＬ１３０ 

ＣＰＵラック 

１２０Ｉ／Ｏ 

ローカル 

２０００Ｉ／Ｏ

リモート 

ＭＰ２０００ 

ＣＰＵラック 

１２０Ｉ／Ｏ 

２１５リモート 

１２０Ｉ／Ｏ 

２１５リモート

ＭＰ２０００ 

ＣＰＵラック 

１２０Ｉ／Ｏ 

２１５リモート 

２０００Ｉ／Ｏ

２１５リモート

ＭＰ２０００ 

ＣＰＵラック 

ＭＰ 

ローカルＩ／Ｏ 

２０００Ｉ／Ｏ

or１２０Ｉ／Ｏ

２１５リモート

ＭＰ２０００ 

ＣＰＵラック 

２０００Ｉ／Ｏ 

２１５リモート 

２０００Ｉ／Ｏ

２１５リモート



１章 １節 リプレースパターン 

 

 

１－１－４ 

     ４ ＰＣリンクで接続されたシステム 

       ＰＣリンクで接続された複数のＭＥＭＯＣＯＮから構成されるシステムを，一括で更新する場合と，分割して更

新する場合が考えられます。一括更新の場合，ＰＣリンクはＣＰ－２１５に更新し，分割更新の場合はＭＰ用の

ＰＣリンクで既存のネットワークに接続します。 

       Ｉ／Ｏは前述の項１，２，３同様，２０００Ｉ／Ｏ，１２０Ｉ／Ｏをリモート局として使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【一括更新の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【分割更新の場合】（ＧＬ６０Ｓ，ＧＬ７０Ｈのみを更新） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 ＭＰ用のＰＣリンクモジュールは，既存のＭＥＭＯＣＯＮが残る場合に使用し，リンク回線 

 につながるＭＥＭＯＣＯＮを，全てＭＰに置き換え可能である場合は，ＣＰ―２１５通信 

 モジュールを使用することをお勧めします。 

 

 

 

 

 

ＧＬ１２０ 

ＣＰＵラック 

１２０Ｉ／Ｏ 

ローカル 

リモート 

１２０Ｉ／Ｏ 

ローカル 

リモート 

ＧＬ６０Ｓ 

ＣＰＵラック

２０００Ｉ／Ｏ

ローカル 

リモート

ＧＬ７０Ｈ 

ＣＰＵラック 

２０００Ｉ／Ｏ 

ローカル 

リモート 

ＧＬ１３０ 

ＣＰＵラック

ＭＰ２０００ 

ＣＰＵラック 

２０００Ｉ／Ｏ 

or１２０Ｉ／Ｏ 

２１５リモート 

２０００Ｉ／Ｏ

or１２０Ｉ／Ｏ

２１５リモート

ＭＰ２０００

ＣＰＵラック

２０００Ｉ／Ｏ

or１２０Ｉ／Ｏ

２１５リモート

ＭＰ２０００ 

ＣＰＵラック 

２０００Ｉ／Ｏ 

or１２０Ｉ／Ｏ 

２１５リモート 

ＭＰ２０００

ＣＰＵラック

PC ﾘﾝｸ 

ﾈｯﾄﾜｰｸ

CP-215

ﾈｯﾄﾜｰｸ

ＧＬ１２０ 

ＣＰＵラック 

１２０Ｉ／Ｏ 

ローカル 

リモート 

１２０Ｉ／Ｏ 

ローカル 

リモート 

ＭＰ２０００

ＣＰＵラック

２０００Ｉ／Ｏ

or１２０Ｉ／Ｏ

２１５リモート

ＭＰ２０００ 

ＣＰＵラック 

２０００Ｉ／Ｏ 

or１２０Ｉ／Ｏ 

２１５リモート 

ＧＬ１３０ 

ＣＰＵラック
PC ﾘﾝｸ 

ﾈｯﾄﾜｰｸ

補足



１章 ２節 ＧＬ→ＭＰラダーコンバータ 

 

 

１－２－１ 

    ２節 ＧＬ→ＭＰラダーコンバータ 

 

 

 

           リプレース時，既存ラダープログラムを流用するときに使用する，ラダーコンバータの 

概要を説明します。 

 

 

          １ ラダーコンバータとは････････ 1-2-1   ３ 変換される情報・されない情報･･ 1-2-3 

          ２ ラダープログラム変換の種類･･ 1-2-2    

 

 

     １ ラダーコンバータとは 

（１）ＧＬ→ＭＰラダーコンバータとは，ＭＥＭＯＣＯＮ形式のラダープログラムからＭＰ形式のラダ

ープログラムに変換するソフトウェアツールです。 

Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００，ＸＰ上で動作します。 

 

（２）配布ＣＤの名称・形式・内容 

名称：ＧＬ→ＭＰラダーコンバータ 

形式：ＧＬＭＰＣＶ－ＷＤＣ 

内容：以下の内容がＣＤ－Ｒに収められています。 

①ラダーコンバータ実行ファイル 

「GLMP_CNV.EXE」「UNLHA32.DLL」 

②ライブラリＭＡＬファイル：ユーザ関数，定数表，Ｃ言語ファンクション，始動図面 

「MPLIB_V10.MAL」   （ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．５形式データファイル） 

③ライブラリＹＭＷファイル：ユーザ関数，定数表，Ｃ言語ファンクション，始動図面 

 「MPLIB_V10.MAL」   （ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．６形式データファイル） 

④ＧＬ１２０標準システム構成ファイル 

「GL120.CFG」   （ＭＥＭＯＳＯＦＴ形式データファイル） 

⑤ＧＬ６０→ＧＬ１２０変換ツール 

「CONVERT.EXE」 

⑥コメントコンバータ実行ファイル 

「GLMP_CMT_CNV.EXE」 
①～⑤の概要を本節で説明します。 

⑥の概要は，３節を参照してください。
⑦ユーザーズマニュアル 

本マニュアル 

 

（３）変換元 

ＧＬ１２０シリーズのＤＯＳ版ＭＥＭＯＳＯＦＴのファイル 

ファイル名．ＣＦＧ 

ファイル名．ＰＲＧ 

他の拡張子のファイルは変換には使用しません。 

 

（４）変換先 

ＭＰ２０００のＭＰＥ７２０ファイル（Ｖｅｒ．５ ＣＰラダー（旧ラダー）モード形式） 

ファイル名．ＭＡＬ 

 

（５）機能概要 

①ラダープログラムの変換 

②変換オプション 

・コメント化選択 ＧＬレファレンス番号をＭＰシリーズのコメントとして残すか否かの選択。 

・ＧＬ命令選択 ＧＬファンクション命令をＭＰユーザ関数に変換するか否かを命令毎に選択。 

・切替条件選択 ＭＰシリーズラダーの図面切替を自動にするか，条件をつけるかの選択。 

初期状態は，「コメント化する」「全てユーザ関数に変換する」「自動切替」になっています。 

③変換情報の記録ファイルの作成 

・変換元ラダープログラム内の不正状態を，ファイル名_ERR.LOG に残します。 

・削除したラダー要素を，ファイル名_DEL.LOG に残します。 

・置換したラッチコイル，不定，変換不能レファレンスを，ファイル名_REP.LOG に残します。 



１章 ２節 ＧＬ→ＭＰラダーコンバータ 

 

 

     ２ ラダープログラム変換の種類 

          （１）本ラダーコンバータを使用して行う変換は，ＧＬ１２０からＭＰシリーズへの変換です。 

            旧シリーズから最終的にＭＰシリーズに変換するためには，Ｍ－ＳＣラダーコンバータ：ＬＡＤＣＶ 

－９８３を使用してＧＬ１２０まで変換しておく必要があります。 

 

 

ＬＡＤＣＶ－

Ｕ８４ 

シリーズ 

P150 形式のﾗﾀﾞｰ 

Ｒ８４ 

シリーズ 

式 
MPE720MP ﾗﾀﾞｰ(新ﾗﾀﾞｰ)

ＧＬ４０ 

シリーズ 

（注１） 

P150 形式のﾗﾀﾞｰ 

P150 形式のﾗﾀﾞｰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           注１．MEMOCAD-PRO で

注２．Win 版 MEMOSOF

注３．MPE720 で変換

注４．MEMOCON-SC ﾗﾀ

           注５．GLMPCV-WDC に

 

（２）シリーズ名と機種

 

シリーズ名 

Ｒ８４シリーズ 

Ｕ８４シリーズ 

ＧＬ４０シリーズ

ＧＬ６０シリーズ

ＧＬ１２０シリー

 

 

 

MEMOCAD-PRO 形
１－２－２ 

（注４）

P150 形式のﾗﾀﾞｰ 

９８３で変換 

ＧＬ６０ 

シリーズ 

（注５）

（注１）

変換 

T で変換 

（Ver.6.03 以降） 

ﾞｰｺﾝﾊﾞｰﾀﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ：S

含まれる「CONVERT.EXE」

名の関連について 

機種名 略形

Ｒ８４ Ｒ８

Ｒ８４Ｈ Ｒ８

Ｒ８４ＨＭ Ｒ８

ＧＬ２０ ＧＬ

Ｕ８４ Ｕ８

Ｕ８

Ｕ８４Ｓ Ｕ８

Ｕ８

Ｕ８

Ｕ８４Ｊ Ｕ８

 ＧＬ４０Ｓ ＧＬ

ＧＬ６０Ｓ ＧＬ

ＧＬ

ＧＬ６０Ｈ ＧＬ

ＧＬ

 

ＧＬ７０Ｈ ＧＬ

ＧＬ

ＧＬ１２０ １２

１２

１２

ズ 

ＧＬ１３０ １３

１３
Win 版 MEMOSOFT 形式
MPE720CP ﾗﾀﾞｰ(旧ﾗﾀﾞｰ) 

ﾓｰﾄﾞ形式のﾗﾀﾞｰ 

DOS 版 MEMOSOFT

形式のﾗﾀﾞｰ 

ＧＬＭＰＣＶ－ＷＤＣで変換

ＧＬ１２０ 

シリーズ 
ＭＰ２０００ 

（注３）

ﾓｰﾄﾞ形式 

（注２）

IZ-C825-90.61 をご参照ください。 

でも変換可能 

式（ＤＤＳＣＲ－） 備考 

４Ｃ  

４Ｈ  

４Ｈ－Ｍ  

２０  

４－１６，２４ 

４－１１６，１２４ 

 

４Ｓ－８，１６ 

４Ｓ－２４，３２ 

４Ｓ－４８ 

 

４Ｊ  

４０Ｓ１，２，３  

６０Ｓ 

６０Ｓ０，１，２，３ 

 

６０Ｈ 

６０Ｈ１，３，４，Ｔ 

 

７０Ｈ 

７０Ｈ１，３，４，Ｔ 

 

０ＣＰＵ１４２００ 

０ＣＰＵ３４１００ 

０ＣＰＵ３４１１０ 

ＣＰＵ１０ 

ＣＰＵ２０ 

ＣＰＵ２１ 

０ＣＰＵ５４１００ 

０ＣＰＵ５４１１０ 

ＣＰＵ３０ 

ＣＰＵ３５ 



１章 ２節 ＧＬ→ＭＰラダーコンバータ 

 

 

１－２－３ 

     ３ 変換される情報・されない情報 

          （１）ラダーコンバータによる変換は，ラダープログラムを対象にしています。 

            入出力モジュールの割付情報やレファレンスの内容等の情報は変換されずに失われます。 

            変換されない情報は，変換後のＭＰシリーズのプログラミングツールで設定が必要です。 

 

 

          （２）ラダーコンバータにより変換される情報と変換されない情報の概要を以下に示します。 

            変換する命令，しない命令の詳細は，３章をご参照ください。 

 

 

            (a) 変換する命令 

             ・ラダープログラム中の命令（基本命令，数値演算命令，データ転送命令等） 

             ・ラダープログラム中のレファレンス番号 

 

 

            (b) 変換しない命令 

             ・ラダーモーション命令，通信命令，その他フィールド調査により使用がまれな命令 

 

             注．変換しない命令は，削除するのではなく，ラダー上にダミー関数として残します。 

 

 

            (c) 変換されない情報 

             ・ＧＬシリーズのラダーは動作上意味のない入力も許していますが，ＭＰシリーズでは入力できま

せん。従って，以下のラダーは削除され，変換されません。 

               ①入力又は出力のないリレーエレメント 

               ②入力のない演算命令 

               ③垂直短絡線のみの行 

               ④空白行 

               ⑤水平短絡，垂直短絡のみで作られたブロック 

 

             ・レファレンスのデータ値 

 

             ・レファレンスのディセーブル状態のテーブル 

 

             ・入出力割付 

 

             ・通信設定 

 

             ・モーションプログラム（パラメータ，ポイントテーブル等含む） 

 

             ・ＳＦＣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１章 ３節 ＧＬ→ＭＰコメントコンバータ 

 

 

１－３－１ 

    ３節 ＧＬ→ＭＰコメントコンバータ 

 

 

 

           リプレース時，既存レファレンスコメントを流用するときに使用する，コメントコンバ 

ータの概要を説明します。 

 

 

          １ コメントコンバータとは･･････ 1-3-1   ３ 変換されるコメント・ 

          ２ コメント変換の種類･･････････ 1-3-2           されないコメント･･ 1-3-3 

 

 

     １ コメントコンバータとは 

（１）ＧＬ→ＭＰコメントコンバータとは，ＭＥＭＯＣＯＮシリーズのコメントを，ＭＰＥ７２０ Ｖｅ

ｒ．６ でＭＰ２０００シリーズのコメントとしてインポート可能な，ＣＳＶ形式のテキストファイ

ルに変換するソフトウェアツールです。 

Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００，ＸＰ上で動作します。 

 

（２）配布ＣＤの名称・形式・内容 

名称：ＧＬ→ＭＰラダーコンバータ 

形式：ＧＬＭＰＣＶ－ＷＤＣ 

内容：以下の内容がＣＤ－Ｒに収められています。 

①ラダーコンバータ実行ファイル 

「GLMP_CNV.EXE」「UNLHA32.DLL」 

②ライブラリＭＡＬファイル：ユーザ関数，定数表，Ｃ言語ファンクション，始動図面 

「MPLIB_V10.MAL」   （ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．５形式データファイル） 

③ライブラリＹＭＷファイル：ユーザ関数，定数表，Ｃ言語ファンクション，始動図面 

 「MPLIB_V10.MAL」   （ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．６形式データファイル） 

④ＧＬ１２０標準システム構成ファイル 

「GL120.CFG」   （ＭＥＭＯＳＯＦＴ形式データファイル） 

⑤ＧＬ６０→ＧＬ１２０変換ツール 

「CONVERT.EXE」 

⑥コメントコンバータ実行ファイル 

「GLMP_CMT_CNV.EXE」 

⑦ユーザーズマニュアル 

本マニュアル 

 

（３）変換元 

ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯ／ＭＥＭＯＳＯＦＴで，コメントを保存したテキストファイル 

ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯで保存したテキストファイルは，拡張子が「ＴＸＴ」になります。 

ＭＥＭＯＳＯＦＴで保存したテキストファイルは，任意の拡張子が設定できます。 

 

（４）変換先 

ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．６ で，コメントとしてインポート可能な形式のＣＳＶファイル 

ファイル名．ＣＳＶ 

 

（５）機能概要 

①レファレンスコメントの変換 

ＧＬシリーズのレファレンスに設定されているコメントの文字列を，ＭＰシリーズのレジスタの

「変数（シンボル）」「コメント」として変換します。 

②変換オプション 

・対象プログラミングツール選択 

変換対象のコメントファイルが，ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯで保存したものか，ＭＥＭＯＳＯＦ

Ｔで保存したものかを選択します。 

・コメント項目選択 

・ＧＬレファレンスＮｏ選択 

変換前のＧＬレファレンスＮｏを，コメントとして設定するかを選択します。 

⑥の概要を本節で説明します。 

①～⑤の概要は，２節を参照してください。



１章 ３節 ＧＬ→ＭＰコメントコンバータ 

 

 

１－３－２ 

     ２ コメント変換の種類 

          （１）本コメントコンバータを使用して行う変換は，ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯ・ＭＥＭＯＳＯＦＴで作成 

            したテキストファイルから，ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．６ でインポート可能なＣＳＶファイルへの変換 

            です。 

            ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯでテキストを作成できない旧シリーズは，コメントの変換はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）シリーズ名と機種名，コメント変換可能／不可能について 

 

シリーズ名 機種名 略形式（ＤＤＳＣＲ－） コメント変換 

Ｒ８４ Ｒ８４Ｃ 

Ｒ８４Ｈ Ｒ８４Ｈ 

Ｒ８４ＨＭ Ｒ８４Ｈ－Ｍ 

Ｒ８４シリーズ 

ＧＬ２０ ＧＬ２０ 

Ｕ８４ Ｕ８４－１６，２４ 

Ｕ８４－１１６，１２４ 

Ｕ８４Ｓ Ｕ８４Ｓ－８，１６ 

Ｕ８４Ｓ－２４，３２ 

Ｕ８４Ｓ－４８ 

Ｕ８４シリーズ 

Ｕ８４Ｊ Ｕ８４Ｊ 

不可能 

ＧＬ４０シリーズ ＧＬ４０Ｓ ＧＬ４０Ｓ１，２，３ 

ＧＬ６０Ｓ ＧＬ６０Ｓ 

ＧＬ６０Ｓ０，１，２，３ 

ＧＬ６０Ｈ ＧＬ６０Ｈ 

ＧＬ６０Ｈ１，３，４，Ｔ 

ＧＬ６０シリーズ 

ＧＬ７０Ｈ ＧＬ７０Ｈ 

ＧＬ７０Ｈ１，３，４，Ｔ 

可能（※） 

ＧＬ１２０ １２０ＣＰＵ１４２００ 

１２０ＣＰＵ３４１００ 

１２０ＣＰＵ３４１１０ 

ＧＬ１２０シリーズ 

ＧＬ１３０ １３０ＣＰＵ５４１００ 

１３０ＣＰＵ５４１１０ 

可能 

            ※ ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯで作成したコメントのみが変換可能です。 

              Ｐ１５０・Ｐ１２０で作成したコメントは変換できません。 

 

ＧＬ→ＭＰコメントコンバータで変換 

ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ CSV ﾌｧｲﾙ 

MEMOCAD-PRO MEMOSOFT MPE720 Ver.6 

ﾃｷｽﾄ保存 ｲﾝﾎﾟｰﾄ ﾃｷｽﾄ保存 



１章 ３節 ＧＬ→ＭＰコメントコンバータ 

 

 

１－３－３ 

     ３ 変換されるコメント・されないコメント 

          （１）ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯの場合 

            変換されるコメントと変換されないコメントを以下に示します。 

 

            (a) 変換されるコメント 

             ・レファレンスの「信号名称」 

             ・レファレンスの「ショートコメント」 

 

            (b) 変換されないコメント 

             ・「ロングコメント」 

             ・「ページ見出し」 

             ・「ネットワークコメント」 

 

 

          （２）ＭＥＭＯＳＯＦＴの場合 

            変換されるコメントと変換されないコメントを以下に示します。 

 

            (a) 変換されるコメント 

             ・レファレンスの「シンボル」 

             ・レファレンスの「コメント」 

 

            (b) 変換されないコメント 

             ・セグメントの「タイトル」 

             ・セグメントの「コメント」 

             ・ネットワークの「タイトル」 

             ・ネットワークの「コメント」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１章 ４節 変換手順 

 

 

１－４－１ 

    ４節 変換手順 

 

 

 

           ラダープログラムの変換手順について説明します。 

 

 

          １ 概要････････････････････････ 1-4-1    

          ２ 変換作業のフロー････････････ 1-4-3    

 

 

     １ 概要 

          ラダープログラムの変換処理は，以下のステップで行われます。 

 

            ①変換元ＭＥＭＯＣＯＮのプログラムセーブ 

コンバートのために，変換元のＣＰＵモジュールから，フロッピーディスク(ＦＤ)，ハードディ

スク（ＨＤ）等の媒体に，ラダーをセーブする作業です。 

 

            ②ＧＬ１２０のＤＯＳ版ＭＥＭＯＳＯＦＴ形式のデータを作成 

①でセーブしたラダーを，ＧＬ１２０のＤＯＳ版の変換元ラダーにする作業です。 

変換元がＧＬ１２０，ＧＬ１３０である場合は，①でセーブしたラダーがそのまま変換元ラダー

となりますので，この作業はありません。 

 

            ③ＧＬ→ＭＰラダーコンバータでラダーを変換 

②で作成したＧＬ１２０のＤＯＳ版のラダーを，ＭＰシリーズのラダーへ変換する作業です。 

 

            ④ＭＰＥ７２０でラダーを読み込み 

ＭＰ用のエンジニアリングツール：ＭＰＥ７２０でＰＬＣフォルダの作成，③で作成したＭＰシ

リーズのラダーの読み込み，ユーザ関数ライブラリの読み込みを行う作業です。 

 

            ⑤ＭＰＥ７２０で編集 

④でＭＰＥ７２０に読み込んだラダーを，ＭＰ上で正常に動作するように編集する作業です。 

(a) ダミー関数およびその周辺ラダーの変更，見直し 

ＧＬ→ＭＰコンバータで，サポートしていない関数は，ダミー関数（表示のみで，中身

はありません）に変換されています。このダミー関数を実際に動作するラダーに変更す

る作業や，ラダーの最適化をするための変更作業です。 

 

(b) レジスタ番号の変換テーブル作成 

ＧＬ→ＭＰコンバータでは，ＧＬの全てのリファレンスが，ＭＰのＭレジスタに変換さ

れます。実際の入出力モジュールに割り付けるために，Ｉ，Ｏレジスタに転送するラダ

ーの追加が必要です。そのためのＩ／Ｏマップ，変換テーブルを作成する作業です。 

 

(c) 入出力割付，ＣＰ－２１５割付 

(b)で定義したＩ，Ｏレジスタを，各ＣＰ－２１５ステーションにリンク割付をする作業

と，各２１５レシーバステーションにＩ／Ｏ割付をする作業です。 

 

(d) コメント，シンボルの追加 

 

            ⑥プログラムのロード（ＭＰ２０００，ＲＩＯ－１２０，ＲＩＯ－２０００） 

⑤で編集したＭＰシリーズラダーをＭＰへロードする作業と，各２１５レシーバステーションへ

Ｉ／Ｏ割付をロードする作業です。 

 



１章 ４節 変換手順 

 

 

１－４－２ 

          コメントの変換処理は，以下のステップで行われます。 

 

            ①変換元ＭＥＭＯＣＯＮコメントのテキスト保存 

変換元のプログラムで設定されているコメントを，フロッピーディスク(ＦＤ)，ハードディスク

（ＨＤ）等の媒体に，テキストファイルとして保存する作業です。 

 

            ②コメントコンバータによるコメントの変換 

①で保存したＭＥＭＯＣＯＮコメントを変換します。 

変換されたコメントは，ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．６ でインポート可能な形式のＣＳＶファイルと

して保存されます。 

 

            ③ＭＰＥ７２０で編集 

②で保存されたＣＳＶファイルを読み込んで編集します。 

このステップは，前述した「ラダープログラムの編集処理」の「⑤ＭＰＥ７２０で編集」の「(d)

コメント，シンボルの追加」と同時に行います。 

 

 

 

 



１章 ４節 変換手順 

 

 

１－４－３ 

     ２ 変換作業のフロー 

       以下に，変換元ＭＥＭＯＣＯＮ別の各作業ステップの参照項をフローにします。 

 

 

 

 

 

 リプレースシステム構成の決定 

 

 

 変換元ＭＥＭＯＣＯＮの 

 プログラムセーブと 

 ＧＬ１２０のＤＯＳ版 

 ＭＥＭＯＳＯＦＴ形式 

 のデータを作成 

 

 

 ＧＬ→ＭＰラダーコンバータ 

 でラダーを変換 

 

 

 ＭＰ用のツール：ＭＰＥ７２０で 

 ＰＬＣフォルダの作成，変換データ 

 の読み込みとＭＰＥ７２０で編集 

 

 

 ＣＰ－２１５モジュール概要と割付 

 

 

 

 ＣＰ－２１５リンク割付，Ｉ／Ｏ割付 

Ｕ８４ Ｒ８４ GL40/60/70 

２章１節 ２章２節 

３章１節１ 

３章１節２ ３章１節３

３章２節 

３章４節 

４章１節  ４章２節 

４章３節 

GL120/130

 

 

 

 

       以下に，コメントを変換して再利用する場合の，各作業ステップの参照項をフローにします。 

 

 

 

 

 

                     変換元ＭＥＭＯＣＯＮコメントの 

                     テキスト保存 

 

                     ＧＬ→ＭＰコメントコンバータで 

                     コメントを変換 

 

                     ＭＰ用のツール：ＭＰＥ７２０で 

                     コメントをインポートし編集 

GL40/60/70 

５章４節 

５章２節 

５章１節 

GL120/130

 

 

 

 

 



２－０－０ 

 

 

 

 

                                      ２章 

 

ＧＬシリーズからＭＰ２０００シリーズ 

へのリプレース 

 

                       この章では，ＧＬ６０シリーズおよびＧＬ１２０シリーズから， 

                       ＭＰ２０００シリーズにリプレースする場合の，ハードウェアの 

                       変更方法について説明します。 

 

 

 

                            １節 ＧＬ６０ＳからＭＰ２２００へのリプレース 

                              １ システム構成 ･････････････････ 2-1-1 

                              ２ 変更点 ･･･････････････････････ 2-1-3 

                              ３ 追加モジュール ･･･････････････ 2-1-3 

                              ４ 変更方法 ･････････････････････ 2-1-4 

                              ５ ラダープログラムおよび割付 ･･･ 2-1-4 

                              ６ その他注意事項 ･･･････････････ 2-1-5 

 

 

                            ２節 ＧＬ１２０からＭＰ２２００へのリプレース 

                              １ システム構成 ･････････････････ 2-2-1 

                              ２ 変更点 ･･･････････････････････ 2-2-3 

                              ３ 追加モジュール ･･･････････････ 2-2-3 

                              ４ 変更方法 ･････････････････････ 2-2-4 

                              ５ ラダープログラムおよび割付 ･･･ 2-2-4 

                              ６ その他注意事項 ･･･････････････ 2-2-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２章 １節 ＧＬ６０からＭＰ２２００へのリプレース 

 

 

２－１－１ 

    １節 ＧＬ６０ＳからＭＰ２２００へのリプレース 

 

 

 

           ＧＬ６０ＳのシステムをＭＰ２２００のシステムにリプレースする場合の，モジュールと 

           システム構成の変更方法について説明します。 

 

 

          １．システム構成 ･･････････････ 2-1-1   ４．変更方法 ････････････････････････ 2-1-4 

          ２．変更点 ････････････････････ 2-1-3   ５．ラダープログラムおよび割付 ･･････ 2-1-4 

          ３．追加モジュール ････････････ 2-1-3   ６．その他注意事項 ･･････････････････ 2-1-5 

 

 

     １ システム構成 

          （１）リプレース前のシステム構成例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.1.1 ＧＬ６０Ｓのシステム構成例 
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２章 １節 ＧＬ６０からＭＰ２２００へのリプレース 

 

 

２－１－２ 

          （２）リプレース後のシステム構成例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.1.2 ＭＰ２２００のシステム構成例 
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２章 １節 ＧＬ６０からＭＰ２２００へのリプレース 

 

 

２－１－３ 

     ２ 変更点 

          （１）既存のＧＬ６０Ｓのシステムを最大限利用し，ＧＬ６０ＳシステムをＭＰ２２００システムへ変

更します。 

    （ＣＰＵラックをＭＰ２０００シリーズへ変更します。） 

          （２）既存のＩ／Ｏモジュール（２０００シリーズＩ／Ｏ）は，ＭＰ２２００システムのリモートＩ／

Ｏとして動作します。 

 

 

 

ＭＰ２２００システムのリモートＩ／Ｏ（２０００Ｉ／Ｏ）は，１ステーションあたり３５スロット

まで対応しています。 

ＧＬ６０ＳのローカルＩ／Ｏは，最大４２スロットまで対応しており，これをＭＰ２２００のリモー

トＩ／Ｏシステムとして使用する場合は，７スロット分は使用できません。 

新たに，リモートＩ／Ｏ局を増設するなどして他の増設ラックへ移設する必要があります。 

 

 

 

 

 

     ３ 追加モジュール 

（１）ＭＰ２２００のシステムへ変更する場合，以下のモジュールおよび部品が必要となります。 

 

項 名   称 形   式 数量 備  考 

1 ﾍﾞｰｽﾕﾆｯﾄ (MBU-01) JEPMC-BU2200 1  

2 CPU-01 ﾓｼﾞｭｰﾙ (CPU-01) JAPMC-CP2200 1  

3 
217IF-01 ﾓｼﾞｭｰﾙ 

(217IF-01) 
JAPMC-CM2310 1 RS-232C/RS422 

4 
215AIF-01 ﾓｼﾞｭｰﾙ 

(215AIF-01) 
JAPMC-CM2361 1 2000I/O 対応 RIOD 

5 
2000I/O 対応 215 ﾚｼｰﾊﾞ 

 (RIO-2000) 
87215-91010-S0110 2 

ﾘﾓｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ 2 がない場合は 

数量 1 

6 2 心ﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙ YS-IPEV-SB 1 式 ㈱ﾌｼﾞｸﾗ製 （※1） 

7 ﾘﾓｰﾄ用ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽ JRMSI-MB70A 2 
ﾘﾓｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ 2 がない場合は 

数量 1 

8 補助電源ﾓｼﾞｭｰﾙ JRMSP-PS22A 1  

9 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾂｰﾙ (MPE720) CPMC-MPE720 1 （※2） 

10 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾂｰﾙ (CP-717) SPCP-71720013 1 （※2） 

 

  ※１ 配線，設置，伝送路構成部品については「付録１ ＣＰ－２１５伝送配線」をご参照ください

。 

  ※２ ＭＰ２２００のエンジニアリングツールとしてＭＰＥ７２０，２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシ

ーバモジュールの設定用のツールとして，ＲＩＯ ＴｏｏｌまたはＣＰ－７１７が必要です。 

     ＲＩＯ Ｔｏｏｌは，ＭＰＥ７２０ ＶＥＲ．６．０３以降にオプションツールとして付属さ

れています。 

     ＭＰＥ７２０ ＶＥＲ．６．０３以降をご使用の場合，ＣＰ－７１７は不要です。 

 

 

 

補足



２章 １節 ＧＬ６０からＭＰ２２００へのリプレース 

 

 

２－１－４ 

     ４ 変更方法 

          （１）ＣＰＵ部 

  ①ＭＰ２２００ベースユニット（形式：ＪＥＰＭＣ－ＢＵ２２００）を装着するスペースを確保し

，追加設置します。 

  ②ベースユニットに以下のモジュールを装着します。 

    ＣＰＵ－０１モジュール （形式：ＪＡＰＭＣ－ＣＰ２２００） 

 

    ２１７ＩＦ－０１モジュール （形式：ＪＡＰＭＣ－ＣＭ２３１０） 

    ２１５ＡＩＦ－０１モジュール （形式：ＪＡＰＭＣ－ＣＭ２３６１） 

 

（２）Ｉ／Ｏ部 

  ①第２ラックのマウントベース（形式：ＪＲＭＳＩ－ＭＢ２２Ａ）をリモートＩ／Ｏレシーバ用マ

ウントベース（形式：ＪＲＭＳＩ－ＭＢ７０Ａ）へ交換します。 

  ②マウントベースＭＢ７０Ａへ以下のモジュールを装着します。 

    補助電源モジュール （形式：ＪＲＭＳＰ－ＰＳ２２Ａ） 

    ＣＰ－２１５リモートＩ／Ｏレシーバ （形式：８７２１５－９１０１０－Ｓ０１１０） 

  ③ＭＢ７０ＡにはＩ／Ｏモジュールが８台しか装着できませんので，９台使用している場合は，１

台をリモートステーション２へ移動します（本例ではＩ／Ｏ（７）を移動）。 

  ④リモートＩ／Ｏ用２心ツイストペアケーブルの配線を行います。標準ケーブルが用意されており

ませんので，下記線材とコネクタを用いて作成してください。 

    線材：ＹＳ－ＩＰＥＶ－ＳＢ，ＹＳ－ＩＰＥＶ－Ｓ（７５Ω系：（株）フジクラ製） 

    ケーブル側コネクタ：ＭＲ－８Ｍ（Ｇ）（ケース：ＭＲ－８Ｌ）（本多通信工業（株）製） 

  ⑤ＣＰＵラックに装着されていたＩ／Ｏは，リモートステーション２として，同様に装着します。 

  ⑥ＭＢ７０Ａに装着できなかったＩ／Ｏ（７）もリモートステーション２に装着します。 

 

 

 

     ５ ラダープログラムおよび割付 

・ラダープログラムを２段階にコンバートすることで，ソフト資産の流用が可能です。 

  ①ＧＬ６０Ｓ→ＧＬ１２０ラダーコンバータ 形式：ＬＡＤＣＶ－９８３（無償配布） 

  ②ＧＬ１２０→ＭＰ２０００ラダーコンバータ 形式：ＧＬＭＰＣＶ－ＷＤＣ（無償配布） 

 

  営業担当までご照会ください。 

 

・割付については，ＭＰ２２００及びＣＰ－２１５リモートＩ／Ｏレシーバのモジュール構成定義を行

う必要があります。 

 

 

 

 

 説明資料：マシンコントローラＭＰ９００／ＭＰ２０００シリーズユーザーズマニュアル 

      ラダープログラム編（資料番号：ＳＩ－Ｃ８８７－１．２） 

 説明資料：ＭＰＥ７２０ユーザーズマニュアル（資料番号：ＳＩＪＰＣ８８７０７０００５） 

 説明資料：新ラダーエディタユーザーズマニュアル 

      プログラム命令編（資料番号：ＳＩ－Ｃ８８７－１３．１） 

      操作編（資料番号：ＳＩ－Ｃ８８７－１３．２） 

 

 をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足



２章 １節 ＧＬ６０からＭＰ２２００へのリプレース 

 

 

２－１－５ 

     ６ その他注意事項 

（１）本節の例では，既存の２０００シリーズＩ／Ｏを全て使用する場合の変更例を説明しています。 

   一部Ｉ／ＯをＭＰ２０００ローカルＩ／Ｏに置き換えて使用することで，リモートステーション

を減らすことも可能です。 

 

（２）本節ではＧＬ６０Ｓを例に記載しておりますが，ＧＬ６０ＳをＧＬ６０Ｈ，ＧＬ７０Ｈに置き換

えても同様の作業になります。 

 

（３）本節の例では，ＭＰ２２００への置き換えを説明していますが，他のＭＰ２０００シリーズ（Ｍ 

   Ｐ２１００，ＭＰ２３００等）への置き換えも同様の手順で可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２章 ２節 ＧＬ１２０からＭＰ２２００へのリプレース 

 

 

２－２－１ 

    ２節 ＧＬ１２０からＭＰ２２００へのリプレース 
 

 

 

           ＧＬ１２０のシステムをＭＰ２２００のシステムにリプレースする場合の，モジュールと 

           システム構成の変更方法について説明します。 

 

          １ システム構成 ･･･････････････ 2-2-1   ４ 変更方法 ････････････････････････ 2-2-4 

          ２ 変更点 ･････････････････････ 2-2-3   ５ ラダープログラムおよび割付 ･･････ 2-2-4 

          ３ 追加モジュール ･････････････ 2-2-3   ６ その他注意事項 ･･････････････････ 2-2-4 

 

 

     １ システム構成 

          （１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注．I/O:120シリーズI/O 

 

 

図2.2.1 ＧＬ１２０のシステム構成例 
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２章 ２節 ＧＬ１２０からＭＰ２２００へのリプレース 

 

 

２－２－２ 

          （２）リプレース後のシステム構成例 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注．I/O:120シリーズI/O 

 

図2.2.2 ＭＰ２２００のシステム構成例 
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２章 ２節 ＧＬ１２０からＭＰ２２００へのリプレース 

 

 

２－２－３ 

     ２ 変更点 

          （１）既存のＧＬ１２０のシステムを最大限利用し，ＧＬ１２０システムをＭＰ２２００システムへ変更

します。 

  （ＣＰＵラックをＭＰ２０００シリーズへ変更します。） 

          （２）既存のＩ／Ｏモジュール（１２０シリーズＩ／Ｏ）は，ＭＰ２２００システムのリモートＩ／Ｏ

として動作します。 

 

 

ＭＰ２２００システムのリモートＩ／Ｏ（１２０Ｉ／Ｏ）は，１ステーションで１６スロット，４ラ

ックまで対応していますので，既存ＧＬ１２０ローカル局，リモート局のＩ／Ｏをそのまま使用でき

ます。 

 

 

 

 

 

     ３ 追加モジュール 

          （１）ＭＰ２２００のシステムへ変更する場合，以下のモジュールおよび部品が必要となります。 

 

項 名   称 形   式 数量 備  考 

1 ﾍﾞｰｽﾕﾆｯﾄ (MBU-01) JEPMC-BU2200 1  

2 CPU-01 ﾓｼﾞｭｰﾙ (CPU-01) JAPMC-CP2200 1  

3 
217IF-01 ﾓｼﾞｭｰﾙ 

(217IF-01) 
JAPMC-CM2310 1 RS-232C/RS422 

4 
215AIF-01 ﾓｼﾞｭｰﾙ 

(215AIF-01) 
JAPMC-CM2361 1  

5 
2000I/O 対応 215 ﾚｼｰﾊﾞ 

 (RIO-120) 
JAMSC-120CRR11200 1  

6 2 心ﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙ YS-IPEV-SB 1 式 ㈱ﾌｼﾞｸﾗ製 （※1） 

7 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾂｰﾙ (MPE720) CPMC-MPE720 1 （※2） 

8 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾂｰﾙ (CP-717) SPCP-71720013 1 （※2） 

 

  ※１ 配線，設置，伝送路構成部品については「付録１ ＣＰ－２１５伝送配線」をご参照ください

。 

  ※２ ＭＰ２２００のエンジニアリングツールとしてＭＰＥ７２０，１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシー

バモジュールの設定用のツールとして，ＲＩＯ ＴｏｏｌまたはＣＰ－７１７が必要です。 

     ＲＩＯ Ｔｏｏｌは，ＭＰＥ７２０ ＶＥＲ．６．０３以降にオプションツールとして付属さ

れています。 

     ＭＰＥ７２０ ＶＥＲ．６．０３以降をご使用の場合，ＣＰ－７１７は不要です。 

 

 

 

 

 

補足



２章 ２節 ＧＬ１２０からＭＰ２２００へのリプレース 

 

 

２－２－４ 

     ４ 変更方法  

          （１）ＣＰＵ部 

  ①ＭＰ２２００ベースユニット（形式：ＪＥＰＭＣ－ＢＵ２２００）を装着するスペースを確保し

，追加設置します。 

  ②ベースユニットに以下のモジュールを装着します。 

    ＣＰＵ－０１モジュール （形式：ＪＡＰＭＣ－ＣＰ２２００） 

    ２１７ＩＦ－０１モジュール （形式：ＪＡＰＭＣ－ＣＭ２３１０） 

    ２１５ＡＩＦ－０１モジュール （形式：ＪＡＰＭＣ－ＣＭ２３６１） 

 

（２）Ｉ／Ｏ部 

  マウントベース（形式：ＪＲＭＳＩ－１２０ＸＢＰ０□□００）はＣＰＵラック，リモートラック

の区別なく使用できますので，そのまま流用できます。 

 

  ①ＣＰＵモジュールをＣＰ－２１５リモートＩ／Ｏレシーバ （形式：ＪＡＭＳＣ－１２０ＣＲＲ

１１２００）に交換します。 

  ②リモートＩ／Ｏ用２心ツイストペアケーブルの配線を行います。標準ケーブルが用意されており

ませんので，下記線材とコネクタを用いて作成してください。 

    線材：ＹＳ－ＩＰＥＶ－ＳＢ，ＹＳ－ＩＰＥＶ－Ｓ（７５Ω系：（株）フジクラ製） 

    ケーブル側コネクタ：ＭＲ－８Ｍ（Ｇ）（ケース：ＭＲ－８Ｌ）（本多通信工業（株）製） 

 

 

 

     ５ ラダープログラムおよび割付 

          ・ラダープログラムをコンバートすることで，ソフト資産の流用が可能です。 

   ＧＬ１２０→ＭＰ２０００ラダーコンバータ 形式：ＧＬＭＰＣＶ－ＷＤＣ（無償配布） 

営業担当までご照会ください。 

 

・割付については，ＭＰ２２００及びＣＰ－２１５リモートＩ／Ｏレシーバのモジュール構成定義を行

う必要があります。 

 

 

 

 説明資料：マシンコントローラＭＰ９００／ＭＰ２０００シリーズユーザーズマニュアル 

      ラダープログラム編（資料番号：ＳＩ－Ｃ８８７－１．２） 

 説明資料：ＭＰＥ７２０ユーザーズマニュアル（資料番号：ＳＩＪＰＣ８８７０７０００５） 

 説明資料：新ラダーエディタユーザーズマニュアル 

      プログラム命令編（資料番号：ＳＩ－Ｃ８８７－１３．１） 

      操作編（資料番号：ＳＩ－Ｃ８８７－１３．２） 

 

 をご参照ください。 

 

 

 

 

     ６ その他注意事項 

          （１）本節の例では，既存の１２０シリーズＩ／Ｏを全て使用する場合の変更例を説明しています。 

             一部Ｉ／ＯをＭＰ２０００ローカルＩ／Ｏに置き換えて使用することも可能です。 

           

          （２）本節ではＧＬ１２０を例に記載しておりますが，ＧＬ１３０に置き換えても同様の意味になりま 

            す。 

 

（３）本節の例では，ＭＰ２２００への置き換えを説明していますが，他のＭＰ２０００シリーズ（Ｍ 

  Ｐ２１００，ＭＰ２３００等）への置き換えも同様の手順で可能です。 

 

補足



３－０－０ 

 

 

 

 

                                      ３章 

 

                                              ＧＬ→ＭＰラダーコンバータ 
 

                       この章では、ＧＬシリーズのラダープログラムをＭＰシリーズの 

ラダープログラムに変換するソフトの機能，操作を説明します。 

 

 

 

                            １節 前準備 

                              １ ＧＬ６０シリーズ･･････････････ 3-1-1 

                              ２ ＧＬ１２０シリーズ･･･････････ 3-1-11 

 

 

                            ２節 ラダーコンバータの操作 

                              １ インストール･･････････････････ 3-2-1 

                              ２ 起動から終了まで･･････････････ 3-2-1 

                              ３ 操作画面の機能････････････････ 3-2-7 

 

 

                            ３節 変換機能 

                              １ 概要･･････････････････････････ 3-3-1 

                              ２ レファレンスの変換････････････ 3-3-2 

                              ３ 命令の変換････････････････････ 3-3-3 

                              ４ ラダープログラムの変換････････ 3-3-8 

                              ５ 変換オプション機能･･･････････ 3-3-15 

                              ６ ログファイル･････････････････ 3-3-17 

 

                            ４節 変換後の操作 

                              １ 概要･･････････････････････････ 3-4-1 

                              ２ 入出力レファレンスの決定･･････ 3-4-2 

                              ３ ＭＰＥ７２０による編集････････ 3-4-2 
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３－１－１ 

    １節 前準備 

 

 

 

           ＭＥＭＯＣＯＮシリーズのラダーを，ＭＰ２０００シリーズのラダーに変換するための 

           準備について説明します。 

 

 

          １ ＧＬ６０シリーズ････････････ 3-1-1   ２ ＧＬ１２０シリーズ･･････････ 3-1-11 

 

     １ ＧＬ６０シリーズ 

 ＧＬ６０シリーズのラダーをＧＬ１２０シリーズのラダーに変換する操作を説明します。 

 

（１）ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯ形式からＰ１５０形式への変換 

  ＧＬ６０シリーズのラダーが，ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯ形式で保存されている場合に行います。 

 

  準備するもの 

  ・ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯ 

  ・ＧＬ６０シリーズラダー 

  ・ＦＤ 

 

 

  Ｐ１５０形式に変換したラダーを，ＦＤに保存する例を説明します。 

 

 

  ①ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯを起動します。 

   起動画面で「Enter」を押します。 

 

   →メインメニューが表示されます。 

 

 

  ②メインメニューでの操作（１） 

   「データベースの選択」を選択し，「Enter」を押します。 

    
 

   → ディレクトリツリーが表示されます。 
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３－１－２ 

            ③ディレクトリツリーでの操作 

   Ｐ１５０形式で保存するラダーを選択し，「Enter」を押します。 

    
 

   →ラダーが選択され，メインメニューが表示されます。 

 

  ④メインメニューでの操作（２） 

   「ローダ」を選択し，「Enter」を押します。 

    
 

   →ローダーオプション画面が表示されます。 
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３－１－３ 

            ⑤ローダーオプション画面での操作 

   「デバイス／通信の準備」を選択し，「Enter」を押します。 

    
 

   →デバイス／通信パラメータ設定画面が表示されます。 

 

 

  ⑥デバイス／通信パラメータ設定画面での操作（１） 

   「デバイス：」にカーソルを移動し，スペースキーを押して「Ｐ１５０ディスクファイル」を選

択し，「Enter」を押します。 

    
 

   →カーソルが「ドライブ：」に移動します。 
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３－１－４ 

            ⑦デバイス／通信パラメータ設定画面での操作（２） 

   ＦＤを挿入するドライブを入力し，「Enter」を押します。 

   ここでは，「Ｂ」と入力する例を示します。 

    
 

   →パラメータが設定され，ローダーオプション画面が表示されます。 

 

 

  ⑧ローダーオプション画面での操作（２） 

   「デバイスへ書き込む」を選択し，「Enter」を押します。 

    
 

   →ローダー領域選択画面が表示されます。 
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３－１－５ 

            ⑨ローダー領域選択画面での操作 

   「ラダー プログラム」を選択し，「Enter」を押します。 

    
 

  ⑩ファイル情報指定画面での操作 

   ドライブ名に続いてファイル名を入力し，「Enter」を押します。 

   ここではファイル名として「GL60S_01」を入力する例を示します。 

    
 

   →「ファイルタイプ」「タイトル」「日付」「オーダ番号」の指定画面が次々に表示されます。 

    全て「Enter」を押してください。 

   →ファイル情報確認画面が表示されます。 
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３－１－６ 

            ⑪ファイル情報確認画面での操作 

   「Enter」を押します。 

    
 

   →保存確認画面が表示されます。 

 

  ⑫保存確認画面での操作 

   「Enter」を押します。 

    
 

   →保存が開始され，完了すると保存完了画面が表示されます。 
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３－１－７ 

            ⑬保存完了画面での操作 

   「Enter」を押します。 

    
 

   →ローダーオプション画面が表示されます。 

 

 

  以上でＰ１５０形式での保存は終了しました。 
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３－１－８ 

          （２）ＧＬ１２０シリーズラダーへの変換 

  Ｐ１５０形式で保存されたＧＬ６０シリーズラダーを，ＧＬ１２０シリーズラダーに変換する手順

を説明します。 

  変換には，「ＭＥＭＯＣＯＮ－ＳＣラダーコンバータ」か，「ＧＬ→ＭＰラダーコンバータ」の配布

ＣＤに同梱されている「CONVERT.EXE」を使用します。 

  本項では，「CONVERT.EXE」による変換手順を説明します。 

 

 

  ＦＤＤが「A:」，変換元ラダーのファイル名が「GL60S_01」の例で説明します。 

 

 

  ①準備するもの 

   1) ＦＤ（変換元ラダーを保存してあるもの） 

   2) ＧＬ→ＭＰラダーコンバータの配布ＣＤ 

 

 

  ②CONVERT.EXE のインストール 

   「ＧＬ→ＭＰラダーコンバータ」の配布ＣＤ内の「CONVERT.EXE」を，エクスプローラ等でパソコ

ンの任意のディレクトリにコピーします。 

   以下，「C:\LADCV\」にコピーした例で説明します。 

 

 

  ③コマンドプロンプトの起動 

   以下のファイルを実行して，コマンドプロンプトを起動します。 

    ・Ｗｉｎｄｏｗｓ ９×： 

      C:\WINDOWS\COMMAND.COM 

    ・Ｗｉｎｄｏｗｓ ２０００：  

      C:\WINNT\system32\command.com 

    ・Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰ：  

      C:\WINDOWS\system32\command.com 

 

   これ以降，コマンドプロンプト内にてキー操作を行います。 

 

 

  ④カレントドライブ・ディレクトリの移動 

   「CONVERT.EXE」をコピーしたディレクトリに移動します。 

   ・「C:」と入力し，「Enter」を押します。 

   ・「CD LADCV」と入力し，「Enter」を押します。 

 

 

  ⑤「CONVERT.EXE」の実行 

   「CONVERT.EXE」は，以下のコマンド・オプション指定で実行します。 

 

   CONVERT /S"変換前ﾌｧｲﾙ名" /D"変換後ﾌｧｲﾙ名" [/M"ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞﾌｧｲﾙ名"] [/L"ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ名"] [/J] 

 

   コマンド・オプションを下線で明示しています。 

   各コマンド・オプションの間には，必ずスペースを入れてください。 

 

   ＡドライブのＧＬ６０シリーズラダー「GL60S_01」を，同じくＡドライブにＧＬ１２０シリーズ

ラダー「GL60S_01.PRG」として保存する例を示します。 

    

              ↑        ↑ 

         変換元ファイル名   変換先ファイル名 

 

   注．ファイル名は，ドライブ名を含んだ絶対パス名で指定してください。 
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３－１－９ 

             以下にオプションを説明します。 

 

    ・/S［変換前ﾌｧｲﾙ名］ 

     変換するファイルを指定します。このオプションは省略できません。 

    ・/D［変換後ﾌｧｲﾙ名］ 

     変換された後のファイル名を指定します。拡張子は「.PRG」でなくてはなりません。 

     このオプションは省略できません。 

    ・/M［ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞﾌｧｲﾙ名］ 

     変換エラーメッセージを記録するファイルを作成します。このオプションは省略できます。 

     省略すると，「CONVERT.ERR」というファイル名で作成されます。 

    ・/L［ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ名］ 

     正常に変換できない命令やレファレンスを，どのように変換したか記録するログファイルを

作成します。 

     このオプションは省略できます。 

     省略すると，「CONVERT.LOG」というファイル名で作成されます。 

    ・/J 

     画面表示メッセージを日本語とします。このオプションは省略できます。 

 

 

  ⑥変換機能について。 

   (a) 以下の情報が変換されます。 

     ・ラダープログラム。 

      ただし，本項(b)の1)，2)を除きます。 

      また，ＧＯＳＵＢ命令はＪＳＲ命令に変換されます。 

 

   (b) 以下の情報は変換されません。 

 

     1) 変換不能命令 

      ・モーション命令 

      ・拡張レジスタアクセス命令 

      ・ＹＥＮＥＴ-３２００通信命令 

      ・ＡＳＣＩＩ命令 

 

     2) 変換不能レファレンス 

      ・Ｍリレーレファレンス 

      ・Ｎリレーレファレンス 

      ・ＳＦＣレファレンス 

      ・計時レジスタ 

 

     3) 入出力割付情報 

 

     4) レファレンス情報 

      ・データ 

      ・使用テーブル 

      ・ディセーブルテーブル 

 

     5) ＳＦＣ 

      ・フローデータ 

      ・コメント 

 

     6) コメント 

 

     7) 拡張メモリデータ 

 

     8) モーション 

      ・モーションプログラム 

      ・モーションパラメタ 
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３－１－１０ 

             (c) 本項(b)の 1)，ラダープログラム中の変換不能命令は，すべてＡ接点に変換され，変換後のラ

ダープログラム中に残ります。 

     変換不能命令に使用されていたレファレンスは，すべて「??????」と変換されます。 

 

   (d) 本項(b)の2)，ラダープログラム中の変換不能レファレンスは，すべて「??????」に変換され

ラダープログラム中に残ります。 

 

   (e) 本項(b)の，1)，2)以外の情報は失われ，ＧＬ１２０シリーズの初期状態となります。 

 

   (f) 本項(c)(d)の変換の行われたネットワーク中の位置，および最初から「??????」であったレ

ファレンスのネットワーク中の位置が，ログファイル中に，以下のフォーマットで記録されま

す。 

 

      adr:XXXX seg:X net:XXX XXXX [GL60] XX XX XX -> [GL120] XX XX XX XX 

 

                        ラダー命令 

                        ネットワーク番号 

                        セグメント番号    

 

 

   (g) セグメントは以下のように変換されます。 

 

     変換前                   変換後 

     高速セグメント（セグメント１）    →       高速セグメント（Ｈ） 

     低速セグメント（セグメント２）    →       通常セグメント１（Ｌ０１） 

     低速セグメント（セグメント３）    →       通常セグメント２（Ｌ０２） 

         ：                     ： 

     低速セグメント（セグメント８）    →       通常セグメント７（Ｌ０７） 

 

   (ｈ) サブルーチンプログラムは，サブルーチンセグメントに変換されます。 

 

 

（３）ＭＰ２０００シリーズラダー変換の準備 

 

  （２）で作成したＧＬ１２０シリーズのラダーを，ＭＰ２０００シリーズのラダーに変換する準備

を行います。 

 

  ①変換元ファイルのコピー 

   「ＧＬ→ＭＰラダーコンバータ」の配布ＣＤに同梱されている「GL120.CFG」と，（２）で作成し

たＧＬ１２０シリーズのラダーとを，ＭＰ２０００シリーズへの変換を行うパソコンのハードデ

ィスク（※）の同一ディレクトリにコピーします。 

 

  ②システム構成ファイルのリネーム 

   「GL120.CFG」のファイル名を，（２）で作成したラダーのファイル名にリネームします。 

   （２）の説明では，「GL60S_01.PRG」を作成する例を示しました。 

   この場合だと，「GL120.CFG」を「GL60S_01.CFG」にリネームします。 

 

  以上で準備は終了です。 

  拡張子「CFG」「PRG」の２ファイルのデータを元に，ＭＰ２０００シリーズへのラダー変換を行いま

す。 

 

  ※ これら変換元になる２ファイルは，ＭＰ２０００シリーズへの変換を行うパソコンのローカルド

ライブに保存しておいてください。 

    ネットワークドライブからの変換はしないでください。 
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３－１－１１ 

     ２ ＧＬ１２０シリーズ 

          （１）システム構成の確認 

  ＧＬ１２０シリーズは，各レジスタの上限やオプションモジュールの個数などのシステム構成が可

変になっています。 

  ＭＰ２０００シリーズへのラダー変換を行うため，ＭＣモジュールを「２モジュール使用する」設

定にしておいてください。 

 

  システム構成の設定の確認・変更は，ＤＯＳ版・Ｗｉｎｄｏｗｓ版それぞれのプログラミングツー

ル（ＭＥＭＯＳＯＦＴ）を使用して行います。 

  プログラミングツールの使用方法は，それぞれのマニュアルを参照してください。 

 

 

  ・ＤＯＳ版ＭＥＭＯＳＯＦＴのシステム構成設定画面 

   
 

 

  ・Ｗｉｎｄｏｗｓ版ＭＥＭＯＳＯＦＴのシステム構成設定画面 
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３－１－１２ 

          （２）Ｗｉｎｄｏｗｓ版形式からＤＯＳ版形式への変換 

  変換したいラダーが，Ｗｉｎｄｏｗｓ形式で保存されている場合のみ実施します。 

  ＤＯＳ版形式で保存されている場合は，この手順は不要です。 

 

  変換は，Ｗｉｎｄｏｗｓ版ＭＥＭＯＳＯＦＴにて行います。 

 

  ①Ｗｉｎｄｏｗｓ版ＭＥＭＯＳＯＦＴを起動します。 

 

 

  ②「ツール」メニューから「ファイル変換」→「ＷｉｎｄｏｗｓからＤＯＳへ」を選択します。 

   
 

   →変換元プログラム選択ダイアログが表示されます。 

 

 

  ③変換元プログラムを選択し，「開く」をクリックします。 

   →変換先のディレクトリ指定画面が表示されます。 

 

 

  ④変換先ディレクトリを選択し，「保存」をクリックします。 

   →変換が実行され，ファイルが保存されます。 

 

 

 

（３）ＭＰ２０００シリーズラダー変換の準備 

 

  （２）で変換されたファイルの内，拡張子が「CFG」と「PRG」の２ファイルを，ＭＰ２０００シリ

ーズへのラダー変換を行うパソコンのハードディスクの同一ディレクトリにコピーします。 

 

  これら２ファイルのデータを元に，ＭＰ２０００シリーズへのラダー変換を行います。 
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３－２－１ 

    ２節 ラダーコンバータの操作 

 

 

 

           ラダーコンバータの操作を説明します。 

 

 

          １ インストール････････････････ 3-2-1   ３ 操作画面の機能･･････････････ 3-2-7 

          ２ 起動から終了まで････････････ 3-2-1 

 

     １ インストール 

           「ＧＬ→ＭＰラダーコンバータ」配布ＣＤから，「GLMP_CNV.EXE」と「UNLHA32.DLL」「MPLIB_V10.MAL」

「MPLIB_V10.YMW」の４ファイルを，エクスプローラ等でパソコンのハードディスクの同一ディレクト

リにコピーします。 

 

 

 

     ２ 起動から終了まで 

（１）ラダーコンバータの起動 

  パソコン内の「GLMP_CNV.EXE」をダブルクリックします。 

 

  →ラダーコンバータが起動し，操作画面が表示されます。 
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３－２－２ 

          （２）変換元ファイルの選択 

 

  変換元ファイル選択ボタンをクリックします。 

   

 

  →ファイル選択ダイアログが表示されます。 

 

 

  変換元のＧＬラダープログラムを選択します。 

   

 

  注．このダイアログには，拡張子｢PRG｣のファイルのみ表示されますが，実際の変換には同一のファ

イル名で拡張子｢CFG｣のファイルも必要です。 

    変換元ファイルは，｢PRG｣と｢CFG｣を同じディレクトリに保存しておいてください。 
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３－２－３ 

          （３）変換先ディレクトリの選択 

 

  ディレクトリ選択ボタンをクリックします。 

   

 

 

  →ディレクトリ選択ダイアログが表示されます。 

 

   
 

 

  変換後に作成されるファイルを保存するディレクトリを選択します。 

 

  注．変換先は，ハードディスク内のディレクトリを指定してください。 
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３－２－４ 

          （４）変換オプションの指定 

 

  変換オプションボタンをクリックします。 

   

 

 

  →変換オプション画面が表示されます。 

 

           
 

  各オプションのボタンを押し，設定を行います。 

 

  各オプションの説明は，本章３節を参照してください。 
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３－２－５ 

          （５）変換の実行 

 

  変換開始ボタンをクリックします。 

   

 

  →変換が開始されます。 

 

  変換が終了すると結果が表示されます。 

          

 

 

  変換結果として以下が保存されます。 

  ①ＭＰシリーズラダー 

   ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．５ 圧縮形式のＭＡＬファイルとして保存されます。 

   ファイル名が変換元ファイルと同一で拡張子が「MAL」であるファイルです。 

   ＭＡＬファイルの中には以下が存在します。 

    1) 図面（HXX_YY，LXX_YY：XX=01～99(子図面No)，YY=01～99(孫図面No)） 

    2) コメント 

  ②ログファイル 

   以下のログファイルが保存されます。 

    1) 削除ログファイル：「XXXXXXXX_DEL.LOG」(XXXXXXXXは変換元ﾌｧｲﾙ名) 

    2) 置換ログファイル：「XXXXXXXX_REP.LOG」(XXXXXXXXは変換元ﾌｧｲﾙ名) 

3) ダミー関数ログファイル：「XXXXXXXX_DCMD.LOG」(XXXXXXXXは変換元ﾌｧｲﾙ名) 

 

 

GL ﾗﾀﾞｰの変換情報 

MP 図面の変換情報 

GL 代替ﾕｰｻﾞ関数：ｱｯﾌﾟ/ﾀﾞｳﾝｶｳﾝﾀの

変換情報 
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３－２－６ 

          （６）ラダーコンバータの終了 

 

  終了ボタンをクリックします。 

   

 

  →ラダーコンバータが終了し，操作画面が消去されます。 
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３－２－７ 

     ３ 操作画面の機能 

           本節２項で説明した以外の機能を示します。 

 

 ①全設定クリアボタン 

  変換元ファイル・変換先ディレクトリの設定をクリアします。 

 

 ②変換元ファイル表示欄 

  選択された変換元ファイルとそのパスを表示します。 

 

 ③ステータス表示欄 

  ラダーコンバータのステータスを以下から表示します。 

  「ファイル指定待ち」／「ディレクトリ指定待ち」／「変換開始可能」 

 

 ④プログレスバー 

  変換処理の状況を示します。 

 

 ⑤変換先ディレクトリ設定クリアボタン 

  変換先ディレクトリの設定をクリアします。 

 

 ⑥変換先ディレクトリ表示欄 

  選択された変換先ディレクトリを表示します。 

 

 ⑦バージョン表示ボタン 

  ラダーコンバータのバージョン情報を表示します。 

 

       

 

 

 

 

 

① 

④③ 

⑥ 

⑤

②

⑦ 



３章 ３節 変換機能 

 

 

３－３－１ 

    ３節 変換機能 

 

 

 

           ＧＬ→ＭＰラダーコンバータの変換機能を説明します。 

 

 

          １ 概要････････････････････････ 3-3-1   ４ ラダープログラムの変換･･････ 3-3-8 

          ２ レファレンスの変換･･････････ 3-3-2   ５ 変換オプション機能･･････････ 3-3-15 

          ３ 命令の変換･･････････････････ 3-3-3   ６ ログファイル････････････････ 3-3-17 

 

     １ 概要 

          （１）変換する対象 

  ①ＧＬ１２０シリーズのラダーを，ＭＰ２０００シリーズのラダーに変換します。 

 

  ②ラダーを格納した，拡張子｢CFG｣と｢PRG｣の２ファイルを読み込んで変換を行います。 

 

  ③読み込んだファイルが不正な状態である場合は，ファイル破損として変換を中断します。 

   中断した場合は，不正状態の情報をエラーログに残します。 

 

 

（２）変換しない情報 

  ①ラダープログラム以外の情報(割付，通信設定，モーションプログラム等)は変換しません。 

 

  ②以下の状態のラダー要素を，変換せずに削除します。 

   ・入力又は出力のないリレーエレメント（リレー・コイル・短絡） 

    垂直・水平短絡のみからなるブロックもこれに含まれます。 

   ・入力のない演算命令 

   ・垂直短絡線のみの行 

   ・空白行 

   これらはプログラムの動作的に意味がなく，ＭＰシリーズでは仕様上，存在できません。 

   削除したラダー要素の情報（位置・種類・レファレンス）を削除ログに記録します。 

 

  注．要素を残したい場合は，変換元のラダーを常時ＯＦＦ接点（未使用の入力リレー等）で接続す

る等の編集後，変換してください。 

 

  ③ＧＬシリーズのラッチコイルを，全て通常のコイル要素に置換します。 

   置換したラッチコイルの情報を置換ログに記録します。 

 

  ④以下のレファレンスを，全て不定レファレンスとして置換します。 

   ・拡張レジスタ 

   ・ＭＣコイル１・２ 

   ・ＭＣ制御コイル１・２ 

   ・ＭＣリレー１・２ 

   ・ＭＣ制御リレー１・２ 

   ・Ｍコードリレー１・２ 

   置換したレファレンスの情報を置換ログに記録します。 

 

（３）変換結果 

  変換した結果は，ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．５（ＣＰラダー（旧ラダー）モード）の圧縮形式のＭＡＬ

ファイルとして保存します。 

    ＭＡＬファイルの中には以下が存在します。 

     1) 図面（H，HXX，HXX_YY，L，LXX，LXX_YY：XX=01～99(子図面No)，YY=01～99(孫図面No)） 

     2) コメント 

  このＭＡＬファイルを，ＭＰＥ７２０のＶｅｒ．５／Ｖｅｒ．６で読み込んで使用します。 
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３－３－２ 

     ２ レファレンスの変換 

           下表の通り変換されます。 

 

ＧＬシリーズレファレンス ＭＰシリーズレファレンス 

種類 範囲 種類 範囲（下線桁は bit 指定）

ｺｲﾙ(※1) 
000001～065472 

(O00001～O65472)
MB000000～MB04091F 

入力ﾘﾚｰ(※1) 
100001～104096 

(I00001～I04096)
MB100000～MB10255F 

入力ﾚｼﾞｽﾀ(※1) 
300001～300512 

(Z00001～Z00512)
MW30000d～MW30511d 

保持ﾚｼﾞｽﾀ(※1) 
400001～425534 

(W00001～W25534)

ﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ 

MW40000d～MW65533d 

定数ﾚｼﾞｽﾀ(※1) 
700001～704096 

(K00001～K04096)
定数ﾚｼﾞｽﾀ CW00000d～CW04095d 

ﾘﾝｸｺｲﾙ 1 D10001～D12048 MB200000～MB20127F 

ﾘﾝｸｺｲﾙ 2 D20001～D22048 MB210000～MB21127F 

ﾘﾝｸﾚｼﾞｽﾀ 1 R10001～R12048 MW22000d～MW24047d 

ﾘﾝｸﾚｼﾞｽﾀ 2 R20001～R22048 MW25000d～MW27047d 

ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ SW 

 制御ﾚｼﾞｽﾀ 

402001～402032 

(W02001～W02032)
MW42000d～MW42031d 

ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ SW 

   (※1) 

201001～232099 

(S01001～S32099)

MW28000d～MW28223d 

(※2) 

微分接点記録用 － MB150000～MB19095F 

拡張ﾚｼﾞｽﾀ(※1) 
600001～604096 

(A00001～A04096)

MC ｺｲﾙ 1･2 Yn0001～Yn0256 

MC 制御ｺｲﾙ 1･2 Qn0001～Qn0160 

MC ﾘﾚｰ 1・2 Xn0001～Xn0256 

MC 制御ﾘﾚｰ 1･2 Pn0001～Pn0256 

M ｺｰﾄﾞﾘﾚｰ 1･2 Mn0001～Mn0096 

??????( ﾚｼﾞｽﾀ )
不定ﾚﾌｧﾚﾝｽ 

??????(ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ)

ﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ 

ﾚｼﾞｽﾀ：MW65534d 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ：MB655340 

(※3) 

水平短絡(※4) － SB000004(常時 ON) 

演算命令不使用入力 － 
ｼｽﾃﾑﾚｼﾞｽﾀ 

SB000004(常時 ON)の B 接点

演算命令不使用出力 － ﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ DB000000 

解読順調整用 

ﾀﾞﾐｰ接点･ｺｲﾙ 
 

→ 

ﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ DB000001～DB00999F 

 

 

 ※１ 英字モード・数字モードの表示が可能なレファレンスは，両方のモードを記述しています。 

 

 ※２ ステッピングＳＷは，１制御レジスタの値によりＯＮ／ＯＦＦする９９ビットを含む 

    ７レジスタ×３２組，合計２２４レジスタとして変換します。 

     Ｓ０１００１～Ｓ０１０９９ → ＭＢ２８００００～ＭＢ２８００６２ 

     Ｓ０２００１～Ｓ０２０９９ → ＭＢ２８００７０～ＭＢ２８０１３２ 

                   ：                    ３２組 

     Ｓ３１００１～Ｓ３１０９９ → ＭＢ２８２１００～ＭＢ２８２１６２ 

     Ｓ３２００１～Ｓ３２０９９ → ＭＢ２８２１７０～ＭＢ２８２２３２ 

 

 ※３ ＭＰシリーズラダーとして変換出来ないレファレンスは，一度不正レファレンス「??????」に 

    置換した後に，ＭＰの特定レファレンスに変換します。 

    置換した情報（元レファレンス，位置）を置換ログに記録します。 

 

 ※４ 水平短絡は，一部常時ＯＮのａ接点で置換します。 

    （常時ＯＮシステムコイル「ＳＢ０００００４」） 
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３－３－３ 

     ３ 命令の変換 

          （１）概要 

  ＧＬシリーズのラダー命令には，以下の３種類の変換が行われます。 

  ①ＭＰ命令への変換 

   接点・コイルなど，ＭＰシリーズに存在するラダー命令は，ほぼそのまま変換します。 

 

   変換のイメージ： 

   ・ａ接点，ｂ接点 

    ＧＬ命令 

 

 

    ＭＰ命令 

 

 

 

   ・立ち上がり微分接点，立ち下がり微分接点 

    ＧＬ命令 

 

 

    ＭＰ命令 

 

 

 

   ・コイル，ラッチコイル 

    ＧＬ命令 

 

 

    ＭＰ命令 

 

 

 

 

 

  ②ＧＬ命令代替ユーザ関数への変換 

   ＧＬ命令代替機能をＭＰシリーズのユーザ関数にて実現したものを，４８種類準備しています。 

   代替ユーザ関数が存在するＧＬ命令は，変換時に，代替ユーザ関数に変換するかダミー関数に変

換するかを選択できます。本節５変換オプション機能の（２）を参照ください。 

 

   変換のイメージ： 

   ・１秒タイマ命令で例を示します。 

    ＧＬ命令 

       
現在値

設定値

T1.0

 入力１

（　）
出力１

（　）
出力２ 入力２  

 

XXXXXX XXXXXX

?Bxxxxxx ?Bxxxxxx

XXXXXX

P
XXXXXX

N

?Bxxxxxx ?Bxxxxxx ?Bxxxxxx ?Bxxxxxx

（　）
XXXXXX

（Ｌ）
XXXXXX

?Bxxxxxx
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３－３－４ 

    ＭＰ命令 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     関数名称は，基本的にはＧＬ命令名称先頭に「GL_」を付加したものです。 

     例外として，使用できない文字列は置換されます（例：Ｔ１．０→Ｔ１００）。 

 

     ＧＬ命令代替ユーザ関数は，ＧＬ命令と同数のＢＩＴ入出力と，ＧＬ命令の各段の要素指定

分の入力を持ちます。 

 

     各段の要素指定方法は，要素種類により異なります。 

 

     (a) 定数／レファレンスを指定する要素の場合：３入力で指定 

       *-REG：レジスタ 

       ・レジスタレファレンスの場合 ：そのレジスタ 

       ・ｂｉｔレファレンスの場合 ：そのｂｉｔを含むレジスタ 

       ・定数の場合   ：CW4108固定 

       ・不定値の場合  ：MW65534固定 

       *-TYPE：レファレンスタイプ（タイプに対応するレジスタで指定） 

        OB:CW04100／OW:CW04101／IB:CW04102／IW:CW04103／MB:CW04104／ 

        MW:CW04105／CB:CW04106／CW:CW04107／定数:CW04108／ 

        不定(ｂｉｔ):CW04109／不定(レジスタ):CW04110 

       *-OFST：オフセット値（ロング型で指定） 

       ・レジスタの場合 ：オフセット値 

       ・定数の場合  ：即値 

       ・不定値  ：０固定 

 

     (b) サイズを指定する要素の場合：１入力で指定 

       Z：サイズ値(ワード型で指定) 

        ・不定値以外の場合：即値 

        ・不定値の場合  ：０固定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GL_T100

IN1
FIN

IN2
FIN

S-OFST
FIN 

OUT1
FOUT

OUT2
FOUT

IB00001 

IB00002 

OB00001

OB00002

=>

入力 1 

入力 2 

設定値ﾚｼﾞｽﾀのｵﾌｾｯﾄ

出力 1

出力 2

S-TYPE
FIN ﾚﾌｧﾚﾝｽﾀｲﾌﾟ =>

C-OFST
FIN =>現在値ﾚｼﾞｽﾀのｵﾌｾｯﾄ

C-TYPE
FIN 

ﾚﾌｧﾚﾝｽﾀｲﾌﾟ =>

S-REG
FIN 設定値のﾚｼﾞｽﾀ番号 =>

C-REG
FIN =>現在値のﾚｼﾞｽﾀ番号
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３－３－５ 

            ③ダミー関数への変換 

   ＧＬ命令代替ユーザ関数が存在しない命令，存在してもダミー関数への変換を選択した命令は，

ダミー関数に変換します。 

   ダミー関数は実際の演算・出力ＢＩＴの設定動作を行いません。 

   ＭＰシリーズラダーに変換後，手動で同等なＭＰ命令に置換してください。 

 

   変換のイメージ： 

   ・１秒タイマ命令で例を示します。 

    ＧＬ命令 

       
現在値

設定値

T1.0

 入力１

（　）
出力１

（　）
出力２ 入力２  

 

    ＭＰ命令 

 

 

     関数名称は，基本的にはＧＬ命令名称末尾に「_D」を付加したものです。 

     例外として，使用できない文字列は置換されます（例：Ｔ１．０→Ｔ１００）。 

 

     ダミー関数は，基本的にＧＬ命令と同数のＢＩＴ入出力のみを持ちます。 

     例外として，出力をもたないＧＬ命令はダミー出力を１点持ちます。 

     ダミー関数は機能をもたないので，変換後削除し，代替機能をＭＰシリーズラダーで作成 

     してください。 

 

 

（２）命令の変換 

  ①基本命令 

 

種類 呼称 シンボル 変換後 

ａ接点 －｜ ｜－ ＭＰ命令 

ｂ接点 －｜／｜－ ＭＰ命令 

立ち上がり微分接点 －｜Ｐ｜－ ＭＰ命令 

立ち下がり微分接点 －｜Ｎ｜－ ＭＰ命令 

水平短絡  常時ＯＮ ａ接点(※) 

垂直短絡  ＭＰ命令 

コイル 

リレー 

リンクコイル 

－（ ） 

－（Ｌ） 
ＭＰ命令 

１秒タイマ Ｔ１．０ ユーザ関数/ダミー関数

０.１秒タイマ Ｔ０．１ ユーザ関数/ダミー関数

０.０１秒タイマ Ｔ．０１ ユーザ関数/ダミー関数
タイマ 

０.００１秒タイマ Ｔ１ＭＳ ダミー関数 

アップカウンタ ＵＣＴＲ ユーザ関数/ダミー関数
カウンタ 

ダウンカウンタ ＤＣＴＲ ユーザ関数/ダミー関数

  ※ 通常はＭＰ命令を使用せず同等形状ＭＰシリーズラダーに変換し，幾何配置的にそれが不可能な 

    場合は常時ＯＮシステムコイル「ＳＢ０００００４」のａ接点に置換する。 

T100_D 

IN1

IN2

OUT1

OUT2

IB00001

IB00002

OB00001

OB00002

入力 1 

入力 2 

出力 1

出力 2
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３－３－６ 

            ②数値演算命令 

 

種類 呼称 シンボル 変換後 

符号なし１０進４桁加算 ＡＤＤ ユーザ関数/ダミー関数

符号なし１０進４桁減算 ＳＵＢ ユーザ関数/ダミー関数

符号なし１０進４桁乗算 ＭＵＬ ユーザ関数/ダミー関数

符号なし 

１０進４桁 

四則演算 
符号なし１０進４桁除算 ＤＩＶ ユーザ関数/ダミー関数

符号なし１０進８桁加算 ＤＡＤＤ ユーザ関数/ダミー関数

符号なし１０進８桁減算 ＤＳＵＢ ユーザ関数/ダミー関数

符号なし１０進８桁乗算 ＤＭＵＬ ユーザ関数/ダミー関数

符号なし 

１０進８桁 

四則演算 
符号なし１０進８桁除算 ＤＤＩＶ ユーザ関数/ダミー関数

符号付１０進４桁加算 ＳＡＤＤ ユーザ関数/ダミー関数

符号付１０進４桁減算 ＳＳＵＢ ユーザ関数/ダミー関数

符号付１０進４桁乗算 ＳＭＵＬ ユーザ関数/ダミー関数

符号付 

１０進４桁 

四則演算 
符号付１０進４桁除算 ＳＤＩＶ ユーザ関数/ダミー関数

符号付１０進８桁加算 ＳＤＡＤ ユーザ関数/ダミー関数符号付１０進８桁 

四則演算 符号付１０進８桁減算 ＳＤＳＢ ユーザ関数/ダミー関数

１６ビット加算 ＡＤ１６ ユーザ関数/ダミー関数

１６ビット減算 ＳＵ１６ ユーザ関数/ダミー関数

１６ビット乗算 ＭＵ１６ ユーザ関数/ダミー関数

１６ビット 

四則演算 

１６ビット除算 ＤＶ１６ ユーザ関数/ダミー関数

３２ビット加算 ＡＤ３２ ユーザ関数/ダミー関数

３２ビット減算 ＳＵ３２ ユーザ関数/ダミー関数
３２ビット 

四則演算 
３２ビット比較 ＴＥＳＴ ユーザ関数/ダミー関数

１０進４桁平方根 ＳＱＲＴ ユーザ関数/ダミー関数
開平演算 

１０進８桁平方根 ＤＳＱＲ ユーザ関数/ダミー関数

正弦 ＳＩＮ ユーザ関数/ダミー関数
三角関数演算 

余弦 ＣＯＳ ユーザ関数/ダミー関数

 

 

            ③データ転送命令：インデックスなし 

 

種類 呼称 シンボル 変換後 

レジスタ→テーブル転送 Ｒ→Ｔ ユーザ関数/ダミー関数

テーブル→レジスタ転送 Ｔ→Ｒ ユーザ関数/ダミー関数

テーブル→テーブル転送 Ｔ→Ｔ ダミー関数 

先入れ ＦＩＮ ダミー関数 

先出し ＦＯＵＴ ダミー関数 

テーブルサーチ ＳＲＣＨ ユーザ関数/ダミー関数

テーブルセット ＴＳＥＴ ダミー関数 

ブロック転送 ＢＬＫＭ ユーザ関数/ダミー関数

ブロック→テーブル転送 ＢＬＫＴ ダミー関数 

テーブル→ブロック転送 ＴＢＬＫ ダミー関数 

間接ブロックライト ＩＢＫＷ ダミー関数 

データ転送 

間接ブロックリード ＩＢＫＲ ダミー関数 
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            ④データ転送命令：インデックス付き 

 

種類 呼称 シンボル 変換後 

デスティネーションインデックス付 

ブロック転送１ 
ＤＩＢＴ ダミー関数 

デスティネーションインデックス付 

ブロック転送２ 
ＤＩＢＲ ユーザ関数/ダミー関数 

ソースインデックス付 

ブロック転送１ 
ＳＩＢＴ ユーザ関数/ダミー関数 

インデックス付 

ブロック転送 

ソースインデックス付 

ブロック転送２ 
ＳＩＢＲ ユーザ関数/ダミー関数 

 

            ⑤マトリックス命令 

 

種類 呼称 シンボル 変換後 

アンド ＡＮＤ ユーザ関数/ダミー関数 

オア ＯＲ ユーザ関数/ダミー関数 

エクスクルーシブオア ＸＯＲ ユーザ関数/ダミー関数 

コンプリメント ＣＯＭＰ ユーザ関数/ダミー関数 

コンペア ＣＭＰＲ ユーザ関数/ダミー関数 

モディファイ ＭＢＩＴ ユーザ関数/ダミー関数 

センス ＳＥＮＳ ユーザ関数/ダミー関数 

ローテイト ＢＲＯＴ ダミー関数 

マルチローテイト ＭＲＯＴ ユーザ関数(※)/ダミー関数

マトリックス 

ビットカウント ＢＣＮＴ ダミー関数 

             ※ ＭＲＯＴ命令代替ユーザ関数は，テーブルサイズ≧２では使用できません。 

 

            ⑥その他のデータ処理命令 

 

種類 呼称 シンボル 変換後 

１６ビットデータセット ＳＤＡＴ ユーザ関数/ダミー関数 

３２ビットデータセット ＳＤＤＴ ユーザ関数/ダミー関数 

ツイスト ＴＷＳＴ ダミー関数 

スワップ ＳＷＡＰ ダミー関数 

ソート ＳＯＲＴ ダミー関数 

バイト分解 ＢＹＳＬ ダミー関数 

バイト合成 ＢＹＣＭ ダミー関数 

４ビット分解 ＮＢＳＬ ダミー関数 

４ビット合成 ＮＢＣＭ ダミー関数 

ブロック加算 ＢＡＤＤ ダミー関数 

その他の 

データ処理 

チェックサム ＳＫＳＭ ダミー関数 

 

            ⑦シーケンス制御命令 

 

種類 呼称 シンボル 変換後 

ステッピングスイッチ -|S|-／-|$|- ユーザ関数 
シーケンス制御 

シーケンス制御インタフェース ＳＣＩＦ ダミー関数 

 

 

            ⑧その他 

   以下の種類の命令は，全てダミー関数に変換されます。 

   ・１６ビット処理命令       ・データ変換命令 

   ・システムステータス読出命令   ・プログラム制御命令 

   ・ラダーモーション命令      ・ＣＯＭ命令 

   ・ＦＢＵＳ命令          ・拡張メモリアクセス命令 

   ・ＥＴＨＥＲＮＥＴ通信命令    ・トレースバック命令 

   ・拡張数値演算命令        ・ＰＩＤ命令 
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     ４ ラダープログラムの変換 

          （１）解読の順序 

  ＧＬシリーズとＭＰシリーズのラダープログラムには，解読順序の相違があります。 

  同一形状のラダープログラムでも，出力のＯＮ／ＯＦＦするタイミングが異なることがあります。 

 

       ＧＬシリーズ解読順序               ＭＰシリーズ解読順序 

         （縦解読）                     （横解読） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①解読順序の相違による動作タイミングが異なるラダー 

   
000103

（　）
000103000101

（　）
000105000104

000102

 
 

   (a) ａ接点000103がコイル：000103の状態を反映するタイミング 

     ・縦解読の場合：次のスキャンで反映します 

     ・横解読の場合：同じスキャンで反映します 

 

   (b) コイル：000103がａ接点000103の状態を反映するタイミング 

     ・縦解読の場合：同じスキャンで反映します 

     ・横解読の場合：次のスキャンで反映します 

 

 

  ②解読順序の相違による動作タイミング変化防止の原理 

   以下の考え方で，動作タイミングの変化を防止します。 

   ・ＧＬラダーの左下に，同一レファレンス接点があるコイルのレファレンスを内部レファレンス

に置換します。 

   ・同一レファレンス接点の下行にて，コイルに内部レファレンスの値を反映させます。 

 

   

 

    

000103

（ ）
DUMMY 000101

（ ）
000105000104

000102

DUMMY
（ ）
000103
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３－３－９ 

          （２）実際のプログラムの変換 

  出力がＯＮ／ＯＦＦするタイミングを一致させるため，変換はＧＬラダーの配置形状により列単位

に以下に分けて行います。 

  

列内コイルの有無 列内演算命令の有無 

なし なし 

あり なし 

なし あり 

あり あり 

 

  ・接点・短絡のみからなる列 

   この状態の列が複数隣接している場合，まとめてほぼ同一形状でＭＰシリーズラダーに変換しま 

   す。 

  ・コイルか演算命令が存在する列 

   ＧＬラダーの１列単位でＭＰシリーズラダーに変換します。 

 

  以下に変換例を示します。 

   変換オプション 

   ・コメント化＝「する」 

    ＧＬレファレンスから変換されたＭＰレファレンスに，ＧＬレファレンス番号をコメントとし

て付加します。 

   ・ＧＬ命令の変換＝「代替ユーザ関数」 

 

   ・変換元ＧＬラダー 

     
 

                     ↑   ↑    ↑    ↑    ↑ 

           ①         ②   ③    ④    ⑤    ⑥ 

 

 

   ①ＧＬラダーの１～３列に対応 
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３－３－１０ 

             ②ＧＬラダーの４列に対応 

     
 

   ③ＧＬラダーの５列に対応 

     

 

 

上段要素指定 

中段要素指定 

下段要素指定 
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             ④ＧＬラダーの６列に対応 

     

 

   ⑤ＧＬラダーの７列に対応 

     

 

   ⑥ＧＬラダーの８列に対応 
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３－３－１２ 

          （３）変換後のＭＰシリーズラダーの例 

  ダミー関数に変換した例を示します。 

 

  ①ＣＰラダー（旧ラダー）での表示例 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GL ﾈｯﾄﾜｰｸ番号をｲﾝﾗｲﾝｺﾒﾝﾄにより表示します 

GL ﾗﾀﾞｰの 

1 ﾈｯﾄﾜｰｸの内容 

次ﾈｯﾄﾜｰｸの 

内容 

変換前の 

GL ﾚﾌｧﾚﾝｽ No 

(ｺﾒﾝﾄ表示) 

内部ﾚﾌｧﾚﾝｽには

ｺﾒﾝﾄ表示なし 
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３－３－１３ 

            ②ＭＰラダー（新ラダー）での表示例 

 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GL ﾈｯﾄﾜｰｸ番号をｲﾝﾗｲﾝｺﾒﾝﾄにより表示します 

GL ﾗﾀﾞｰの 

1 ﾈｯﾄﾜｰｸの内容

次ﾈｯﾄﾜｰｸの 

内容 

変換前の 

GL ﾚﾌｧﾚﾝｽ No 

(ｺﾒﾝﾄ表示) 

内部ﾚﾌｧﾚﾝｽには

ｺﾒﾝﾄ表示なし 
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３－３－１４ 

          （４）変換後のプログラム構成 

  ①ＧＬの高速セグメント内のラダーは，高速図面に変換されます。 

   ・変換後の図面数が９９以下の場合，子図面：Ｈ０１～Ｈ９９に変換されます。 

   ・変換後の図面数が１００以上の場合，孫図面：Ｈ０１.０１～Ｈ０２.９８に変換されます。 

   ・変換された図面を呼び出す親図面：Ｈが作成されます。 

    孫図面に変換された場合は，孫図面を呼び出す子図面：Ｈ０１～Ｈ０２も作成されます。 

 

  ②ＧＬの通常セグメント内のラダーは，低速図面に変換されます。 

   ・変換後の図面数が９０以下の場合，子図面：Ｌ０１～Ｌ９０に変換されます。 

   ・変換後の図面数が９１以上の場合，孫図面：Ｌ０１.０１～Ｌ０５.９８に変換されます。 

   ・変換された図面を呼び出す親図面：Ｌが作成されます。 

    孫図面に変換された場合は，孫図面を呼び出す子図面：Ｌ０１～Ｌ０５も作成されます。 

 

  ③ＧＬのサブルーチンセグメント内のラダーは，低速図面に変換されます。 

   ・変換後の図面数に関わらず，変換後の図面が，孫図面：Ｌ９１.０１～Ｌ９９.９９に変換 

されます。 

   ・②で作成される親（子）図面からは，これらの図面は呼び出されません。 
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     ５ 変換オプション機能 

           ＧＬ→ＭＰコンバータのオプション機能は，操作画面の変換オプションボタンをクリックし，表示さ

れるダイアログボックスで選択します。 

 

              

 

 

（１）コメント化 

  コメント化選択ボタンをクリックし，表示されるダイアログで選択します。 

 

             

 

  ①「する」を選択すると，ＧＬレファレンスから変換されたＭＰレファレンス全てに，コメントと

してＧＬラダー内のレファレンス番号が設定されます。 

   このレファレンスコメントは，ＭＰシリーズラダー図面内に表示されます。 

 

  ②「しない」を選択すると，ＧＬレファレンスから変換されたＭＰレファレンスに，変換元のＧＬ

レファレンス番号はレファレンスコメントとして設定されません。 

 

  ③デフォルト設定は「する」です。 

 

 

（２）代替ユーザ関数の使用 

  ＧＬ命令選択ボタンをクリックし，表示されるダイアログで選択します。 
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            ＧＬ命令代替ユーザ関数が存在する全てのＧＬ命令が表示されます。 

 

  ①各命令のチェックボックスをチェックすると，その代替ユーザ関数に変換します。 

 

  ②各命令のチェックボックスのチェックを外すと，そのダミー関数に変換します。 

 

  ③デフォルト設定は「全選択」です。 

 

 

（３）ＭＰ図面切替条件 

  切替条件選択ボタンをクリックし，表示されるダイアログで選択します。 

             

             
 

  ＧＬラダーをＭＰシリーズラダーに変換する際の，変換先図面切替条件(※)を選択する。 

 

  ①短絡のみのネットワークでの切替 

   変換元のＧＬラダー内に水平・垂直短絡のみのネットワークが出現した場合に，切り替えるかを

選択します。 

 

  ②空白ネットワークでの切替 

   変換元ＧＬラダー内に空白ネットワークが出現した場合に，切り替えるかを選択します。 

   切り替える場合，１個以上出現時／３個以上連続出現時，のどちらかを選択します。 

 

  ③デフォルト設定は全て「しない」です。 

 

  ※ 上記の設定に関わらず，以下の条件で図面を切り替えます。 

     ・現図面のステップ数が１０００を超過した場合 

     ・ＧＬラダーのセグメントが切り替わった場合 
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     ６ ログファイル 

          （１）エラーログファイル 

  変換処理の先頭でＧＬラダーをチェックします。 

  不正なデータが存在している場合，ラダー変換を実施せずに終了し，エラーログファイルを作成し

ます。 

  不正なデータが存在しない場合，エラーログファイルは作成しません。 

 

  ①ファイル名： 

   "XXXXXXX_ERR.LOG" ←"XXXXXXX"は変換対象プログラムのファイル名 

 

  ②ログ化する情報： 

   ・ファイル種類情報「エラーログファイル」 

   ・変換元ファイル名「プログラム：XXXXXXX.PRG」 

   ・不正データの存在した位置（セグメント，ネットワーク，列，行） 

 

  ③エラーログファイルイメージ 

    

 

 

（２）削除ログファイル 

  削除したラダー要素の情報（位置・種類・レファレンス）を記録します。 

  削除したラダー要素が存在しない場合でも，ログファイルは作成します。 

 

  ①ログファイル名： 

   "XXXXXXX_DEL.LOG" ←"XXXXXXX"は変換対象プログラムのファイル名 

 

  ②ログ化する情報： 

   ・ファイル種類情報「削除ログファイル」 

   ・変換元ファイル名「プログラム：XXXXXXX.PRG」 

   ・凡例（エレメントの略称を説明） 

   ・削除したエレメントの，位置，種類，レファレンス（行･列・短絡以外） 

    この情報は，削除を行った場合のみ記録します。 

 

   ③削除ログファイルイメージ 

    

削除ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ：    ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ：XXXXXXXX.PRG 

 

 ｴﾚﾒﾝﾄの略称 

    "SHRT"   ：水平短絡  "V_S"    ：垂直短絡 

    "LINE"   ：行   "COLUMN" ：列 

    "NOC"    ：a 接点  "NCC"    ：b 接点 

    "PTC"    ：立ち上がり微分接点 "NTC"    ：立ち下がり微分接点 

    "STPA"   ：ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ SW a 接点 "STPB"   ：ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ SW b 接点 

    "COIL"   ：ｺｲﾙ   "LCIL"   ：ﾗｯﾁｺｲﾙ 

 

ｾｸﾞﾒﾝﾄ：H     ﾈｯﾄﾜｰｸ：#00001 -------------------------------------------------- 

 列  行      ｴﾚﾒﾝﾄ 

 05  06   NOC   I32000 

 03  01   V_S   ------ 

 --  02   LINE   ------  

  ： 

エラーログファイル：  プログラム：XXXXXXXX.PRG 

ｾｸﾞﾒﾝﾄ  ﾈｯﾄﾜｰｸ   列  行 

 H   #00001   01  07 

 H   #00003   02  04 

  ： 
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          （３）置換ログファイル 

  置換したラダー要素の情報（位置・種類・レファレンス）を記録します。 

  置換したラダー要素が存在しない場合でも，ログファイルは作成します。 

 

  ①ログファイル名： 

   "XXXXXXX_REP.LOG" ←"XXXXXXX"は変換対象プログラムのファイル名 

 

  ②ログ化する情報： 

   ・ファイル種類情報「置換ログファイル」 

   ・変換元ファイル名「プログラム：XXXXXXX.PRG」 

   ・凡例（エレメントの略称を説明） 

   ・置換前後の，位置，種類，レファレンス，対応するＭＰレファレンス 

 

  ③置換ログファイルイメージ 

    

 

 

（４）ダミー関数ログファイル 

  変換したダミー関数の有無の情報（位置・種類）を記録します。 

  変換したダミー関数要素が存在しない場合でも，ログファイルは作成します。 

 

  ①ログファイル名： 

   "XXXXXXX_DFUNC.LOG" ←"XXXXXXX"は変換対象プログラムのファイル名 

 

  ②ログ化する情報： 

   ・ファイル種類情報「ダミー関数ログファイル」 

   ・変換元ファイル名「プログラム：XXXXXXX.PRG」 

   ・変換後のダミー関数を有する「図面」「ダミー関数名」「ステップ（CPラダー/MPラダー）」 

 

  ③置換ログファイルイメージ 

    
 

 

ﾀﾞﾐｰ関数ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ：    ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ： XXXXX.PRG 

 

 図面          ﾀﾞﾐｰ関数名          ｽﾃｯﾌﾟ(CP ﾗﾀﾞｰ)          ｽﾃｯﾌﾟ(MP ﾗﾀﾞｰ) 

  H01            SKPC_D                 0001                   0000 

 H02      READ_D                 0762                   0516 

 L01       MROT_D          0234                   0086 

 L02       FIN_D          0100                   0045 

 L02.01      BCD_D           0567                   0392 

 L02.23      BIN_D          0025                   0018 

  ： 

 

置換ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ：    ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ：XXXXXXXX.PRG 

 

 ｴﾚﾒﾝﾄの略称 

    "NOC"    ：a 接点  "NCC"    ：b 接点 

    "PTC"    ：立ち上がり微分接点 "NTC"    ：立ち下がり微分接点 

    "STPA"   ：ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ SW a 接点 "STPB"   ：ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ SW b 接点 

    "COIL"   ：ｺｲﾙ   "LCIL"   ：ﾗｯﾁｺｲﾙ 

 

 ｾｸﾞﾒﾝﾄ：H     ﾈｯﾄﾜｰｸ：#00004 -------------------------------------------------- 

  列 行    置換前ｴﾚﾒﾝﾄ                置換後ｴﾚﾒﾝﾄ           MP ﾚﾌｧﾚﾝｽ 

  01 03 NOC         Y10001         NOC         ??????       MB655340 

  04 01 COIL        Q20001         COIL        ??????       MB655340 

  ： 
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３－４－１ 

    ４節 変換後の操作 

 

 

 

           ＭＰシリーズラダーに変換された後に必要な操作を説明します。 

 

 

          １ 概要････････････････････････ 3-4-1   ３ ＭＰＥ７２０による編集･･････ 3-4-2 

          ２ 入出力レファレンスの決定････ 3-4-2 

 

 

     １ 概要 

 ＭＰシリーズのラダーに変換されたプログラムは，ＭＡＬファイル（ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．５形式の

圧縮ファイル）として保存されています。 

 ＭＰシリーズでこのラダーを使用するために必要な手順を説明します。 

 

（１）入出力レファレンスの決定 

  変換前のラダーで使用されていたレファレンスは，Ｍレジスタに変換されていて，直接外部と入出

力を行いません。 

  リプレースするシステムに合わせて，外部と入出力を行うＩレジスタ・Ｏレジスタを決定します。 

 

 

（２）ＭＰＥ７２０による編集 

  ＭＰＥ７２０にて，以下の編集操作を行います。 

 

  ①プログラムの読み込み 

   変換後ＭＡＬファイルから，変換後ラダーを読み込みます。 

   ライブラリＭＡＬファイル／ライブラリＹＭＷファイルから，ユーザ関数・定数表・Ｃ言語ファ 

   ンクション・始動図面を読み込みます。 

 

  ②図面実行順序の調整 

   変換後の図面は，子図面または孫図面に変換され，それを参照する親図面または子図面が作成さ

れています。 

   サブルーチンを使用していた場合，その変換後の図面をコールする子図面の下の孫図面に移動し

ます。 

 

  ③データ転送・ＢＩＴ逆転ラダーの追加 

   （１）で決定した外部と入出力を行うＩレジスタ・Ｏレジスタと，ラダーで参照されるＭレジス

タの間のデータ転送を，ラダーに追加します。 

 

ＧＬシリーズでディジタルＩ／Ｏをレジスタ割付して使用していた場合，ＭＰシリーズでレジス

タ割付をすると，データのＭＳＢとＬＳＢが逆転します。 

ＧＬと同じ動作をさせるためには，レジスタ割付されているＩ／Ｏの配線を逆転するか，割付さ

れているレジスタのＢＩＴをラダーで逆転させるか，どちらかを行う必要があります。 

   Ｉ／Ｏの配線を逆転させる場合は，この操作は不要です。 

 

  ④ラダーの修正 

   ダミー関数に変換されたＧＬ関数のＭＰ命令への置換や，冗長な形態に変換されたラダーの効率

化を行います。 

 

  ⑤システムの設定 

   リプレース後のＭＰシステムを動作させるために，入出力割付・スキャンタイム等の設定を行い

ます。 
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     ２ 入出力レファレンスの決定 

           変換後のラダーは，以下のシステムで動作します。 

 

  

 外部と入出力を行うＩレジスタ・Ｏレジスタを決定します。 

 ここで決定したＩレジスタ・Ｏレジスタと，ラダーで参照されるＭレジスタとの間でデータ転送を行

います。 

 ＣＰ－２１５伝送については，４章を参照してください。 

 

 

     ３ ＭＰＥ７２０による編集 

           前準備：  

  ①ＭＰＥ７２０を，パソコンにインストールしておきます。 

  ②ライブラリＭＡＬファイル「MPLIB_V10.MAL」とライブラリＹＭＷファイル「MPLIB_V10.YMW」を 

   パソコンのローカルディスクにコピーしておきます。 

  ③変換後ＭＡＬファイルを，パソコンのローカルディスクにコピーしておきます。 

 

（１）プログラムの読み込み 

  ①ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．５の場合 

 

   (a) ＰＬＣフォルダの新規作成 

     機種名をＭＰ２２００として，ＰＬＣフォルダを新規作成します。 

      
    注．ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．５はコンフィグレーションの設定で「新しいラダーエディタを使用

する」のチェックを外し，Ｃ言語環境を「使用する」にした状態で起動してください。 

ＣＰ－２１５ 

伝送 
120 
CPS 

I
/
O

I
/
O

I
/
O

I
/
O

RIO- 
120 

MP2200 CPU
-01

217 

IF 

-01 

215 

AIF 

-01 

  

PS22A I
/
O

I
/
O

I 
/ 
O 

I 
/ 
O 

RIO-
2000

ＭＥＭＯＣＯＮシリーズＩ／Ｏ 

ＭＰシリーズＩ／Ｏ 

120 ｼﾘｰｽﾞ I/O 2000 ｼﾘｰｽﾞ I/O 
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   (b) 変換後ラダーの読み込み 

     ・ＰＬＣフォルダにログオンし，メニューから「転送」→「一括転送」→「ファイル転送[メ

ディア->MPE720]」を選択します。 

       

 

      →実行確認画面が表示されます。 

 

     ・転送元を変換後ＭＡＬファイルとした後，「ＯＫ」ボタンを押します。 

      転送元の変更は，変更ボタンを押して表示されるファイル選択ダイアログで行います。 

      その他の設定項目は，デフォルトのままとします。 

       

 

      →変換後ラダーの読み込みが開始されます。 

 

      読み込みが終了すると，一括メディア転送ダイアログが表示されます。 

      ・「×」を押して終了させます。 
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３－４－４ 

             (c) ライブラリＭＡＬからの読み込み 

     ・メニューから「転送」→「個別転送」→「ファイル転送[メディア->MPE720]」を選択しま

す。 

 

 

      →個別メディア転送ダイアログが表示されます。 

 

     ・転送項目を設定し，転送元をライブラリＭＡＬファイルとして開始ボタンを押します。 

      転送元の変更は，変更ボタンを押して表示されるファイル選択ダイアログで行います。 

      その他の設定項目は，以下をチェックします。 

       1)ＤＷＧ  2)ＦＵＮＣ  3)定数表  4)Ｃ言語ファンクション 

       

 

      →転送確認ダイアログが表示されます。 

     ・「はい(Y)」を押します。 

       
 

     読み込みが終了すると，転送終了ダイアログが表示されます。 

     ・「ＯＫ」を押します。 

       



３章 ４節 変換後の操作 
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               ・「×」を押して個別メディア転送ダイアログを終了させます。 

      

    

 

 

  ②ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．６の場合の操作 

   (a) 変換後ラダーの読み込み  

     ・ＭＰＥ７２０のファイルメニューから，「プロジェクトを開く」を選択します。 

       

 

      →プロジェクト選択ダイアログが表示されます。 

 

     ・変換後ＭＡＬファイルを選択します。 

 

      →ＹＭＷ形式（Ｖｅｒ．６形式）に変換するか確認するダイアログが表示されます。 

     ・「ＯＫ」を押します。 

       

 

      →コントローラ機種選択画面が表示されます。 

 

     ・ＭＰ２２００を選択し，「選択」を押します。 

       

 

      →ＹＭＷ形式のプロジェクトファイルとして変換されます。 
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   (b) ライブラリＹＭＷからの読み込み 

     ・オンラインメニューから，「転送」を選択します。 

       

 

      →転送ダイアログが表示されます。 

 

      ・「プロジェクトから読み込み」を押します。 

 

       

 

      →ファイル選択ダイアログが表示されます。 

 

      ・ライブラリＹＭＷを選択します。 
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      →プロジェクトから読み込みダイアログが表示されます。 

       

      ・以下の設定とし，開始ボタンを押します。 

       1)プログラム 

        ラダープログラム：始動・関数 

        Ｃ言語     ：Ｃ言語関数 

        変数      ：定数変数 

       2)レジスタ    ：Ｃレジスタ 

 

       

 

 

 

      →転送が開始され，終了するとダイアログが表示されます。 

 

     ・「ＯＫを押します。 

       

 

     ・「閉じる」を押して転送ダイアログを閉じます。 

 

 



３章 ４節 変換後の操作 
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          （２）図面実行順序の調整 

  変換後の図面は，子図面または孫図面に変換され，それを参照する親図面または子図面が作成され

ています。 

 

  ・ＧＬラダー高速セグメントの変換先 

     ９９図面以下の場合            １００図面以上の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・ＧＬラダー通常セグメントの変換先 

     ９０図面以下の場合            ９１図面以上の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・ＧＬラダーサブルーチンセグメントの変換先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＧＬラダーで使用されていたサブルーチンは，それを呼び出していたサブルーチンコール命令の位

置で使用するようにします。 

  以下の方法があります。 

 

  ・サブルーチンコール命令を，ＳＥＥ命令に変更し図面として参照する。 

   サブルーチン図面は，参照する図面の孫図面にコピーしておきます。 

 

  ・サブルーチンコール命令を，サブルーチンラダーに置換する。 

 

 

 

 

 

 

H H01 

H01.99 

H02.01 

H02 

： 

H H01 H01.01 

H02 

： 

： 

： 

L L01 

L01.99 

L02.01 

L02 

： 

L L01 L01.01 

L02 

： 

： 

： 

L91.01

L91.02

： 
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          （３）データ転送・ＢＩＴ逆転ラダーの追加 

  外部入出力とラダー処理のフローを示します。 

 

    
 

  ①データ転送ラダー 

   外部と入出力を行うＩレジスタ・Ｏレジスタと，ラダーで参照されるＭレジスタの間のデータ転

送をラダーに追加します。 

 

   データ転送は，ＭＰ命令「ＭＯＶＷ」を使用します。 

 

   ラダーの先頭に「Ｉレジスタ→Ｍレジスタ転送ラダー」を追加します。 

   ラダーの末尾に「Ｍレジスタ→Ｏレジスタ転送ラダー」を追加します。 

 

   ＭＯＶＷ命令の使用方法 

    ＭＰのワード転送命令です。 

    使用方法： 

     ＭＯＶＷ ［転送元レジスタ番号］ ＝＞ ［転送先レジスタ番号］ Ｗ＝［ワード数］ 

 

    ＩＷ００００からＭＷ３００００に２ワードを転送する例を示します。 

     
 

 

  ②ＢＩＴ逆転ラダー 

   ＧＬシリーズでディジタルＩ／Ｏをレジスタ割付して使用していた場合，ＭＰシリーズでレジス

タ割付をすると，データのＭＳＢとＬＳＢが逆転します。 

   例．B2603(DC24V32点入力)の割付を30001,2としていた場合，B2603の入力16：ONで30001＝0001h 

     となりますが，MP更新後,IW3000,1で割付けた場合，IW3000＝8000hとなります。 

   ＧＬと同じ動作をさせるためには，レジスタ割付されているＩ／Ｏの配線を逆転するか，割付さ

れているレジスタのＢＩＴをラダーで逆転させるか，どちらかを行う必要があります。 

   ディジタル割付されている場合は，この処理は不要です。 

   通常，ディジタルＩ／Ｏはディジタル割付をされていることが多く，レジスタ割付されたＩ／Ｏ

が数台しかない場合は，配線での逆転を推奨します。 

レジスタ割付されたＩ／Ｏが多い場合，配線変更の手間を減らすために，以降に示すＢＩＴ逆転

するラダーを追加する方法があります。 

 

   ＢＩＴ逆転のために，ＧＬ命令代替ユーザ関数「ＧＬ＿ＢＬＫＭ」を使用します。 

外部からＩレジスタに 

データ入力 

I ﾚｼﾞｽﾀ BIT 逆転

I→M ﾃﾞｰﾀ転送 

M→O ﾃﾞｰﾀ転送 

変換ﾗﾀﾞｰ実行 

O ﾚｼﾞｽﾀ BIT 逆転

ＣＰＵの 

入出力動作 

ラダーの動作 

Ｏレジスタから外部に 

データ出力 

① 

② 

② 

① 
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             ＧＬ＿ＢＬＫＭの使用方法： 

 

        

　IN-1 OUT-1

GL_BLKM

＝＝＝＝＝＞

　　　　　　＝＞

S-TYPE

S-OFST

D-TYPE

D-OFST

Z

D-REG

＝＝＝＝＝＞

　　　　　　＝＞

＝＝＝＝＝＞

＝＝＝＝＝＞

S-REG＝＝＝＝＝＞

入力１ 出力１

転送元

転送先

ワード数

 

   ・機能 

    転送元レジスタ番号から転送先レジスタ番号に，指定したワード数の転送を行います。 

    転送元がレジスタで転送先がＢＩＴだった場合，ＭＳＢとＬＳＢが逆転して転送されます。 

    転送元がＢＩＴで転送先がレジスタだった場合，ＭＳＢとＬＳＢが逆転して転送されます。 

 

   ・入力１ 

    この入力ＢＩＴがＯＮの時，ＧＬ＿ＢＬＫＭが動作します。 

 

   ・出力１ 

    入力１と同じ状態になります。 

 

   ・転送元，転送先 

    以下の方法で指定します。 

    ＊－ＲＥＧ： 

     レジスタレファレンスの場合，そのレジスタを記述します。 

     ＢＩＴレファレンスの場合，そのＢＩＴを含むレジスタを記述します。 

    ＊－ＴＹＰＥ： 

     レファレンスタイプに対応するレジスタで指定します。 

ＴＹＰＥ レジスタ ＴＹＰＥ レジスタ 

ＯＢ CW04100  ＭＢ CW04104 

ＯＷ CW04101 ＭＷ CW04105 

ＩＢ CW04102 ＣＢ(※) CW04106  

ＩＷ CW04103 ＣＷ(※) CW04107 

      ※ ＣＷとＣＢは，転送元のみ使用可能です。 

    ＊－ＯＦＳＴ： 

     指定するレジスタのオフセット値をロング型で指定します。 

       ＯＷ７０００ｈの場合 「Ｈ００００７０００」と指定。 

       ＭＷ４００００の場合 「００００４００００」と指定。 

 

   ・ワード数 

    転送ワード数を，ワード型で指定します。 

 

   ・ＢＩＴ逆転を行うための指定方法 

    転送元と転送先に，同一レジスタ番号を指定します。 

    転送元と転送先に，レジスタ・ＢＩＴを別タイプで指定します。 
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３－４－１１ 

              ＯＷ１０００，ＯＷ１００１の２ワードのＢＩＴを逆転する例を示します。 

     

 

 

・GL_BLKM命令起動前 

 

    OW1000                   OW1001 

 

           

・GL_BLKM命令起動後 

 

    OW1000                   OW1001 

 

 

 

 

同一ﾚｼﾞｽﾀを指定

TYPE：OB 指定 

TYPE：OW 指定 

別ﾀｲﾌﾟを指定 

MSB             LSB MSB             LSB

MSB             LSB MSB             LSB
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          （４）ラダーの修正 

  ①ダミー関数の置換 

   ダミー関数は，実際の演算・出力ＢＩＴの設定動作を行いません。 

   ダミー関数は，そのＧＬ命令と同等の動作をするＭＰ命令に置換してください。 

 

 

  ②ユーザ関数の記述 

   (a) タイムカウント関数 

     タイマ命令「ＧＬ＿Ｔ００１」「ＧＬ＿Ｔ０１０」「ＧＬ＿Ｔ１００」を使用する場合，「ＴＣ

ＮＴ関数（タイムカウント関数）」をスキャンの先頭に記述してください。 

     Ｈ図面でタイマ命令を使用する場合，Ｈスキャンの先頭に記述してください。 

     Ｌ図面でタイマ命令を使用する場合，Ｌスキャンの先頭に記述してください。 

     Ｈ・Ｌ両図面でタイマ命令を使用する場合，Ｈ・Ｌ両スキャンの先頭に記述してください。 

        

　IN-1 OUT-1

TCNT

　入力１ 　出力１

 

     ・機能 

      タイマ命令で計時を行うため，スキャン時間に合わせた時間計測を行います。 

      この関数が動作していないと，タイマ命令が正常動作しません。 

 

     ・入力１ 

      この入力ＢＩＴがＯＮの時，ＴＣＮＴ関数が動作します。 

      通常は，常時ＯＮシステムコイル「ＳＢ０００００４」のａ接点を接続してください。 

 

     ・出力１ 

      入力１と同じ状態になります。 

 

   (b) ステッピングＳＷ制御関数 

     ラダー中でステッピングＳＷの接点を使用する場合，「ＳＴＰＳ関数（ステッピングＳＷ制御 

     関数」を記述してください。 

     ＳＴＰＳ関数は，Ｌスキャンの先頭に記述します。 

        

　IN-1 OUT-1

STP-SW

　入力１ 　出力１

 

     ・機能 

      ステッピングＳＷ制御レジスタ（ＭＷ４２０００～ＭＷ４２０３１）の値に応じ，ステッ

ピングＳＷの接点レファレンス（ＭＷ２８０００～ＭＷ２８２２３）を，ＯＮ／ＯＦＦし

ます。 

 

     ・入力１ 

      この入力ＢＩＴがＯＮの時，ＳＴＰＳが動作します。 

      通常は，常時ＯＮシステムコイル「ＳＢ０００００４」のａ接点を接続してください。 

 

     ・出力１ 

      入力１と同じ状態になります。 
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 ＴＣＮＴ関数・ＳＴＰＳ関数共，変換されたＭＰシリーズラダーにタイマ命令・ステッピングＳＷが 

 存在している場合，自動で作成されます。 

 変換時にはタイマ命令・ステッピングＳＷを使用していなくて，後で追加した場合，手動で追加して 

 ください。 

 

 

 

 

  ③不要なユーザ関数の削除 

   ＧＬ命令代替ユーザ関数の初期化を行う「ＩＮＩＴＩＡＬ関数」を含む起動図面が存在していま 

   す。 

 

   ダミー関数のみで変換を行い，ＧＬ命令代替ユーザ関数を使用しない場合とステッピングＳＷを 

   使用しない場合は，起動図面内の「ＩＮＩＴＩＡＬ関数」を削除してください。 

   逆に，ＧＬ命令代替ユーザ関数かステッピングＳＷ接点を１つでも使用する場合は，起動図面に 

   残してください。 

     

　IN-1 OUT-1

INITIAL

　入力１ 　出力１

 

 

     ・機能 

      ＧＬ命令代替ユーザ関数を動作させるための初期化処理を行います。 

 

     ・入力１ 

      この入力ＢＩＴがＯＮの時，「ＩＮＩＴＩＡＬ」が動作します。 

 

     ・出力１ 

      入力１と同じ状態になります。 

 

 

  ④不要な内部レファレンスの削除 

   ＭＰシリーズラダーへの変換において，実行順序調整のために内部レファレンス（ＤＢＸＸＸＸ

ＸＸ）を多用しています。 

   実際のラダーを確認して不要な内部レファレンスを削除することで，ラダーのスリム化と高速化

が図れます。 

 

 

 

 

（５）ＭＰシステムの設定 

  ラダーの他に，ＭＰシステムとして必要な項目を設定します。 

  詳細はＭＰ２０００シリーズのユーザーズマニュアルを参照してください。 

 

 

 説明資料：マシンコントローラＭＰ９００／ＭＰ２０００シリーズユーザーズマニュアル 

      ラダープログラム編（資料番号：ＳＩ－Ｃ８８７－１．２） 

 説明資料：ＭＰＥ７２０ユーザーズマニュアル（資料番号：ＳＩＪＰＣ８８７０７０００５） 

 説明資料：新ラダーエディタユーザーズマニュアル 

      プログラム命令編（資料番号：ＳＩ－Ｃ８８７－１３．１） 

      操作編（資料番号：ＳＩ－Ｃ８８７－１３．２） 

 

 

補足

補足



３章 ４節 変換後の操作 

 

 

３－４－１４ 

 

 

 

 



 

 

 

 

                                      ４章 

４－０－０ 

 

                         ２１５レシーバモジュール 
 

                       この章では，ＭＥＭＯＣＯＮのＩ／ＯをＭＰのリモート局として 

                       使用するために必要な，ＣＰ－２１５伝送に接続されるレシーバ 

                       モジュールの仕様・機能・設定について説明します。 

 

 

 

                           １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

                             １ 仕様概要････････････････････････ 4-1-1 

                             ２ Ｉ／Ｏサービスとスキャン････････ 4-1-6 

                             ３ 各種定義････････････････････････ 4-1-8 

 

 

                           ２節 １２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

                             １ 仕様概要････････････････････････ 4-2-1 

                             ２ Ｉ／Ｏサービスとスキャン････････ 4-2-6 

                             ３ 各種定義････････････････････････ 4-2-8 

 

 

                           ３節 ＣＰ－２１５伝送とレジスタ番号 

                             １ ＣＰ－２１５伝送････････････････ 4-3-1 

                             ２ リンク割付とＩ／Ｏ割付･･････････ 4-3-2 

                             ３ レジスタ変換････････････････････ 4-3-6 

 

 

                           ４節 ＣＰ－２１５リピータ 

                             １ ＣＰ－２１５リピータの種類･･････ 4-4-1 

                             ２ システム構成････････････････････ 4-4-1 

                             ３ ＣＰ－２１５リピータの共通仕様･･ 4-4-2 

 

 

                           ５節 配線と保守 

                             １ 配線････････････････････････････ 4-5-1 

                             ２ 保守・異常処理･･････････････････ 4-5-3 

 

 

 

 

 



４章 １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－１－１ 

    １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 
 

 

 

           ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバの仕様概要，リプレース時必要な設定について説明します。 

 

 

          １ 仕様概要････････････････････ 4-1-1   ３ 各種定義････････････････････ 4-1-8 

          ２ Ｉ／Ｏサービスとスキャン････ 4-1-6 

 

 

     １ 仕様概要 

          （１）２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ（機種名：ＲＩＯ－２０００）は，２０００シリーズＩ／Ｏマ

ウントベースＭＢ７０Ａに実装されるリモートＩ／Ｏレシーバモジュールです。ＣＰ－２１５伝送

回路を経由して上位コントローラに接続されます。 

また，ＲＳ－２３２シリアルポートを１ポート装備していますので，各種ＭＥＭＯＢＵＳ機器を接

続，上位コントローラとの間でＭＥＭＯＢＵＳ伝送を行うことができます。 

 

     
CODE NO.87215-9100x-S010y
Control PackCP-215

(1SW)

(2SW)

動作モード 設定スイッチ

ネット ワーク番号設定スイッチ

リ セッ ト スイッ チ

表示灯(LED)

ステーショ ンアドレス設定スイッチ

CP-215伝送ポート

(215IF)

RS-232ポート

(PP PORT)

215RIO

 

          図4.1.1 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 外観図 

 

（２）基本仕様 

 

           表4.1.1 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ基本仕様 

項  目 仕   様 

形式 87215-9100x-S010y 

外形寸法 250(H)×60(W)×94(D) 

質量 450g 

電源 DC5V±5％，1060mA(TYP.) 

CP-215インタフェース MR-8RFA(G)(雌型コネクタ) 

RS-232インタフェース 17LE-13090-27(D2AC)(雌型コネクタ) 

環境条件 

2000シリーズI/Oの環境条件に準ずる。 

 使用温度範囲：0～55℃ 

 保存温度範囲：-20～85℃ 

 使用周囲湿度：30～95%RH 

 使用環境    ：可燃性，腐食性ガスのなきこと 

 



４章 １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－１－２ 

          （３）機能 

２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバは下表に示す機能があります。 

 

           表4.1.2 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバの機能 

機 能 概   要 

CPU部 

実行制御機能 高速(1～300ms)，低速(1～300ms)の2レベルの定周期スキャン方式

で実行します。 

 

ユーザー設定保存メモリ

 (フラッシュメモリ) 

2000I/O対応215レシーバはユーザ設定保存用にフラッシュメモリ

を持っており，常時保持しています。 

書き込み回数は約1万回を目安としてください。 

伝送/入出力部 

RS-232伝送機能 RIO Tool(※)/CP-717/MEMOBUS機器と接続することができます。DS

UB-9ピンのRS-232インタフェースです。 

CP-215伝送機能 上位コントローラ，RIO Tool(※)，CP-717，CP-215伝送インタフ

ェースを持つ他モジュールとの伝送インタフェースです。 

伝送速度は1～4Mbpsです。 

レジスタ入出力の合計：２０４８ワード／回線 

 

2000I/O入出力機能 2000I/O用マウントベースMB70Aに2000I/Oモジュールを装着し，20

00I/O入出力が使用できます。 

また，2000I/O拡張用マウントベースMB22Aを最大3台まで接続する

ことができます。 

レジスタ入出力の合計：５１２ワード 

その他 

各種状態表示 動作状態，RUN/STOP，ERROR，送受信データ状態などの各種状態を

表示灯(LED)で表示します。 

 

設定スイッチ 動作モードを設定します。 

  ※ ＲＩＯ ＴｏｏｌはＭＰＥ７２０ ＶＥＲ．６．０３以降にオプションツールとして含まれます。 

    ＲＩＯ Ｔｏｏｌは，ＣＰ－７１７からＲＩＯ－２０００，ＲＩＯ－１２０の設定機能のみを抜 

    き出した，専用ツールです。 

 

（４）表示灯 

 

表示名 表示色 点灯時の状態 

RDY 緑 正常運転中 

RUN 緑 Ｉ／Ｏサービス中 

ERR 赤 障害発生時(点灯/点滅) 

215TX 緑 CP-215伝送データ送信中 

215RX 緑 CP-215伝送データ受信中 

PPT/RX 緑 PPポート送受信中 

  

RDY

RUN

ERR

PPT/RX

215TX

215RX

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４章 １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－１－３ 

          （５）設定スイッチ 

            ①ロータリースイッチ 

             ＣＰ－２１５伝送ステーションアドレス設定用のロータリースイッチです。 

             スイッチの設定がステーションアドレスに相当します。×１０でステーションアドレスの２桁目，

×１で１桁目を設定します。アドレスの設定の範囲は１～６４です。 

 

名 称 内  容 設定内容 備 考 

×10 ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ：2桁目(10進表示) 0～6 ※ 

×1 ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ：1桁目(10進表示) 0～9 ※ 

※ "79"に設定すると内部メモリクリアを行います。 

ADDRESS
STATION

x1

x10

  

 

 

②ＤＩＰスイッチ （１ＳＷ） 

 ＣＰ－２１５のネットワークアドレスを設定します。ＯＮは左側，ＯＦＦは右側に設定します。 

 

名称 内 容 設定内容 

1 NETWORK 

ADDRESS 0 

2 NETWORK 

ADDRESS 1 

3 NETWORK 

ADDRESS 2 

4 NETWORK 

ADDRESS 3 

5 NETWORK 

ADDRESS 4 

6 NETWORK 

ADDRESS 5 

7 NETWORK 

ADDRESS 6 

1SW

ON OFF

1
2
3
4
5
6
7
8

 

8 NETWORK 

ADDRESS 7 

 

 

ﾈｯﾄﾜｰｸ番号 1 2 ・・・ 254 

1 ON OFF ・・・ OFF 

2 OFF ON ・・・ ON 

3 OFF OFF ・・・ ON 

4 OFF OFF ・・・ ON 

5 OFF OFF ・・・ ON 

6 OFF OFF ・・・ ON 

7 OFF OFF ・・・ ON 

8 OFF OFF ・・・ ON 

 

 

 

 

             注．上位コントローラで定義したＣＰ－２１５ステーションアドレス，ネットワークアドレスと同

じアドレスを設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４章 １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－１－４ 

            ③ＤＩＰスイッチ（２ＳＷ） 

             ＣＰ－２１５の伝送速度，伝送エラー発生時の動作モードなどを設定します。ＯＮは左側，ＯＦＦ

は右側に設定します。 

 

名称 内 容 設定内容 

1 ボーレート0 

(BRS0) 
ON OFF ON OFF

2 ボーレート1 

(BRS1) 
ON 

禁止

ON 

1Mbps

OFF 

2Mbps 

OFF

4Mbps 

ON CP-215伝送エラー発生時出力継続 3 出力クリア 

(OUTCLR) OFF CP-215伝送エラー発生時出力クリア 

ON スイッチ有効 4 CP-215パラメータ

INIT(215) OFF CPU伝送パラメータ設定 

ON システム固定値(デフォルト) (※) 5 RS-232パラメータ

INIT(232) OFF CPU伝送パラメータ設定 

6 未使用 OFF固定に設定して下さい 

7 未使用 OFF固定に設定して下さい 

2SW
1
2
3
4
5
6
7
8

ON OFF
 

8 未使用 OFF固定に設定して下さい 

 

             ※ 初期設定は，ＭＥＭＯＢＵＳ，スレーブ，アドレス 1，9600ｂｐｓ，偶数パリティ，ストップ

ビット 1，データ長 8ビットとなります。 

 

 

   ・「出力クリア」がＯＮの場合，ＣＰ－２１５伝送エラーが発生時，出力を保持します。 

ＯＦＦの場合，伝送エラーが２秒間以上継続すると出力をクリアします。 

 

   ・「ＣＰ－２１５パラメータ」がＯＮの場合，ステーションアドレス，ボーレートなどのＣＰ－２

１５伝送パラメータの設定がスイッチによる設定が有効となり，ＯＦＦの場合，ＲＩＯ Ｔｏｏ

ｌまたはＣＰ－７１７で設定する内部の構成定義で設定した伝送パラメータが有効になります。 

最初に使用する時には，ＯＮにして下さい。 

 

   ・「ＲＳ－２３２パラメータ」がＯＮの場合，デフォルト設定値（ＭＥＭＯＢＵＳ，スレーブ，ア

ドレス 1，9600ｂｐｓ，偶数パリティ，ストップビット 1，データ長 8 ビット）が有効となり，

ＯＦＦの場合，ＲＩＯ ＴｏｏｌまたはＣＰ－７１７で設定する内部の構成定義で設定した伝送

パラメータが有効になります。 

最初に使用する時には，ＯＮにして下さい。 
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４－１－５ 

          （６）ＣＰ－２１５伝送コネクタ（ＣＮ１／２１５）端子配列 

 

No 信号名 備 考 No 信号名 備 考 No 信号名 備 考 

1 SRD－ 送受信データ(－) 4 N.C 接続なし 6 N.C 接続なし 

2 N.C 接続なし 5 N.C 接続なし 7 N.C 接続なし 

3 N.C 接続なし  8 SRD＋ 送受信データ(＋)

            コネクタはＭＲ－８ＲＦＡ４（Ｇ）（本多通信工業株式会社殿製）を使用しています。 

            接続にはＭＲ－８Ｍ（Ｇ）（ケース：ＭＲ－８Ｌ）を使用してください。 

 

 

          （７）ＲＳ－２３２シリアルポートコネクタ（ＰＰ ＰＯＲＴ）端子配列 

 

No 信号名 備 考 No 信号名 備 考 

1 FG 保安用接地 6 N.C 接続なし 

2 TXD 送信データ 7 SG 信号用接地 

3 RXD 受信データ 8 N.C 接続なし 

4 RTS 送信要求 9 N.C 接続なし 

5 CTS 送信許可  

            コネクタは，ＤＳＵＢ－９ピン雌型コネクタ１７ＬＥ－１３０９０－２７（ＤＣ２ＡＣ）：第一電子

工業株式会社殿製を使用しています。 

            ケーブル側コネクタは，ＤＳＵＢ－９ピン雄型コネクタ１７ＪＥ－２３０９０－０２（Ｄ８Ｂ）：第

一電子工業株式会社殿製を使用しています。 

 

                    表 4.1.3 ＲＳ－２３２シリアルポート基本仕様 

項  目 仕  様 

接続可能機器 ＲＩＯ Ｔｏｏｌ(※)，ＣＰ－７１７，ＭＥＭＯＢＵＳマスタ機器 

インタフェース ＲＳ－２３２ 

コネクタ ＤＳＵＢ－９ピン，雌型コネクタ（Ｍ３ネジ使用） 

伝送速度 ２４００／４８００／９６００／１９２００ｂｐｓ 

伝送距離 最大１５ｍ 

同期方式 非同期式(調歩同期) 

伝送手順 ＭＥＭＯＢＵＳ(マスタ/スレーブ) 

データビット長 ： ７／８ビット  (標準：８ビット) 

ストップビット長 ： ２／１ビット  (標準：１ビット) 

パリティビット ： なし／あり  (標準：あり) 

パリティ選択 ： 奇数／偶数  (標準：偶数) 

伝送フォーマット 

ＭＥＭＯＢＵＳモード ： マスタ／スレーブ  (標準：スレーブ) 

            ※ ＭＰＥ７２０ ＶＥＲ．６．０３以降にオプションツールとして付属されています。 
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４－１－６ 

     ２ Ｉ／Ｏサービスとスキャン 

 

          （１）入出力処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ２０００Ｉ／Ｏから入力したデータ（ＤＩ，ＲＩ）を，ＣＰ－２１５リンク伝送の出力レジスタ（Ｏ

Ｗ０１００～ＯＷ０８ＦＦ）に書き込み，ＣＰ－２１５リンク伝送の入力レジスタ（ＩＷ０１００～

ＩＷ０８ＦＦ）のデータを２０００Ｉ／Ｏに出力します。 

どのＩ／Ｏモジュールのデータを入出力するかはＲＩＯ ＴｏｏｌまたはＣＰ－７１７のモジュール

構成定義でＩ／Ｏ割付を行うことで決まります。 

            入力をＯＷ＊＊＊＊＊，出力をＩＷ＊＊＊＊＊で各Ｉ／Ｏに割り付けます。 

 

注１．２０００Ｉ／Ｏの入力をＯＷ，出力をＩＷに割り付けることは，ＩＮ／ＯＵＴが逆転してい

る様に思われますが，２１５レシーバから見て，上位コントローラに入力データを出力（Ｏ

Ｗ）し，上位コントローラから入力（ＩＷ）したデータを出力する，というデータの流れか

ら決められています。 

注２．ＲＩＯの割り付けの入力はシステムで８ワード使用しますので，必要な入力割付サイズ＋８

のリンク割り付けが必要です。先頭から８ワードは入力モジュールの割り付けに使用しないで

下さい。８ワードのうち，先頭４ワードにはシステムステータス（ＳＷ００２２０～２２３の

コピー）が入ります。 

システムレジスタ（ＳＷ００２２０～２２３）の詳細は，本章５節２「保守・異常処理」を参

照してください。 

 

 

          （２）動作モード 

            ①運転モード 

             ２０００Ｉ／Ｏ ２１５レシーバの電源を投入すると，通常はＲＵＮ ＬＥＤが点灯（ＥＲＲ Ｌ

ＥＤは消灯）し，運転モード状態になります。これは，モジュールに異常や故障がない状態で，入

出力動作を実行していることを意味します。 

 

            ②停止モード 

             入出力動作の実行は停止し，すべての出力はリセット状態（アナログ出力は０Ｖ，ディジタル出力

は０を出力）になります。ＲＵＮ ＬＥＤは消灯します。 

ＲＵＮ ＬＥＤ，ＥＲＲ ＬＥＤの点・消灯状態により，停止原因を判断することができます。 

次の２つの場合に停止モードになります。 

・ウォッチドグ タイムオーバなどの重故障が発生したとき 

・ＲＩＯ ＴｏｏｌまたはＣＰ－７１７からＳＴＯＰ操作を行ったとき 

 

エラー内容と処置については，本章５節２「保守・異常処理」を参照してください。 

 

 

 

 

 

PS22A   RIO-      2000I/O 

     2000 

上位コントローラ

CP-215 

OW

IW

DI,RI(入力ﾓｼﾞｭｰﾙより) 

DO,RO(出力ﾓｼﾞｭｰﾙへ)

OW IW 



４章 １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－１－７ 

          （３）始動モード 

            ①ＦＬＡＳＨ始動 

             １０ｍｓを越える停電が発生し，復電した場合，２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバはフラッシュ

メモリに保存されている設定とレジスタの内容をＲＡＭにコピーして始動します。 

このとき，入出力レジスタ（Ｉ,Ｏレジスタ）は０にクリアされて始動します。 

 

            ②ＲＡＭ始動 

             １０ｍｓを越える停電が発生し，復電した場合，２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバはＲＡＭに保

存されている設定とレジスタの内容で始動します。 

このとき，入出力レジスタ（Ｉ,Ｏレジスタ）は停電前の値を保持しています。 

 

 

          （４）データのバックアップ 

            データのバックアップ方法として以下のものを搭載しています。 

 

            ・フラッシュメモリ：定義やレジスタの内容を保存します。 

フラッシュメモリへのデータの保存は，ＲＩＯ ＴｏｏｌまたはＣＰ－７１７から任意のタイミ

ングで行います。 

フラッシュメモリの書き込み回数は約１万回を目安としてください。 

 

            ・スーパーキャパシタ 

             フル充電状態で，２４時間のＲＡＭデータ保存が可能です。 

 

            注．２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバはメモリバックアップ用のバッテリを搭載していません。 

              フラッシュメモリに保存してご使用いただくことをお勧めします。 

 

 

          （５）スキャン 

高速スキャン／低速スキャンの定時割り込みで処理をしています。 

ＲＩＯ ＴｏｏｌまたはＣＰ－７１７の定義フォルダ内にある，スキャン時間設定により設定します。 

 

時間を設定／変更する場合は，以下の点に注意してください。 

・実行時間の最大値が設定時間を超えないように設定してください。 

スキャン設定値 ≧ １．２５ × 実行時間最大値 

を目安として設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４章 １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－１－８ 

     ３ 各種定義 

          （１）はじめに 

  ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバは，モジュール構成（Ｉ／Ｏ割付等）の定義を設定し，そのデー

タを保存しておく必要があります。 

  ここでは，ＲＩＯ Ｔｏｏｌを使用して設定する手順について説明します。 

 

  ＜ＲＩＯ Ｔｏｏｌの立ち上げ＞ 

   Ｗｉｎｄｏｗｓの「スタート」→「プログラム」より，「ＹＥ＿Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ」→ 

「ＲＩＯＴＯＯＬ」を選択します。 

 

 

           

（２）フォルダの作成 

            ①ルートから右クリック→「新規作成」→「オーダーフォルダ」を選択します。 

    

本例では「ＲＩＯ」というフォルダ名を作成します。 

 

            ②「ＲＩＯ」から右クリック→「新規作成」→「ＰＬＣフォルダ」を選択します。 

 

本例では以下の様に「２０００ＩＯ」というＰＬＣ名とします。 

機種名を「ＲＩＯ－２０００」にします。 

 

            この「２０００ＩＯ」のＰＬＣフォルダが，２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバの設定等を格納する

データフォルダとなります。 

 



４章 １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－１－９ 

          （３）ログオン 

            ＰＬＣフォルダ「２０００ＩＯ」を右クリックして，オンラインを選択することでオフライン／オン

ラインの切り替えをします。 

ここでは，オフラインのログオンを説明します。 

オンラインの左にチェックマークがない状態にします。 

             

            ＰＬＣフォルダ「２０００ＩＯ」をダブルクリック，または右クリックで「ログオン」選択。 

            初期値：ユーザ名「ＵＳＥＲ－Ａ」，パスワード「ＵＳＥＲ－Ａ」でＯＫをクリックします。 

 

 

            以下のマネージャ画面が開きます。 

 

 

 

 

 



４章 １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－１－１０ 

          （４）モジュール構成定義 

            ここでは，ＣＰ－２１５伝送の設定，Ｉ／Ｏ割付，内蔵のシリアルポートの設定を行います。 

 

            ①モジュール構成定義の起動 

定義フォルダの下の「モジュール構成」をダブルクリックすると以下のダイアログが開きます。 

 
 

 

            ②「ＣＰ－２１５」の設定 

             「ＣＰ－２１５」のボタンをクリックして以下の画面を開きます。 

 

             ・ＣＰ－２１５伝送のパラメータの設定 

 

              本例では，自ネットワーク番号：１，自ステーション番号：２とします。 

              メッセージ中継機能を「有」にすることで，ＣＰ－２１５回線を介して，他ステーションに接続

することが可能となります。 

              本例では，中継先ネットワーク番号は１とします。 

 

 

             ・リンク割付の設定 

              データを保存し，「リンク割付」のタブをクリックします。 

ここでは，上位コントローラとやり取りするリンクデータの割付を行います。 

 



４章 １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－１－１１ 

             

              ＭＰ２２００の場合，ＴＹＰＥ：ＭＰ２＊００と設定します。 

本例では，ステーション１に上位コントローラ：ＭＰ２２００があり，レジスタ５１２個を入

力，ステーション２（自ステーション）のＲＩＯ－２０００からレジスタ２５６個を出力する

設定を入れます。レジスタＮｏ．は０１００～０８ＦＦの範囲で使用します。 

 

             注．ＣＰ－７１７で設定する場合，ＭＰ２０００シリーズは「ＴＹＰＥ」を「ＭＰ９２０」と設定

してください。 

 

            ③「２０００ＩＯ（２１５）」の設定 

             「２０００ＩＯ（２１５）」のボタンをクリックして以下の画面を開きます。 

             ＣＰ－２１５のリンク割付で割り付けたレジスタを，２０００Ｉ／Ｏの個々のモジュールに振り分

ける割付を行います。 

 

             本例では， 
ＳＬＯＴ１：１６点入力モジュール（例.B2501A）を“ＯＷ０３０８の１６ビット” 
ＳＬＯＴ２：１６点出力モジュール（例.B2500）を“ＩＷ０１００の１６ビット” 
ＳＬＯＴ３：６４点入力モジュール（例.B2605）を“ＯＷ０３０９～０３０Ｃ ４ワード” 
ＳＬＯＴ４：６４点出力モジュール（例.B2604）を“ＩＷ０１０１～０１０４ ４ワード” 
ＳＬＯＴ５：アナログ入力モジュール（例.B2703）を“ＯＷ０３０Ｄ～０３１４ ８ワード” 
ＳＬＯＴ６：アナログ出力モジュール（例.B2702）を“ＩＷ０１０５～０１０６ ２ワード” 
ＳＬＯＴ７：３２点入力モジュール（例.B2603）を“ＯＷ０３１５，１６の３２ビット” 
ＳＬＯＴ８：３２点出力モジュール（例.B2602A）を“ＩＷ０１０７，８の３２ビット” 

             を割り付けています。 

 

             レジスタＮｏ．は，ＣＰ－２１５のリンク割付で割り付けたレジスタＮｏ．の範囲内を使用します。 

 

 



４章 １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－１－１２ 

            ④「汎用シリアル」の設定 

             基本的には２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバの初期設定（メモバス，スレーブ，アドレス 1，

9600ｂｐｓ，偶数パリティ，ストップビット 1，データ長 8ビット）のままで使用できます。 

ＤＩＰスイッチでＲＳ－２３２パラメータを「ＣＰＵ伝送パラメータ設定」に設定している場合に，

本設定が有効になります。 

 

 

 

            ⑤設定の保存 

             各設定の画面で，閉じる「Ｘ」を押すと以下の確認のダイアログが表示されます。 

             「はい(Y)」を押して保存終了してください。 

 

 

            注．各設定画面の切り替え時にも保存するか否かを聞いてくる場合があります。その都度「保存」し

てください。 

 

 

 



４章 １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－１－１３ 

          （５）システム定義 

ここでは，２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバのシステム定義を行います。 

定義フォルダの下の「システム定義」をダブルクリックすると以下のダイアログが開きます。 

 

 

本例では，「ＦＬＡＳＨ始動」とします。本設定をロードした２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバは，

電源投入後，フラッシュメモリからＲＡＭにデータを転送し起動します。 

            閉じる「Ｘ」を押すと確認のダイアログが表示されますので，保存終了してください。 

 

 

          （６）スキャンタイム設定 

            ここでは，Ｉ／Ｏサービスを行うスキャンを設定します。 

定義フォルダの下の「スキャンタイム設定」をダブルクリックすると以下のダイアログが開きます。 

 

 
 

            本例では，高速スキャンを１０ｍｓ，低速スキャンを３０ｍｓに設定します。 

            閉じる「Ｘ」を押すと確認のダイアログが表示されますので，保存終了してください。 

 

 

 



４章 １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－１－１４ 

          （７）データの転送 

            全ての設定が完了後，データを２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバに転送（ロード）します。 

            ここでは，２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバに，シリアルケーブルを接続した状態での転送につい

て説明します。 

 

           ①ログオン（オンライン） 

            ＰＬＣフォルダ「２０００ＩＯ」から右クリック→「オンライン」を選択します。 

            （オンラインの左にチェックマークが付いた状態にします。） 

            ＰＬＣフォルダ「２０００ＩＯ」をダブルクリック，または右クリックで「ログオン」選択。 

            初期値：ユーザ名「ＵＳＥＲ－Ａ」，パスワード「ＵＳＥＲ－Ａ」でＯＫをクリックします。 

 

 

            注．ＭＰ２０００ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ経由で接続する場合 

 

             ＰＬＣフォルダ「２０００ＩＯ」から右クリック→「プロパティ」を選択します。 

             ネットワークの設定を，下記の通り行います。 

              

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４章 １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－１－１５ 

②ＣＰＵのＳＴＯＰ 

            転送（ロード）をする場合，動作中の２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバを停止します。 

            ＰＬＣフォルダ「２０００ＩＯ」から右クリックで「ＣＰＵコントロール」を選択すると，以下のダ

イアログが表示されます。 

 

            ＳＴＯＰを押して，２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバを停止します。 

            運転状況の表示が，ＳＴＯＰに変わることを確認して下さい。 

 

 

 

           ③２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバへの転送 

            ＰＬＣフォルダ「２０００ＩＯ」から右クリック→「転送」→「一括転送」→「一括ロード」を選択

します。 

             



４章 １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－１－１６ 

            以下のダイアログが出ますので，転送元，転送先を確認して「ＯＫ」とします。 

 
 

            注．項（５）システム定義で，定義書込み保護が「書込み不可」となっていた場合，転送実行時に

「ＣＰＵを停止しますか」と聞いてきますが，ここで停止しても転送実行できません。 

              システム定義で「書込み可」に変更し，あらためて転送を行って下さい。 

 

            →転送が実行され，終了すると以下のダイアログが表示されます。 

ここでは「はい(Ｙ)」を押します。 

 

 

            →２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバのＲＵＮ ＬＥＤが点灯し，動作中になります。 

             その後，以下の表示が出ますので，閉じる「Ｘ」を押して終了してください。 

 

 

 

 



４章 １節 ２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－１－１７ 

           ④２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバから内蔵フラッシュメモリへの転送 

            前述の③の状態は，２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバのＲＡＭにデータを転送した状態です。 

            このＲＡＭのデータをフラッシュメモリに転送することでデータのバックアップができます。 

 

            ＰＬＣフォルダ「２０００ＩＯ」から右クリック→「転送」→「その他」→「フラッシュ保存」を選

択します。 

             
 

            以下のダイアログが出ますので，転送ボタン（下記○）を押して転送を実行します。 

             

 

            注．本例では，（５）システム定義において「ＦＬＡＳＨ始動」と設定していますので，次の電源投

入後は，起動時にフラッシュメモリからＲＡＭにデータを転送し動作を開始します。 

              「ＦＬＡＳＨ始動」に設定している場合，オンラインで編集後は必ず「フラッシュ保存」の操作

を行って下さい。 

 

 



４章 ２節 １２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－２－１ 

    ２節 １２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

 

           １２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバの仕様概要，必要な設定について説明します。 

 

 

          １ 仕様概要････････････････････ 4-2-1   ３ 各種定義････････････････････ 4-2-8 

          ２ Ｉ／Ｏサービスとスキャン････ 4-2-6 

 

 

     １ 仕様概要 

          （１）１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ（機種名：ＲＩＯ－１２０）は，１２０シリーズＩ／Ｏマウント

ベースに実装されるリモートＩ／Ｏレシーバモジュールです。ＣＰ－２１５伝送回線を経由して上位

コントローラに接続されます。 

また，ＲＳ－２３２シリアルポートを１ポート装備していますので，各種ＭＥＭＯＢＵＳ機器を接続

，上位コントローラとの間でＭＥＭＯＢＵＳ伝送を行うことができます。 

 

  

ネットワーク番号設定スイッチ

（SW2）

状態表示LED

CP-215伝送ポート

（LINE）

RS-232シリアルポート

（MEMOBUS）

動作モード設定スイッチ

（SW1）

リセットスイッチ

ステーションアドレス設定スイッチ

120 CRR 112 00

Y AS KA WA
 

           図4.2.1 １２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 外観図 

 

 

（２）基本仕様 

 

           表4.2.1 １２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ基本仕様 

項 目 仕 様 

形式 JAMSC-120CRR11200 

外形寸法 130(H)×40.3(W)×103.9(D) 

質量 300g 

電源 DC5V±5％，1060mA(TYP.) 

CP-215インタフェース MR-8RFA(G)(雌型コネクタ) 

RS-232インタフェース 17LE-13090-27(D2AC)(雌型コネクタ) 

環境条件 

GL120シリーズI/Oの環境条件に準ずる。 

 使用温度範囲：0～55℃ 

 保存温度範囲：-20～85℃ 

 使用周囲湿度：30～95%RH 

 使用環境    ：可燃性，腐食性ガスのなきこと 

 



４章 ２節 １２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

 

 

４－２－２ 

          （３）機能 

１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバは下表に示す機能があります。 

 

           表4.2.2 １２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバの機能 

機 能 概 要 

CPU部 

実行制御機能 高速(1～300ms)，低速(1～300ms)の2レベルの定周期スキャン方式

で実行します。 

 

ユーザー設定保存メモリ

 (フラッシュメモリ) 

120I/O対応215レシーバはユーザー設定保存用にフラッシュメモリ

を持っており，常時保持しています。 

書き込み回数は約1万回を目安としてください。 

伝送/入出力部 

RS-232伝送機能 RIO Tool(※)/CP-717/MEMOBUS機器と接続することができます。DS

UB-9ピンのRS-232インタフェースです。 

CP-215伝送機能 上位コントローラ，RIO Tool(※)，CP-717，CP-215伝送インタフ

ェースを持つ他モジュールとの伝送インタフェースです。 

伝送速度は1～4Mbpsです。 

レジスタ入出力の合計：２０４８ワード／回線 

 

120I/O入出力機能 120I/O用マウントベースに120I/Oモジュールを装着し，120I/O入

出力モジュールが使用できます。 

また，120I/O拡張用マウントベースを最大3台まで増設することが

できます。 

レジスタ入出力の合計：５１２ワード 

その他 

各種状態表示 動作状態，RUN/STOP，ERROR，送受信データ状態などの各種状態を

表示灯(LED)で表示します。 

 

設定スイッチ 動作モードを設定します。 

  ※ ＲＩＯ ＴｏｏｌはＭＰＥ７２０ ＶＥＲ．６．０３以降にオプションツールとして含まれます。 

    ＲＩＯ Ｔｏｏｌは，ＣＰ－７１７からＲＩＯ－２０００，ＲＩＯ－１２０の設定機能のみを抜 

    き出した，専用ツールです。 

 

 

（４）表示灯 

 

表示名 表示色 点灯時の状態 

READY 緑 モジュール正常運転中 

PLCRUN 緑 プログラム実行中 

L-TX/ER 緑/赤
緑：CP-215伝送 送信中 

赤：CP-215伝送エラー発生 

L-RX 緑 CP-215伝送 受信中 

ACTIVE 緑 I/O制御中 

ERR 赤 障害発生 

PPTX/ER 緑/赤
緑：RS-232 送信中 

赤：RS-232伝送エラー発生 

ACTIVE

ERR

READY

PLCRUN

PPTX/ER

PPRX

L-TX/ER

L-RX

 

PPRX 緑 RS-232 受信中 
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４－２－３ 

          （５）設定スイッチ 

  ①ロータリースイッチ 

ＣＰ－２１５伝送ステーションアドレス設定用のロータリースイッチです。 

スイッチの設定がステーションアドレスに相当します。×１０でステーションアドレスの２桁目，

×１で１桁目を設定します。アドレスの設定の範囲は１～６４です。 
 

名 称 内  容 設定内容 備 考 

ADRS×10 ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ：2桁目(10進表示) 0～6 ※ 

ADRS×1 ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ：1桁目(10進表示) 0～9 ※ 

※ "79"に設定すると内部メモリクリアを行います。 

ADDRESS
STATION

x10

x1

ADRS

ADRS

  

 

 

  ②ＤＩＰスイッチ （ＳＷ２） 

ＣＰ－２１５のネットワークアドレスを設定します。ＯＮは左側，ＯＦＦは右側に設定します。 

 

名称 内 容 設定内容 

1 NETWORK 

ADDRESS 1 

2 NETWORK 

ADDRESS 2 

3 NETWORK 

ADDRESS 3 

4 NETWORK 

ADDRESS 4 

5 NETWORK 

ADDRESS 5 

6 NETWORK 

ADDRESS 6 

7 NETWORK 

ADDRESS 7 

SW2
1
2
3
4
5
6
7
8

ONOFF
 

8 NETWORK 

ADDRESS 8 

 

 

ﾈｯﾄﾜｰｸ番号 1 2 ・・・ 254 

1 ON OFF ・・・ OFF 

2 OFF ON ・・・ ON 

3 OFF OFF ・・・ ON 

4 OFF OFF ・・・ ON 

5 OFF OFF ・・・ ON 

6 OFF OFF ・・・ ON 

7 OFF OFF ・・・ ON 

8 OFF OFF ・・・ ON 

 

 

 

 

             注．上位コントローラで定義したＣＰ－２１５ステーションアドレス，ネットワークアドレスと同

じアドレスを設定してください。 
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４－２－４ 

  ③ＤＩＰスイッチ（ＳＷ１） 

ＣＰ－２１５の伝送パラメータなどを設定します。ＯＮは左側，ＯＦＦは右側に設定します。 
 

 

名称 内 容 設定内容 

1 ボーレート0 

(BRS0) 
ON OFF ON OFF 

2 ボーレート1 

(BRS1) 
ON 

禁止 

ON 

1Mbps

OFF 

2Mbps 

OFF 

4Mbps 

ON スイッチ有効 3 CP-215パラメータ

INIT(215) OFF CPU伝送パラメータ設定 

ON システム固定値(デフォルト) (注) 4 RS-232パラメータ

INIT(232) OFF CPU伝送パラメータ設定 

5 未使用 OFF固定に設定して下さい 

SW1

ON OFF

6
5
4
3
2
1

 

6 未使用 OFF固定に設定して下さい 

 

   注．初期設定は，ＭＥＭＯＢＵＳ，スレーブ，アドレス１，９６００ｂｐｓ，偶数パリティ，ス

トップビット１，データ長８ビットとなります。 

 

   ・伝送エラー発生時の出力データ保持について 

ＣＰ－２１５伝送エラーが２秒間以上継続すると，出力はクリアされます。 

 

   ・「ＣＰ－２１５パラメータ」がＯＮの場合，ステーションアドレス，ボーレートなどのＣＰ－２

１５伝送パラメータの設定がスイッチによる設定が有効となり，ＯＦＦの場合，ＲＩＯ Ｔｏｏ

ｌまたはＣＰ－７１７で設定する内部の構成定義で設定した伝送パラメータが有効になります。 

最初に使用する時には，ＯＮにして下さい。 

 

   ・「ＲＳ－２３２パラメータ」がＯＮの場合，デフォルト設定値（ＭＥＭＯＢＵＳ，スレーブ，ア

ドレス１，９６００ｂｐｓ，偶数パリティ，ストップビット１，データ長８ビット）が有効とな

り，ＯＦＦの場合，ＲＩＯ ＴｏｏｌまたはＣＰ－７１７で設定する内部の構成定義で設定した

伝送パラメータが有効になります。 

最初に使用する時には，ＯＮにして下さい。 
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４－２－５ 

（６）ＣＰ－２１５伝送コネクタ（ＣＮ１／２１５）端子配列 

 

No 信号名 備 考 No 信号名 備 考 No 信号名 備 考 

1 SRD－ 送受信データ(－) 4 N.C 接続なし 6 N.C 接続なし 

2 N.C 接続なし 5 N.C 接続なし 7 N.C 接続なし 

3 N.C 接続なし  8 SRD＋ 送受信データ(＋)

  コネクタはＭＲ－８ＲＦＡ４（Ｇ）（本多通信工業株式会社殿製）を使用しています。 

  接続にはＭＲ－８Ｍ（Ｇ）（ケース：ＭＲ－８Ｌ）を使用してください。 

 

 

（７）ＲＳ－２３２シリアルポートコネクタ（ＰＰ ＰＯＲＴ）端子配列 

 

No 信号名 備 考 No 信号名 備 考 

1 FG 保安用接地 6 N.C 接続なし 

2 TXD 送信データ 7 SG 信号用接地 

3 RXD 受信データ 8 N.C 接続なし 

4 RTS 送信要求 9 N.C 接続なし 

5 CTS 送信許可  

  コネクタは，ＤＳＵＢ－９ピン雌型コネクタ１７ＬＥ－１３０９０－２７（Ｄ２ＡＣ）：第一電子工 

業株式会社殿製を使用しています。 

  ケーブル側コネクタは，ＤＳＵＢ－９ピン雄型コネクタ１７ＪＥ－２３０９０－０２（Ｄ８Ｂ）：第 

一電子工業株式会社殿製を使用しています。 

 

          表4.2.3 ＲＳ－２３２シリアルポート基本仕様 

項  目 仕  様 

接続可能機器 ＲＩＯ Ｔｏｏｌ(※)，ＣＰ－７１７，ＭＥＭＯＢＵＳマスタ機器 

インタフェース ＲＳ－２３２ 

コネクタ ＤＳＵＢ－９ピン，雌型コネクタ(Ｍ３ネジ使用) 

伝送速度 ２４００／４８００／９６００／１９２００ｂｐｓ 

伝送距離 最大１５ｍ 

同期方式 非同期式(調歩同期) 

伝送手順 ＭＥＭＯＢＵＳ(マスタ／スレーブ) 

データビット長 ： ７／８ビット  (標準：８ビット) 

ストップビット長 ： ２／１ビット  (標準：１ビット) 

パリティビット ： なし／あり  (標準：あり) 

パリティ選択 ： 奇数／偶数  (標準：偶数) 

伝送フォーマット 

ＭＥＭＯＢＵＳモード ： マスタ／スレーブ  (標準：スレーブ) 

※ ＭＰＥ７２０ ＶＥＲ．６．０３以降にオプションツールとして付属されています。 
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４－２－６ 

     ２ Ｉ／Ｏサービスとスキャン 

          （１）入出力処理 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            １２０Ｉ／Ｏから入力したデータ（ＤＩ，ＲＩ）を，ＣＰ－２１５リンク伝送の出力レジスタ（ＯＷ

０１００～ＯＷ０８ＦＦ）に書き込み，ＣＰ－２１５リンク伝送の入力レジスタ（ＩＷ０１００～Ｉ

Ｗ０８ＦＦ）のデータを１２０Ｉ／Ｏに出力します。 

どのＩ／Ｏモジュールのデータを入出力するかはＲＩＯ ＴｏｏｌまたはＣＰ－７１７のモジュール

構成定義でＩ／Ｏ割付を行うことで決まります。 

            入力をＯＷ＊＊＊＊＊，出力をＩＷ＊＊＊＊＊で各Ｉ／Ｏに割り付けます。 

 

注１．１２０Ｉ／Ｏの入力をＯＷ，出力をＩＷに割り付けることは，ＩＮ／ＯＵＴが逆転している

様に思われますが，２１５レシーバから見て，上位コントローラに入力データを出力（ＯＷ）

し，上位コントローラから入力（ＩＷ）したデータを出力する，というデータの流れから決め

られています。 

注２．ＲＩＯの割り付けの入力はシステムで８ワード使用しますので，必要な入力割付サイズ＋８

のリンク割り付けが必要です。先頭から８ワードは入力モジュールの割り付けに使用しないで

下さい。８ワードのうち，先頭４ワードにはシステムステータス（ＳＷ００２２０～２２３の

コピー）が入ります。 

システムレジスタ（ＳＷ００２２０～２２３）の詳細は，本章５節２「保守・異常処理」を参

照してください。 

 

 

          （２）動作モード 

            ①運転モード 

１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバの電源を投入すると，通常はＲＵＮ ＬＥＤが点灯（ＥＲＲ Ｌ

ＥＤは消灯)し，運転モード状態になります。これは，モジュールに異常や故障がない状態で，入

出力動作を実行していることを意味します。 

 

            ②停止モード 

入出力動作の実行は停止し，すべての出力はリセット状態(アナログ出力は０Ｖ，ディジタル出力 

は０を出力)になります。ＲＵＮ ＬＥＤは消灯します。 

ＲＵＮ ＬＥＤ，ＥＲＲ ＬＥＤの点・消灯状態により，停止原因を判断することができます。 

次の２つの場合に停止モードになります。 

・ウォッチドグ タイムオーバなどの重故障が発生したとき 

・ＲＩＯ ＴｏｏｌまたはＣＰ－７１７からＳＴＯＰ操作を行ったとき 

 

 

エラー内容と処置については，本章５節２「保守・異常処理」を参照してください。 

 

 

PS10     RIO-      120I/O 

      120 

上位コントローラ

CP-215

OW

IW

DI,RI(入力ﾓｼﾞｭｰﾙより)

DO,RO(出力ﾓｼﾞｭｰﾙへ)

OW IW 
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４－２－７ 

          （３）始動モード 

            ①ＦＬＡＳＨ始動 

             １０ｍｓを越える停電が発生し，復電した場合，１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバはフラッシュメ

モリに保存されている設定とレジスタの内容をＲＡＭにコピーして始動します。 

このとき，入出力レジスタ（Ｉ,Ｏレジスタ）は０にクリアされて始動します。 

 

            ②ＲＡＭ始動 

             １０ｍｓを越える停電が発生し，復電した場合，１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバはＲＡＭに保存

されている設定とレジスタの内容で始動します。 

このとき，入出力レジスタ（Ｉ，Ｏレジスタ）は停電前の値を保持しています。 

 

 

          （４）データのバックアップ 

            データのバックアップ方法として以下のものを搭載しています。 

 

            ・フラッシュメモリ：定義やレジスタの内容を保存します。 

フラッシュメモリへのデータの保存は，ＲＩＯ ＴｏｏｌまたはＣＰ－７１７から任意のタイミング

で行います。 

フラッシュメモリの書き込み回数は約１万回を目安としてください。 

 

            ・スーパーキャパシタ 

             フル充電状態で，２４時間のＲＡＭデータ保存が可能です。 

 

            注．１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバはメモリバックアップ用のバッテリを搭載していません。 

              フラッシュメモリに保存してご使用いただくことをお勧めします。 

 

 

          （５）スキャン 

高速スキャン／低速スキャンの定時割り込みで処理をしています。 

ＲＩＯ ＴｏｏｌまたはＣＰ－７１７の定義フォルダ内にある，スキャン時間設定により設定します。 

 

時間を設定／変更する場合は，以下の点に注意してください。 

・実行時間の最大値が設定時間を超えないように設定してください。 

スキャン設定値 ≧ １．２５ × 実行時間最大値 

を目安として設定してください。 
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４－２－８ 

     ３ 各種定義 

          （１）はじめに 

  １２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバは，モジュール構成（Ｉ／Ｏ割付等）の定義を設定し，そのデータ

を保存しておく必要があります。 

  ここでは，ＲＩＯ Ｔｏｏｌを使用して設定する手順について説明します。 

 

  ＜ＲＩＯ Ｔｏｏｌの立ち上げ＞ 

   Ｗｉｎｄｏｗｓの「スタート」→「プログラム」より，「ＹＥ＿Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ」→ 

「ＲＩＯＴＯＯＬ」を選択します。 

 

 

           

（２）フォルダの作成 

            ①ルートから右クリック→「新規作成」→「オーダーフォルダ」を選択します。 

    

本例では「ＲＩＯ」というフォルダ名を作成します。 

 

            ②「ＲＩＯ」から右クリック→「新規作成」→「ＰＬＣフォルダ」を選択します。 

 

本例では以下の様に「１２０ＩＯ」というＰＬＣ名とします。 

機種名を「ＲＩＯ－１２０」に設定します。 

 

            この「１２０ＩＯ」のＰＬＣフォルダが，１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバの設定等を格納するデー

タフォルダとなります。 
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４－２－９ 

          （３）ログオン 

            ＰＬＣフォルダ「１２０ＩＯ」を右クリックして，オンラインを選択することでオフライン／オンラ

インの切り替えをします。 

ここでは，オフラインのログオンを説明します。 

オンラインの左にチェックマークがない状態にします。 

             
            ＰＬＣフォルダ「１２０ＩＯ」をダブルクリック，または右クリックで「ログオン」選択。 

            初期値：ユーザ名「ＵＳＥＲ－Ａ」，パスワード「ＵＳＥＲ－Ａ」でＯＫをクリックします。 

 

 

            以下のマネージャ画面が開きます。 
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４－２－１０ 

          （４）モジュール構成定義 

            ここでは，ＣＰ－２１５伝送の設定，Ｉ／Ｏ割付，内蔵のシリアルポートの設定を行います。 

 

            ①モジュール構成定義の起動 

定義フォルダの下の「モジュール構成」をダブルクリックすると以下のダイアログが開きます。 

 
 

            ②「ＣＰ－２１５」の設定 

             「ＣＰ－２１５」のボタンをクリックして以下の画面を開きます。 

 

・ＣＰ－２１５伝送のパラメータを設定します。 

 

              本例では，ネットワーク番号：１，自ステーション番号：２とします。 

              メッセージ中継機能を「有」にすることで，ＣＰ－２１５回線を介して，他ステーションに接続

することが可能となります。 

              本例では，中継先ネットワーク番号は１とします。 

 

 

             ・リンク割付の設定 

              データを保存し，「リンク割付」のタブをクリックします。 

 ここでは，上位コントローラとやり取りするリンクデータの割付を行います。 
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４－２－１１ 

             

ＭＰ２２００の場合，ＴＹＰＥ：ＭＰ２＊００と設定します。 

本例では，ステーション１に上位コントローラ：ＭＰ２２００があり，レジスタ５１２個を入力，

ステーション２（自ステーション）のＲＩＯ－１２０からレジスタ２５６個を出力する設定を入

れます。レジスタＮｏ．は０１００～０８ＦＦの範囲で使用します。 

 

             注．ＣＰ－７１７で設定する場合，ＭＰ２０００シリーズは「ＴＹＰＥ」を「ＭＰ９２０」と設定

してください。 

 

 

            ③「１２０ＩＯ（２１５）」の設定 

・「１２０ＩＯ（２１５）」のボタンをクリックして以下の画面を開きます。 

ＣＰ－２１５のリンク割付で割り付けたレジスタを，１２０Ｉ／Ｏの個々のモジュールに振り分

ける割付を行います。 

 

 
 

本例では， 

SLOT 1：電源ﾓｼﾞｭｰﾙ（120CPS11100） 

SLOT 2：215RIOR ﾓｼﾞｭｰﾙ（120CRR11200） 

SLOT 3：AC100V16 点入力ﾓｼﾞｭｰﾙ（120DAI54300）を“ＯＷ０３０８の１６ビット” 

SLOT 4：AC100/200V16 点出力ﾓｼﾞｭｰﾙ（120DAO84300）を“ＩＷ０１００の１６ビット” 

SLOT 5：DC12/24V64 点入力ﾓｼﾞｭｰﾙ（120DDI36400）を“ＯＷ０３０９～０３０Ｃ ４ワード” 

SLOT 6：DC12/24V64 点出力ﾓｼﾞｭｰﾙ（120DDO36410）を“ＩＷ０１０１～０１０４ ４ワード” 
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４－２－１２ 

SLOT 7：ｱﾅﾛｸﾞ入力ﾓｼﾞｭｰﾙ（120ACI02000）を“ＯＷ０３０Ｄ～０３１１ ５ワード” 

SLOT 8：ｱﾅﾛｸﾞ出力ﾓｼﾞｭｰﾙ（120AVO01000）を“ＩＷ０１０５～０１０６ ２ワード” 

SLOT 9：DC12/24V32 点入力ﾓｼﾞｭｰﾙ（120DDI35400）を“ＯＷ０３１２，３の３２ビット” 

SLOT10：DC12/24V32 点出力ﾓｼﾞｭｰﾙ（120DDO35410）を，“ＩＷ０１０７，８の３２ビット” 

と割り付けています。 

 

              レジスタＮｏ．は，ＣＰ－２１５のリンク割付で割り付けたレジスタＮｏ．の範囲を使用します。 

１２０Ｉ／Ｏでは，モジュール名称とレジスタ番号を割り付けます。 

Ｉ／Ｏ割付がない電源モジュール，２１５レシーバ，エキスパンダモジュール等もモジュール名

称のみ割り付けます。 

 

             ・詳細設定 

              １２０Ｉ／Ｏは個々のモジュールの詳細設定を持っている機種があります。 

              ＳＬＯＴを選択し，「編集」→「詳細設定」を選択します。 

 

 

              以下の設定画面が開きますので，必要な設定を選択します。 

              本例では，ビットリバースあり，ＢＣＤ変換なし，とします。 

 

 

             注．詳細設定の概要（モジュールにより設定有無は異なります。設定なしの機種もあります） 

             ・ビットリバースあり：ビット０を入出力の１にする。 

             ・ビットリバースなし：ビット０を入出力の１６にする。 

             ・ＢＣＤ変換あり  ：データの入出力をＢＣＤで行う。 

             ・ＢＣＤ変換なし  ：データの入出力をＢＩＮで行う。 

             ・タイムアウト時出力：クリアする／保持する／設定値を出力する，の選択 

             ・その他      ：モジュールにより，入出力モードや入力フィルタの設定等あり。 
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４－２－１３ 

            ④「汎用シリアル」の設定 

             基本的には，１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバの初期設定（メモバス，スレーブ，アドレス１， 

             ９６００ｂｐｓ，偶数パリティ，ストップビット１，データ長８ビット）のままで使用できます。 

             ＤＩＰスイッチでＲＳ－２３２パラメータを「ＣＰＵ伝送パラメータ設定」に設定している場合に，

本設定が有効になります。 

 

 

 

            ⑤設定の保存 

             各設定の画面で，閉じる「Ｘ」を押すと以下の確認のダイアログが表示されます。 

             「はい(Y)」を押して保存終了してください。 

 

 

            注．各設定画面の切り替え時にも保存するか否かを聞いてくる場合があります。その都度「保存」し

てください。 
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４－２－１４ 

          （５）システム定義 

ここでは，１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバのメモリの設定を行います。 

定義フォルダの下の「システム定義」をダブルクリックすると以下のダイアログが開きます。 

 

 

本例では，「ＦＬＡＳＨ始動」とします。本設定をロードした１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバは，

電源投入後，フラッシュメモリからＲＡＭにデータを転送し起動します。 

            閉じる「Ｘ」を押すと確認のダイアログが表示されますので，保存終了してください。 

 

 

          （６）スキャンタイム設定 

            ここでは，Ｉ／Ｏサービスを行うスキャンを設定します。 

定義フォルダの下の「スキャンタイム設定」をダブルクリックすると以下のダイアログが開きます。 

 

 
 

            本例では，高速スキャンを１０ｍｓ，低速スキャンを３０ｍｓに設定します。 

            閉じる「Ｘ」を押すと確認のダイアログが表示されますので，保存終了してください。 

 

            注．低速スキャンタイムの設定値は３００ｍｓまで設定可能ですが，ＲＩＯ－１２０の場合，２００

ｍｓ以下にしてください。 
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４－２－１５ 

          （７）データの転送 

            全ての設定が完了後，データを１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバに転送（ロード）します。 

            ここでは，１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバに，シリアルケーブルを接続した状態での転送について

説明します。 

 

           ①ログオン（オンライン） 

            ＰＬＣフォルダ「１２０ＩＯ」から右クリック→「オンライン」を選択します。 

            （オンラインの左にチェックマークが付いた状態にします。） 

            ＰＬＣフォルダ「１２０ＩＯ」をダブルクリック，または右クリックで「ログオン」選択。 

            初期値：ユーザ名「ＵＳＥＲ－Ａ」，パスワード「ＵＳＥＲ－Ａ」でＯＫをクリックします。 

 

 

            注．ＭＰ２０００ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ経由で接続する場合 

 

             ＰＬＣフォルダ「１２０ＩＯ」から右クリック→「プロパティ」を選択します。 

             ネットワークの設定を，下記の通り行います。 
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４－２－１６ 

           ②ＣＰＵのＳＴＯＰ 

            転送（ロード）をする場合，動作中の１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバを停止します。 

            ＰＬＣフォルダ「１２０ＩＯ」から右クリックで「ＣＰＵコントロール」を選択すると，以下のダイ

アログが表示されます。 

 

            ＳＴＯＰを押して，１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバを停止します。 

            運転状況の表示が，ＳＴＯＰに変わることを確認して下さい。 

 

 

 

           ③１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバへの転送 

            ＰＬＣフォルダ「１２０ＩＯ」から右クリック→「転送」→「一括転送」→「一括ロード」を選択し

ます。 
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４－２－１７ 

            以下のダイアログが出ますので，転送元，転送先を確認して「ＯＫ」とします。 

 
 

            注．項（５）システム定義で，定義書込み保護が「書込み不可」となっていた場合，転送実行時に

「ＣＰＵを停止しますか」と聞いてきますが，ここで停止しても転送実行できません。 

              システム定義で「書込み可」に変更し，あらためて転送を行って下さい。 

 

            →転送が実行され，終了すると以下のダイアログが表示されます。 

ここでは「はい(Ｙ)」を押します。 

 

 

            →１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバのＲＵＮ ＬＥＤが点灯し，動作中になります。 

             その後，以下の表示が出ますので，閉じる「Ｘ」を押して終了してください。 
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４－２－１８ 

           ④１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバから内蔵フラッシュメモリへの転送 

            前述の③の状態は，１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバのＲＡＭにデータを転送した状態です。 

            このＲＡＭのデータをフラッシュメモリに転送することでデータのバックアップができます。 

 

            ＰＬＣフォルダ「１２０ＩＯ」から右クリック→「転送」→「その他」→「フラッシュ保存」を選択

します。 

             

 

            以下のダイアログが出ますので，転送ボタン（下記○）を押して転送を実行します。 

             

 

            注．本例では，（５）システム定義において「ＦＬＡＳＨ始動」と設定していますので，次の電源投

入後は，起動時にフラッシュメモリからＲＡＭにデータを転送し動作を開始します。 

              「ＦＬＡＳＨ始動」に設定している場合，オンラインで編集後は必ず「フラッシュ保存」の操作

を行って下さい。 
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４－３－１ 

    ３節 ＣＰ－２１５伝送とレジスタ番号 

 

 

 

           ＣＰ－２１５伝送の概要と，ラダーコンバータ使用時のレジスタ変換について説明します。 

 

 

          １ ＣＰ－２１５伝送････････････ 4-3-1   ３ レジスタ変換････････････････ 4-3-6 

          ２ リンク割付とＩ／Ｏ割付･･････ 4-3-2 

 

 

     １ ＣＰ－２１５伝送 

          （１）仕様 

 

項  目 仕  様 

コネクタ MR-8RFA(G)(雌型コネクタ) ホンダ 

終端抵抗 75Ω 外付け 

ケーブル 盤間用：YS-IPEV-S(Cu)，1Px1.25mm2(77Ω系) 

盤内用：YS-IPEVPSB，1Px0.3mm2(77Ω系) 

(株)フジクラ殿製 

伝送速度 1Mbps/2Mbps/4Mbps 

最大伝送距離 420m/1Mbps，270m/2Mbps，170m/4Mbps（ﾘﾋﾟｰﾀなし） 

リンク伝送ワード数 1回線当たり最大2048ワード（入出力合わせて） 

1局(ｽﾃｰｼｮﾝ)当たり最大512ワード（入出力合わせて） 

メッセージ伝送ワード数 512ワード 

伝送制御方式 トークンパッシング方式 

データ交換 Ｎ：Ｎ 

誤り検出 CRCチェック，データ語数チェック，タイマ 

最大接続台数 32台（リピータ拡張時：64台） 

 

 

（２）基本的システム構成例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１５レシーバは，２１５ＡＩＦとのリンク割付に従いデータの授受を行います。 

そのデータをＩ／Ｏ割付に従い，実際の入出力モジュールにサービスを行います。 

 

電源    215       I/O 

     ﾚｼｰﾊﾞ 

CP-215

OW

IW

DI,RI(入力ﾓｼﾞｭｰﾙより)

DO,RO(出力ﾓｼﾞｭｰﾙへ)

MP2200 CPU 
-01 

215 
AIF 
-01 

 

ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 1

ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ 2

OW IW 
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４－３－２ 

     ２ リンク割付とＩ／Ｏ割付 

          （１）はじめに 

ＧＬシリーズでＩ／Ｏ割付に使用するレファレンス番号は，入力リレー（１＊＊＊＊＊），入力レジ

スタ（３＊＊＊＊＊），出力コイル（０＊＊＊＊＊），出力レジスタ（４＊＊＊＊＊）がありますが，

ＧＬ→ＭＰラダーコンバータを使用して変換した場合，Ｍレジスタに変換されます。 

ここでは，ＧＬ→ＭＰラダーコンバータを使用して変換したレジスタのうち，Ｉ／Ｏ割付で使用する

べきＭレジスタを入力レジスタ（Ｉ）と出力レジスタ（Ｏ）に置換し，リンク割付，Ｉ／Ｏ割付をす

るための考え方について説明します。 

 

（２）入出力領域のマッピング 

①ＭＰ２０００シリーズ 

ＭＰ２０００シリーズの入出力レジスタ領域を以下に示します。 

 

入力レジスタ（IB,IW,IL） 32768 ワード（0000～7FFF） 

出力レジスタ（OB,OW,OL） 32768 ワード（0000～7FFF） 

 

この入出力領域の中で，リモートＩ／Ｏとしてどこを使用するかのマッピングを行います。 

２１５伝送の１回線あたりの伝送サイズ：２０４８ワードを以下の様にマッピングし，その領域を

２１５レシーバ各ステーションに割り当てます。 

ここでは，実際のＩ／Ｏ点数に関係なく，７ステーションの場合を例示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

００００～０ＦＦＦｈをＭＰローカルＩ／Ｏで使用する領域として確保し，１０００～１７ＦＦｈ

の２０４８ワードを２１５伝送（リモートＩ／Ｏ）用とします。 

さらに２１５伝送のメモリを，２１５ＡＩＦ－０１の書込領域，各２１５レシーバの書込領域とし

て確保します。２１５ＡＩＦ－０１のリンク割付時に，この範囲内で割付を行います。 

２１５レシーバが７局以上ある場合，上記領域を例えば１２８ワード毎にする等，分割して下さい。 

 

②２１５レシーバ 

２１５レシーバは２１５伝送用に，２０４８ワード（０１００～０８ＦＦ）を固定のレジスタ番

号として持っています。 

以下に，①の例に従いマッピングします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ２１５レシーバのリンク割付時に，この範囲内で割付を行います。 

 

 

他の通信

等で使用 

２１５ 

ローカル 

7FFF

17FF 

1000 

0000 

 

 

17FF

1400

1000

 

 

 

 

 
1200

1300

1500

1700

1600

215AIF-01(ﾏｽﾀ局:ｽﾃｰｼｮﾝ 1)の書込領域 512 ﾜｰﾄﾞ 

215 ﾚｼｰﾊﾞｽﾃｰｼｮﾝ 2 の書込領域 256 ﾜｰﾄﾞ 

215 ﾚｼｰﾊﾞｽﾃｰｼｮﾝ 3 の書込領域 256 ﾜｰﾄﾞ 

215 ﾚｼｰﾊﾞｽﾃｰｼｮﾝ 7 の書込領域 256 ﾜｰﾄﾞ 

･
･
･〜

 

 

08FF

0500

0100

 

 

 

 

 
0300

0400

0600

0800

0700

215AIF-01(ﾏｽﾀ局:ｽﾃｰｼｮﾝ 1)の書込領域 512 ﾜｰﾄﾞ 

215 ﾚｼｰﾊﾞｽﾃｰｼｮﾝ 2 の書込領域 256 ﾜｰﾄﾞ 

215 ﾚｼｰﾊﾞｽﾃｰｼｮﾝ 3 の書込領域 256 ﾜｰﾄﾞ 

215 ﾚｼｰﾊﾞｽﾃｰｼｮﾝ 7 の書込領域 256 ﾜｰﾄﾞ 

･
･
･
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４－３－３ 

          （３）リンク割付 

２１５伝送は，リンクメモリという仮想的な共有メモリを２０４８ワード／１回線持っています。 

各ステーションに書き込み（送信）領域と読み出し（受信）領域をマッピングする作業をリンク割付

といいます。 

 

リンク割付に使用できるレジスタは，入力レジスタ（Ｉ）と出力レジスタ（Ｏ）で，自ステーション

から出力（送信）する領域をＯレジスタで，他ステーションから入力（受信）する領域をＩレジスタ

で設定します。 

 

ＭＰ２０００シリーズの２１５ＡＩＦ－０１と２１５レシーバを接続した場合のリンク伝送の概念図

を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自ステーションの送信領域以外の領域は，他ステーションからの受信領域となりますが，２１５レシ

ーバの場合，受信が必要となるのは，マスタである２１５ＡＩＦ－０１からのデータのみであるため，

上記例の場合，自ステーションの出力（送信）とステーション１からの入力（受信）のみリンク割付

を行うことになります。 

ステーション１：ＭＰ（マスタ），ステーション２～７：２１５レシーバの場合を例に，ＭＰの２１

５ＡＩＦ－０１と２１５レシーバのリンク割付について以下に示します。 

 

            ①ＭＰの２１５ＡＩＦ－０１のリンク割付（ＭＰＥ７２０） 

             (a) モジュール構成定義 

 
２１５ＡＩＦ－０１のレジスタ番号を１０００～１７ＦＦに設定します。 

 

 

 

受信 

受信 

受信 

送信 

 

 

送信 

受信 

 

送信 

 

受信 

1500 

1400 

1300 

1200 

1000 

送信 

 

 

受信 

ｽﾃｰｼｮﾝ 1 

215AIF-01 

ｽﾃｰｼｮﾝ 2

RIO-****

ｽﾃｰｼｮﾝ 3

RIO-****

ｽﾃｰｼｮﾝ 4

RIO-****

･
･
･

･
･
･

･
･
･

･
･
･

0600

0500

0400

0300

0100

0600

0500

0400

0300

0100

0600 

0500 

0400 

0300 

0100 
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４－３－４ 

 

             (b) リンク割付 

 
 

              ステーション１（ＭＰ）のリンク割付は，自局の出力と全他局（レシーバステーション２～７）

の入力を割り付けます。 

 

            ②２１５レシーバのリンク割付（ＲＩＯ Ｔｏｏｌ） 

 

 

 

             ステーション２（ＲＩＯ－２０００）のリンク割付は，自局の出力とマスタ局であるＭＰ（ステー

ション１）からの入力を割り付けます。 

ＭＰ２０００シリーズのＴＹＰＥはＲＩＯ Ｔｏｏｌでは「ＭＰ２＊＊＊」，ＣＰ－７１７では「Ｍ

Ｐ９２０」と設定します。 

ＭＰの２１５ＡＩＦ－０１のリンク割付で出力に割り付けたレジスタは，２１５レシーバ側では入

力レジスタで受け取り，２１５レシーバのリンク割付で出力に割り付けたレジスタはＭＰ側では入

力レジスタとして受け取ります。 

レジスタ番号は，２１５ＡＩＦ－０１の１０００～１１ＦＦを２１５レシーバでは０１００～０２

ＦＦで受け取り，２１５レシーバの０３００～０３ＦＦを２１５ＡＩＦ－０１で１２００～１２Ｆ

Ｆとして受け取ります。 

 

ステーション３～７の２１５レシーバも同様に，自局の出力とマスタ局の入力を割り付けます。 
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４－３－５ 

          （４）Ｉ／Ｏ割付 

２１５レシーバのリンク割付で設定した入出力レジスタを，各Ｉ／Ｏモジュールへ割り当てます。 

入力レジスタで割り付けたレジスタ番号：ＩＷ０１００～ＩＷ０２ＦＦを，各出力モジュールに割り

付けます。同様に出力レジスタで割り付けたレジスタ番号：ＯＷ０３０８～ＯＷ３ＦＦを入力モジュ

ールに割り付けます。（ＯＷ０３００～０３０７はシステムで使用） 

 

Ｉ／Ｏ割付とリンク割付の関係を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 
 

 

  注１．入力モジュールで取り込んだデータは，２１５レシーバからＭＰに出力データの意味となる

ため出力レジスタで，ＭＰから２１５レシーバに入力したデータを出力モジュール割り当て

るため入力レジスタでそれぞれ割り付けます。 

  注２．ディスクリート割付の場合も，レジスタ番号はワードで入力します。上記例でＯＷ０３０８

のポイント１６は，ＯＢ０３００８～ＯＢ０３０８Ｆの意味になります。 

注３．ＲＩＯの割り付けの入力はシステムで８ワード使用しますので，必要な入力割付サイズ＋８

のリンク割り付けが必要です。先頭から８ワードは入力モジュールの割り付けに使用しないで

下さい。８ワードのうち，先頭４ワードにはシステムステータス（ＳＷ００２２０～２２３の

コピー）が入ります。 

システムレジスタ（ＳＷ００２２０～２２３）の詳細は，本章５節２「保守・異常処理」を参

照してください。 

 

 

 

リンク割付

Ｉ／Ｏ割付
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４－３－６ 

     ３ レジスタ変換 

          （１）はじめに 

ＧＬのレファレンス番号からＭＰのレジスタ番号（Ｍレジスタ）へ，さらに２１５伝送のリンク割付

を行うためにＩ，Ｏレジスタへと，番号が変わります。 

①ＧＬレファレンス番号 

②ＭＰレジスタ番号（Ｍレジスタ） 

③２１５ＡＩＦ－０１のリンク割付をするためのＩ，Ｏレジスタ番号 

④２１５レシーバのリンク割付をするためのＩ，Ｏレジスタ番号 

それぞれのレジスタ番号変換の考え方について説明します。 

 

（２）ＧＬ→ＭＰ変換後レジスタ番号 

ラダーコンバータで自動変換されるレジスタ番号について下表に示します。 

 

 ＧＬシリーズレファレンス ＭＰシリーズレジスタ 

種類 範囲 範囲（下線桁は bit 指定） 

入力リレー １００００１～１０４０９６ ＭＢ１０００００～ＭＢ１０２５５Ｆ

入力レジスタ ３００００１～３００５１２ ＭＷ３００００ｄ～ＭＷ３０５１１ｄ

コイル ０００００１～０６５４７２ ＭＢ００００００～ＭＢ０４０９１Ｆ

出力レジスタ ４００００１～４２５５３４ ＭＷ４００００ｄ～ＭＷ６５５３３ｄ

ＭＰシリーズはディスクリートとワードの番号に区別はなく，レジスタの０～Ｆビット目がそれぞれ

のディスクリートのレジスタ番号となります。 

従って，ＭＷ０００１０とＭＢ０００１００～Ｆは同じレジスタを指し，ＭＷ０００１０のビット５

が１ならば，ＭＢ０００１０５は１（ＯＮ）です。 

 

ＧＬシリーズで以下の割付をしていた場合を例に説明します。 

 

ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ IN ﾚｼﾞｽﾀ IN ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ OUT ﾚｼﾞｽﾀ OUT 
ﾁｬﾈﾙ ﾗｯｸ ｽﾛｯﾄ 機種 

ﾚﾌｧﾚﾝｽ ｻｲｽﾞ(B) ﾚﾌｧﾚﾝｽ ｻｲｽﾞ(W) ﾚﾌｧﾚﾝｽ ｻｲｽﾞ(B) ﾚﾌｧﾚﾝｽ ｻｲｽﾞ(W)

1 B2500     00001 16   

2 B2501 10001 16       

3 B2602A     00033 32   

4 B2603 10017 32       

5 B2604       40001 4

6 B2605   30001 4     

7 B2604       40005 4

CH1 

ﾘﾓｰﾄ

ST1 

1 

8 B2605   30011 4     

 

ラダーコンバータでは以下のレジスタ番号に自動変換されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｉ／Ｏは，リモート局として２１５レシーバラックに装着されるため，Ｉ／Ｏ割付をする必要があ

ります。２１５のリンク割付，Ｉ／Ｏ割付をするためにＩ，Ｏレジスタへの転送が必要です。 

 

ＧＬ割付で使用 変換後のＭＰレジスタ番号 

10001～10016 MB100000～MB10000F → MW10000 と同じ 

10017～10048 MB100010～MB10002F → MW10001～2 と同じ 

30001～30004 MW30000～MW30003 

入

力 

30011～30014 MW30010～MW30013 

00001～00016 MB000000～MB00000F → MW00000 と同じ 

00033～00064 MB000020～MB00003F → MW00002～3 と同じ 

40001～40004 MW40000～MW40003 

出

力 

40005～40008 MW40004～MW40007 

Ｉレジスタへ 

Ｏレジスタへ 
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４－３－７ 

（３）２１５ＡＩＦ－０１にリンク割付をするレジスタ番号への置換 

ＣＰ－２１５のリンク割付は，ステーション毎に先頭のレジスタ番号とサイズで指定します。 

よって，複数のＭレジスタ番号を入力／出力レジスタに置き換える際に，連続した番号に並べ替える

必要があります。 

置き換える番号を，本節項２の（２）のＩ／Ｏマップを例として以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭレジスタからＩ，Ｏレジスタに転送するラダーを，変換後ラダーに追加します。 

①入力 

 ２１５レシーバから入力するレジスタをラダーの先頭でＭレジスタに転送 

  ワード転送命令：MOVW IW1208 ⇒ MW10000 W ＝ 3 

  ワード転送命令：MOVW IW120B ⇒ MW30000 W ＝ 8 

②出力 

 演算結果の出力を２１５レシーバに出力するため，ラダーの末尾にＭレジスタから転送 

  ワード転送命令：MOVW MW00000 ⇒ OW1000 W ＝ 3 

  ワード転送命令：MOVW MW40000 ⇒ OW1000 W ＝ 8 

 

置き換えたＩ，Ｏレジスタで，２１５ＡＩＦ－０１のリンク割付をします。 

２１５ＡＩＦ－０１がステーション１，２１５レシーバ局がステーション２の場合，自局であるステ

ーション１に出力：ＯＷ１０００～１００Ａまでの１１ワード，ステーション２に入力ＩＷ１２００

～１２１３までの１９ワードをリンク割付します。 

 

（４）２１５レシーバにリンク割付をするレジスタ番号への置換 

  前項で置き換えたＩ，Ｏレジスタを，２１５レシーバの持つレジスタ番号に置き換える必要があり

ます。 

２１５レシーバのＩ，Ｏレジスタの番号は，０１００～０８ＦＦ固定です。 

また，２１５ＡＩＦ－０１から出力されるＯレジスタは２１５レシーバ側から見れば入力，２１５

ＡＩＦ－０１に入力されるＩレジスタは２１５レシーバ側からの出力となるため，リンク割付では

Ｉ，Ｏが逆になります。 

その対照表を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

置き換えたＩ，Ｏレジスタで，２１５レシーバのリンク割付をします。 

２１５ＡＩＦ－０１がステーション１，２１５レシーバ局がステーション２の場合，自局であるステ

ーション２に出力：ＯＷ０３００～０３１３までの１９ワード，ステーション１に入力ＩＷ０１００

～０１０Ａまでの１１ワードをリンク割付します。 

２１５レシーバのリンク割付のレジスタ番号が，最終的にＩ／Ｏモジュールに割り付けられる番号に

なります。 

ラダーコンバータで変換後のＭＰレジスタ番号 入出力レジスタに置換する番号 

－ IW1200～IW1207(8word) ｼｽﾃﾑで使用 

MB100000～MB10000F → MW10000 と同じ IW1208(16bit) 

MB100010～MB10002F → MW10001～2 と同じ IW1209～IW120A(32bit) 

MW30000～MW30003 IW120B～IW120E(4word) 

入

力 

MW30010～MW30013 IW120F～IW1213(4word) 

MB000000～MB00000F → MW00000 と同じ OW1000(16bit) 

MB000020～MB00003F → MW00002～3 と同じ OW1001～OW1002(32bit) 

MW40000～MW40003 OW1003～OW1006(4word) 

出

力 

MW40004～MW40007 OW1007～OW100A(4word) 

215AIF-01 ﾘﾝｸ割付の I，O ﾚｼﾞｽﾀ番号 215 ﾚｼｰﾊﾞ ﾘﾝｸ割付の I，O ﾚｼﾞｽﾀ番号 

IW1200～IW1207(8word) ｼｽﾃﾑで使用 OW0300～OW0307(8word ) ｼｽﾃﾑで使用 

IW1208(16bit) OW0308(16bit) 

IW1209～IW120A(32bit) OW0309～OW030A(32bit) 

IW120B～IW120E(4word) OW030B～OW030E(4word) 

入

力 

IW120F～IW1213(4word) OW030F～OW0313(4word) 

OW1000(16bit) IW0100(16bit) 

OW1001～OW1002(32bit) IW0101～IW0102(32bit) 

OW1003～OW1006(4word) IW0103～IW0106(4word) 

出

力 

OW1007～OW100A(4word) IW0107～IW010A(4word) 
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４－３－８ 

          （５）２１５レシーバにＩ／Ｏ割付をするレジスタ番号への振り分け 

            リンク割付で使用したＩ，Ｏレジスタ番号を，各Ｉ／Ｏに割り当てます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            入力をＯレジスタに，出力をＩレジスタに割り付けます。 

 

ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ IN ﾚｼﾞｽﾀ IN ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ OUT ﾚｼﾞｽﾀ OUT 
ﾁｬﾈﾙ ﾗｯｸ ｽﾛｯﾄ 機種 

ﾚﾌｧﾚﾝｽ ｻｲｽﾞ(B) ﾚﾌｧﾚﾝｽ ｻｲｽﾞ(W) ﾚﾌｧﾚﾝｽ ｻｲｽﾞ(B) ﾚﾌｧﾚﾝｽ ｻｲｽﾞ(W)

1 B2500     IW0100 16   

2 B2501 OW0308 16       

3 B2602A     IW0101 32   

4 B2603 OW0309 32       

5 B2604       IW0103 4

6 B2605   OW030B 4     

7 B2604       IW0107 4

215 

ﾘﾓｰﾄ

ST2 

1 

8 B2605   OW030F 4     

 

 

          （６）レジスタ変換テーブルの作成 

更新前のＧＬレファレンス番号がどのように変換され，さらに置換して最終的にＩ／Ｏに割り付ける 

レジスタ番号を決定するために，レジスタの変換テーブルを作成することを推奨します。 

変換テーブルは以下の４つとなります。 

 

①ＧＬレファレンス番号 → ＭＰレジスタ番号（Ｍレジスタ） 

 （本項の（２）の表） 

②Ｍレジスタ番号 → ２１５ＡＩＦ－０１のＩ，Ｏレジスタ番号 

 （本項の（３）の表） 

③２１５ＡＩＦ－０１のＩ，Ｏレジスタ番号 → ２１５レシーバのＩ，Ｏレジスタ番号 

 （本項の（４）の表） 

④２１５レシーバのＩ，Ｏレジスタ番号 → Ｉ／Ｏモジュールの割付レジスタ番号 

 （本項の（５）の表） 

 

 

 

 

 

215 ﾚｼｰﾊﾞ ﾘﾝｸ割付の I，O ﾚｼﾞｽﾀ番号 

OW0300～OW0307(8word ) ｼｽﾃﾑで使用 

OW0308(16bit) 

OW0309～OW030A(32bit) 

OW030B～OW030E(4word) 

入

力 

OW030F～OW0313(4word) 

IW0100(16bit) 

IW0101～IW0102(32bit) 

IW0103～IW0106(4word) 

出

力 

IW0107～IW010A(4word) 
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４－４－１ 

    ４節 ＣＰ－２１５リピータ 

 

 

 

           ＣＰ－２１５リピータについて説明します。 

 

 

          １ ＣＰ－２１５リピータの種類････ 4-4-1  ３ ＣＰ－２１５リピータの共通仕様････ 4-4-2 

          ２ システム構成･･････････････････ 4-4-1 

 

 

     １ ＣＰ－２１５リピータの種類 

           ＣＰ－２１５リピータは，ＣＰ－２１５伝送間の伝送距離を延長する場合に使用します。伝送距離に応

じて最適なシステムを構築することができます。 

ここでは，ＧＬシリーズに必要な情報のみを紹介します。ＣＰ－２１５リピータ使用の詳細について

は「マシンコントローラＭＰ９２０ユーザーズマニュアル通信モジュール編」を参照してください。 

なお，適用ケーブルなど設置に関しては，付録１および「ＦＤＳシステム設置工事説明書」を参照し

てください。 

 

 表 4.4.1 ＣＰ－２１５リピータ製品一覧 

名 称 製品コード番号 内   容 

CP-215 REPEATER-TT 87215-1100x ツイストペア－ツイストペアリピータ 

（電源 DC24V 対応） 

CP-215 REPEATER-TT 

(AC100V/AC200V/DC100V) 

87215-1110x ツイストペア－ツイストペアリピータ 

（電源 AC100V/AC200V/DC100V 対応） 

CP-215 REPEATER-TC 

 

87215-1200x ツイストペア－同軸リピータ 

（電源 DC24V 対応） 

CP-215 REPEATER-TC 

(AC100V/AC200V/DC100V) 

87215-1210x ツイストペア－同軸リピータ 

（電源 AC100V/AC200V/DC100V 対応） 

 

 

 

     ２ システム構成 

          （１）電気リピータ－ＴＴのシステム構成 

            電気リピータを１台使用した基本システム構成を示します。ステーションを６０台接続する場合に

，電気リピータ－ＴＴメインバスとブランチバス間に接続した例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 図4.4.1 電気リピータ－ＴＴのシステム構成 

 

ステーション ステーション

CP-215 ﾒｲﾝﾊﾞｽ 

最大 170m/30 台

ステーション

CP-215 ﾌﾞﾗﾝﾁﾊﾞｽ 

最大 170m/30 台

電気リピータ

-TT 

CN1

CN3

ステーション
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４－４－２ 

          （２）電気リピータ－ＴＴ／－ＴＣのシステム構成 

  電気リピータを２台使用した基本システム構成を示します。 

  伝送距離が長い場合は，２台の電気リピータ－ＴＴ／－ＴＣを使用してください。電気リピータ相

互間はツイストケーブルや同軸ケーブルで接続することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図4.4.2 電気リピータ－ＴＴ／－ＴＣの基本システム構成 

 

 

     ３ ＣＰ－２１５リピータの共通仕様 

（１）電源仕様 

 

項  目 仕  様 

DC24V対応 DC24V±20% (DC19.2V～DC28.8V) 定格入力 

電圧 
AC100V/AC200V/ 

DC100V対応 

 

AC100/115V±15% (AC85V～AC132V/47～63Hz) 

DC100V-10%,+40%(DC90V～DC140V) 

AC200V±15%(AC170V～AC230V/47～63Hz) 

DC24V対応 5W 消費電力 

AC100V/AC200V/ 

DC100V対応 

10W 

 

DC24V対応 5A peak at DC24V 入力突入 

電流 
AC100V/AC200V/ 

DC100V対応 

 

15A peak at DC100V 

15A peak at AC100V 

30A peak at AC200V 

DC24V対応 1A ﾋｭｰｽﾞ内蔵 過電流 

保護 AC100V/AC200V/ 

DC100V対応 

2A ﾋｭｰｽﾞ内蔵 

 

許容瞬時停電範囲 10ms以下 

 

 

ステーション ステーション

CP-215 ﾒｲﾝﾊﾞｽ 

最大 170m/30 台

ステーション

CP-215 ﾌﾞﾗﾝﾁﾊﾞｽ 

最大 170m/30 台

電気リピータ

-TT/-TC 

CN1

CN3

ステーション

電気リピータ

-TT/-TC 

CN3

CN1

最大 0.5/1Km 
ﾂｲｽﾄｹｰﾌﾞﾙまたは同軸ｹｰﾌﾞﾙ 
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４－４－３ 

          （２）環境仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）構造仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）最大中継接続台数 

  最大中継接続台数は下記のとおりです。 

 

  ・ＣＰ－２１５伝送に使用：８台以下（総延長：１２km以下） 

 

 

 

説明資料：マシンコントローラＭＰ９２０ユーザーズマニュアル通信モジュール編 

     （資料番号：ＳＩＺ－Ｃ８８７－２．６） 

説明資料：ＦＤＳシステム設置工事説明書（資料番号：ＳＩ－Ｃ８７３－１６．４） 

 

をご参照ください。 

 

 

 

項  目 仕   様 

動作温度 0～55℃ 

動作湿度 5～95%RH，ただし結露なきこと 

保存温度 -25～+85℃ 

保存湿度 5～95%，ただし結露なきこと 

耐震動性 

 

 

JIS B 3502 準拠 

定振幅振動 片振幅 0.075mm，10～150Hz 

定加速度振動 加速度 9.8m/s2 (1G)，57～150Hz 

耐衝撃性 

 

JIS B 3502 準拠 

最大 147m/s2 (15G)，作用時間 11ms 

接  地 D種接地 

項  目 仕   様 

接  地 盤取り付け形（取付けねじ：M5×4） 

外形寸法 幅：70mm 高さ：250mm 奥行：120mm 

冷却寸法 自然冷却 

質  量 1.6Kg 

補足
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４－５－１ 

    ５節 配線と保守 

 

 

 

           ２１５レシーバの配線，保守，異常処理について説明します。 

 

 

          １ 配線････････････････････････ 4-5-1   ２ 保守・異常処理･･････････････ 4-5-3 

           

 

 

     １ 配線 

          （１）ＣＰ－２１５インタフェース 

 

            ①注意事項 

・動力系統・制御系統・電源系統とは必ず別系統にしてください。 

・伝送回路の両終端局では終端抵抗をつけてください。 

・配線長が長い場合，別途リピータを設置してください。 

・配線，設置，伝送路構成部品については「付録１ ＣＰ－２１５伝送配線」をご参照ください。 

 

            ②ＣＰ－２１５用ケーブル 

             標準ケーブルを用意しておりませんので，下記線材とコネクタを使用して，お客様にて作成下さい。 

             ・線材：盤間配線用 ＹＳ－ＩＰＥＶ－Ｓ（Ｃｕ），１Ｐ×１．２５ｍｍ２（７７Ω系） 

                 盤内配線用 ＹＳ－ＩＰＥＶ－ＳＢ，１Ｐ×０．３ｍｍ２（７７Ω系）：（株）フジクラ製 

             ・ケーブル側コネクタ：ＭＲ－８Ｍ（Ｇ） ケース：ＭＲ－８Ｌ ：本田通信工業（株）製 

             ・終端抵抗：ＥＲＯ－Ｓ１ＣＫＦ７５Ｒ０（または相当品）：松下電器産業（株） 

 

③伝送距離の算出 

ＣＰ－２１５伝送システムの盤間伝送距離は伝送速度，ステーション接続台数，ジャンクションボ

ックス（ＪＣ２１５－０１，ＪＣ２１５－０２）の接続台数および盤内伝送ケーブルの長さによ

り異なります。 

一般的には盤間ケーブルの最大伝送距離は次のようになります。 

 

・4Mbps 時最大伝送距離 ＝ 520 － 4.5N － 3.0L1 － 5.0M (m) 

・2Mbps 時最大伝送距離 ＝ 727 － 8.48N － 2.58L1 － 6.06M (m) 

・1Mbps 時最大伝送距離 ＝ 1041 － 14.0N － 2.08L1 － 8.33M (m) 

 

N ：ステーション，リピータの接続台数 

L1：盤内ケーブル長(m) 

M ：JC215-01 と JC215-02 の台数 

(ただし，JC215-01 は盤の入側と出側あわせて 1台と数えます。) 

 

表 4.5.1 に３０ステーション接続時最大伝送距離の算出例，図 4.5.1 にシステム構成例，図 4.5.2

に配線例を示します。 

 

 表 4.5.1 最大伝送距離（３０ステーション接続時）の算出例 

 

総配線距離 
伝送速度 

盤間ケーブル配線長 

L0 ： リピータ接続なし L01：リピータ 1台接続 L01：リピータ 2台接続

4Mbps 170m 以下 600m 1100m 

2Mbps 270m 以下 900m 1550m 

1Mbps 420m 以下 1400m 2350m 

注１．L0 は盤内ケーブルの総配線長≒55m および JC215-01 ＝ 20 台使用した場合の算出例です。 

注２．L01，L02 は 16 ステーションをリピータの左右に接続した場合の算出例です。 
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                      図 4.5.1 ＣＰ－２１５システム構成例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      図 4.5.2 ＣＰ－２１５配線例 

 

 

          （２）ＲＳ－２３２インタフェース 

 

            ＲＳ－２３２に準拠したシリアル通信です。 

市販の多機能表示器等の接続ができます。 

 

            ①注意事項 

             ・動力系統・制御系統・電源系統・その他伝送系統とは必ず別系統としてください。 

 動力線や制御線と同一ダクトへの収納は誤動作の原因となりますので，できる限り分離して，布

線してください。 

             ・ＲＳ－２３２のケーブル長は最大１５ｍです。必要最小限の長さとしてください。 

             ・ケーブルはシールド線を使用してください。シールド外皮は接地してください。 

 設置される場所のノイズ状況によっては，片端接地が良い場合と，両端接地が良い場合がありま

す。 

 

  ②標準ケーブル 

   ２１５レシーバのＲＳ－２３２ポートとパソコンを接続する標準ケーブルを以下に示します。 

 

名  称 形  式 長 さ 

ＪＥＰＭＣ－Ｗ５３１１－０３ ２．５ｍ 
ＲＳ－２３２ケーブル 

ＪＥＰＭＣ－Ｗ５３１１－１５ １５ｍ 

 

 

ﾘﾋﾟｰﾀ ﾘﾋﾟｰﾀ 

ﾘﾋﾟｰﾀ

L01

L02

L0

RIO-2000 RIO-2000 RIO-120 RIO-120

MP2200 

215
AIF

  

RIO-2000 

RIO-120 

CP-215

：75Ω終端抵

SRD+ SRD-

SRD+ 
 
SRD- 

SRD+ SRD- SRD+ SRD- SRD+ SRD-

：75Ω終端抵
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４－５－３ 

     ２ 保守・異常処理 

          （１）異常表示について 

２１５レシーバの動作状態や異常状態は，モジュール表面の表示灯（ＬＥＤ）やシステムレジスタを

参照することによって知ることができます。異常が認められた場合は，ＥＲＲ ＬＥＤが点滅し，

その点滅回数でエラーの内容を示します。 

表示灯（ＬＥＤ）のパターンを下表に示します。 

 

表示灯（ＬＥＤ） 分 

類 ＲＵＮ ＥＲＲ 
表 示 内 容 

○ ○ 停止中 正 

常 ● ○ 正常実行中 

○ ● ハードウェアリセット状態（表示が継続している場合） 

○ ● 重故障発生 

○ ● 

（１）メモリが初期化されていない 

（２）スキャン時間設定異常 

（３）フラッシュメモリ読み出しエラー 

異 

 

常 

○ ★ 

（１）２回点滅：ＲＡＭエラー 

（２）３回点滅：フラッシュメモリエラー 

（３）４回点滅：周辺ＬＳＩエラー 

● ● フラッシュメモリ書き込みエラー 

● ● 

（１）演算エラー 

（２）不正割込発生 

（３）伝送エラー 

警 

 

報 システム（Ｓ）レジス

タに報告 

（ＬＥＤ表示なし） 

（１）ＲＩＯ ＴｏｏｌまたはＣＰ－７１７の接続情報 

（２）ハードウェアのステータス 

（瞬停，ＲＵＮ／ＳＴＯＰなど） 

              注．表示灯（ＬＥＤ）において，○：消灯，●：点灯，★：点滅を意味します。 

 

 

（２）異常発生時の処置 

２１５レシーバの異常発生時は，以下の処置をして下さい。 

 

表示灯（ＬＥＤ） 分 

類 ＲＵＮ ＥＲＲ 
処 置 

○ ● 

ＲＩＯ ＴｏｏｌまたはＣＰ－７１７のシステム定義画面でメモリ

クリア操作を行って下さい。復旧しない場合はハードウェア不良

と考えられますので，２１５レシーバを交換して下さい。 
異 

 

常 
○ ★ 

始動時の診断エラーです。電源の再投入後，１秒以上経過しても

この状態が続いた場合はハードウェア不良と考えられますので，

２１５レシーバを交換して下さい。 

警 

 

報 

● ● 

次ページに示すシステムレジスタを確認し，異常箇所の修正をし

て下さい。（※） 

伝送，入出力の異常箇所がなく，電源の再投入後，１秒以上経過

してもこの状態が続いた場合はハードウェア不良と考えられます

ので，２１５レシーバを交換して下さい。 

              注．表示灯（ＬＥＤ）において，○：消灯，●：点灯，★：点滅を意味します。 

              ※ システムレジスタは，ＲＩＯ ＴｏｏｌまたはＣＰ－７１７のレジスタリストで参照すること

ができます。 
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          （３）伝送エラー時のステータス 

システム入出力において，伝送エラーが発生すると下表のようにシステムレジスタにエラーステータ

スが報告されます。 

 

                     表 4.5.2 システム入出力エラーステータス 

名 称 レジスタ番号 備 考 

SW00260 

〜 

ＣＰ－２１５ステーション

エラーステータス 
SW00263 

16ステーション/レジスタ (ST#1～64) 

 

ＣＰ－２１５の伝送エラーは，ＣＰ－２１５回線に接続された各ＳＴ＃（ステーション番号）ごとに

判定され，３秒以上リンク伝送データの受信が途絶えた場合，ＳＴ＃に対応するビットが１にセッ

トされます。 

 

 F ・・・・・・・・・ 3 2 1 0 (ビット番号)

SW00260 ST#16 ・・・・・・・・・ ST#4 ST#3 ST#2 ST#1  

      

SW00261 ST#32 ・・・・・・・・・・・ ST#18 ST#17  

      

SW00262 ST#48 ・・・・・・・・・・・ ST#34 ST#33  

      

SW00263 ST#64 ・・・・・・・・・・・ ST#50 ST#49  

 

 

          （４）入出力エラー時のステータス 

            ①２０００Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

入出力モジュールにおいて，伝送エラーが発生すると下表のようにシステムレジスタにエラース

テータスが報告されます。 

 

                       表 4.5.3 システム入出力ステータス 

名 称 レジスタ番号 備 考 

SW00220 

〜 

2000I/Oステーション 

エラーステータス 
SW00223 

1ラック，8,9スロット／レジスタ 

 

入出力エラーは，スロットに装着された各入出力モジュールごとに判定され，ハードウェア故障等で

モジュールのアクセスに失敗した場合，モジュールのラック，スロット番号に対応するビットが１

にセットされます。また，正常復帰でゼロ（０）クリアされます。 

 

 F 9   8 ・・・・・ 2 1 0 (ビット番号)

SW00220 未使用 ｽﾛｯﾄ 8 ・・・・・ ｽﾛｯﾄ 2 ｽﾛｯﾄ 1 ﾗｯｸ 1 ラック 1 

      

SW00221 未使用 ｽﾛｯﾄ 9 ・・・・・・・・・・・ ｽﾛｯﾄ 1 ﾗｯｸ 2 ラック 2 

      

SW00222 未使用 ｽﾛｯﾄ 9 ・・・・・・・・・・・ ｽﾛｯﾄ 1 ﾗｯｸ 3 ラック 3 

      

SW00223 未使用 ｽﾛｯﾄ 9 ・・・・・・・・・・・ ｽﾛｯﾄ 1 ﾗｯｸ 4 ラック 4 
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            ②１２０Ｉ／Ｏ対応２１５レシーバ 

入出力モジュールにおいて，伝送エラーが発生すると下表のようにシステムレジスタにエラース

テータスが報告されます。 

 

                       表 4.5.4 システム入出力ステータス 

名 称 レジスタ番号 備 考 

SW00220 

〜 

120I/Oステーション 

エラーステータス 
SW00223 

1ラック，16スロット／レジスタ 

 

入出力エラーは，スロットに装着された各入出力モジュールごとに判定され，ハードウェア故障等で

モジュールのアクセスに失敗した場合，モジュールのラック，スロット番号に対応するビットがゼ

ロ（０）クリアされます。また，正常復帰で１にセットされます。 

 

 F  3 2 1 0 (ビット番号)

SW00220 ｽﾛｯﾄ 16 ・・・・・・・・・・ ｽﾛｯﾄ 4 ｽﾛｯﾄ 3 ｽﾛｯﾄ 2 ｽﾛｯﾄ 1 ラック 1 

      

SW00221 ｽﾛｯﾄ 16 ・・・・・・・・・・・ ｽﾛｯﾄ 2 ｽﾛｯﾄ 1 ラック 2 

      

SW00222 ｽﾛｯﾄ 16 ・・・・・・・・・・・ ｽﾛｯﾄ 2 ｽﾛｯﾄ 1 ラック 3 

      

SW00223 ｽﾛｯﾄ 16 ・・・・・・・・・・・ ｽﾛｯﾄ 2 ｽﾛｯﾄ 1 ラック 4 

 

 



 

 

 

 

                                      ５章 

５－０－０ 

 

                                              ＧＬ→ＭＰコメントコンバータ 
 

                       この章では、ＧＬシリーズで作成したコメントをＭＰシリーズ用の 

コメントに変換するソフトの機能，操作を説明します。 

 

 

 

                            １節 前準備 

                              １ ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯ･･･････････ 5-1-1 

                              ２ ＭＥＭＯＳＯＦＴ･････････････････ 5-1-5 

 

 

                            ２節 コメントコンバータの基本操作 

                              １ インストール･････････････････････ 5-2-1 

                              ２ 起動から終了まで･････････････････ 5-2-1 

                              ３ 操作画面の機能･･･････････････････ 5-2-10 

 

 

                            ３節 変換機能 

                              １ 概要･････････････････････････････ 5-3-1 

                              ２ レファレンスの変換･･･････････････ 5-3-4 

                              ３ 変数(シンボル)の設定･････････････ 5-3-5 

                              ４ コメントの設定･･･････････････････ 5-3-9 

 

                            ４節 変換後の操作 

                              １ 概要･････････････････････････････ 5-4-1 

                              ２ ＭＰＥ７２０によるインポート･････ 5-4-1 
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５－１－１ 

    １節 前準備 

 

 

 

           ＭＥＭＯＣＯＮシリーズのコメントを，ＭＰ２０００シリーズのコメントに変換するための 

           準備について説明します。 

 

 

          １ ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯ････････････ 5-1-1   ２ ＭＥＭＯＳＯＦＴ･･････････ 5-1-5 

 

     １ ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯ 

 ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯのコメントをテキストファイルに保存する操作を説明します。 

 

  準備するもの 

  ・ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯ 

 

 

  ①ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯを起動します。 

   起動画面で「Enter」を押します。 

 

   →メインメニューが表示されます。 

 

 

  ②メインメニューでの操作（１） 

   「データベースの選択」を選択して，「Enter」を押します。 

    
 

   → ディレクトリツリーが表示されます。 
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５－１－２ 

            ③ディレクトリツリーでの操作 

   コメントをテキストファイルに保存したいデータベースを選択して，「Enter」を押します。 

    

 

   →データベースが選択され，メインメニューが表示されます。 

 

  ④メインメニューでの操作（２） 

   「ユーティリティ」を選択して，「Enter」を押します。 

    
 

   →ユーティリティメニュー画面が表示されます。 
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５－１－３ 

            ⑤ユーティリティメニュー画面での操作 

   「コメントユーティリティ」を選択して，「Enter」を押します。 

    

 

   →コメントユーティリティ画面が表示されます。 

 

 

  ⑥コメントユーティリティ画面での操作 

   「コメントデータのファイル変換」を選択して，「Enter」を押します。 

    

 

   →コメントデータのファイル変換画面が表示されます。 
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５－１－４ 

            ⑦コメントデータのファイル変換画面での操作 

   「データベースからテキストファイルへ」を選択して，「Enter」を押します。 

    

 

   →テキストファイル名称入力画面が表示されます。 

 

 

  ⑧テキストファイル名称入力画面での操作 

   ファイル名を入力して，「Enter」を押します。 

    

 

   →ファイル変換が開始され，完了するとコメントデータのファイル変換画面が表示されます。 

 

   注１．テキストファイルのファイル名は，半角８文字までの長さで設定してください。 

   注２．テキストファイルの拡張子は「.TXT」固定です。 

   注３．テキストファイルは選択されたデータベースと同じディレクトリに作成されます。 
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     ２ ＭＥＭＯＳＯＦＴ 

           ＭＥＭＯＳＯＦＴのコメントをテキストファイルに保存する操作を説明します。 

   

  準備するもの 

  ・ＭＥＭＯＳＯＦＴ（ＤＯＳ版またはＷｉｎｄｏｗｓ版） 

 

  注．この機能に対応するＷｉｎｄｏｗｓ版は，バージョン１．４１以降です。 

 

 （１）ＤＯＳ版の場合 

 

  ①ＤＯＳ版ＭＥＭＯＳＯＦＴを起動します。 

   起動画面で「Enter」を押します。 

    
   →メイン画面が表示されます。 

   

  ②メイン画面での操作 （１） 

   「ツール」メニューから「ファイル」を選択して，「Enter」を押します。 

    
   →ファイル画面が表示されます。 

 



５章 １節 前準備 

 

 

５－１－６ 

  ③ファイル画面での操作 

   「プログラム選択」を選択して，「Enter」を押します。 

    

   →プログラム選択画面が表示されます。 

 

 

  ④プログラム選択画面での操作 

   矢印キーで，コメントをテキストファイルに保存したいプログラムを選択して，「Enter」を押し

ます。 

    

   →プログラムが選択され，ツールメニュー画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５章 １節 前準備 

 

 

５－１－７ 

  ⑤メイン画面での操作 （２） 

   「←」キーでコメント編集メニューに移動し，「コメント編集」メニューから「レファレンスコメ

ント編集」を選択して，「Enter」を押します。 

    
   →レファレンスコメント編集画面が表示されます。 

 

 

  ⑥レファレンスコメント編集画面での操作 

   「Ｔａｂ」を押して，メニューを選択可能にし，「テキストファイル」メニューから「書込」を選

択して，「Enter」を押します。 

    

   →ファイル名設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



５章 １節 前準備 

 

 

５－１－８ 

  ⑦ファイル名設定画面での操作 

   パス名とファイル名を設定して，「Enter」を押します。 

    
   →テキストファイルへの保存が開始され，完了するとレファレンスコメント編集画面が表示され

ます。 

 

   注１．テキストファイルのファイル名は，半角８文字までの長さで設定してください。 

   注２．テキストファイルの拡張子は，何も設定しないか，「．」に続けて半角３文字までの長さで

設定してください。 

 

          （２）Ｗｉｎｄｏｗｓ版の場合 

 

  ①Ｗｉｎｄｏｗｓ版ＭＥＭＯＳＯＦＴを起動します。 

   →メインウィンドウが表示されます。 

 

  ②メインウィンドウでの操作 

   「ファイル」メニューから「開く」→「オフライン」を選択します。 

 

   →プロジェクト選択ダイアログが表示されます。 

 

 

 



５章 １節 前準備 

 

 

５－１－９ 

            ③プロジェクト選択ダイアログでの操作 

   コメントをテキストファイルに保存したいプロジェクトを選択して，「開く」をクリックします。 

    

   →選択したプロジェクトが表示されます。 

 

  ④選択したプロジェクト画面での操作 

   「レファレンス」タブをクリックします。 

    

   →レファレンスマネージャが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



５章 １節 前準備 

 

 

５－１－１０ 

  ⑤レファレンスマネージャ画面での操作 

   「保存」ボタンをクリックします。 

    
   →シンボル・コメント保存ダイアログが表示されます。 

 

  ⑥シンボル・コメント保存ダイアログでの操作 

   パスを選択し，ファイル名を入力して，「保存」をクリックします。 

    

   →テキストファイルへの保存が開始され，完了するとレファレンスマネージャ画面が表示されま

す。 

 

 



５章 ２節 コメントコンバータの基本操作 

 

 

５－２－１ 

    ２節 コメントコンバータの基本操作 

 

 

 

           コメントコンバータの基本操作を説明します。 

 

 

          １ インストール････････････････ 5-2-1   ３ 操作画面の機能･･････････････ 5-2-10 

          ２ 起動から終了まで････････････ 5-2-1 

 

     １ インストール 

           「ＧＬ→ＭＰラダーコンバータ」配布ＣＤから，「GLMP_CMT_CNV.EXE」を，エクスプローラ等でパソコ

ンのハードディスクにコピーします。 

 

 

 

     ２ 起動から終了まで 

（１）コメントコンバータの起動 

  パソコン内の「GLMP_CMT_CNV.EXE」をダブルクリックします。 

 

  →コメントコンバータが起動し，操作画面が表示されます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 



５章 ２節 コメントコンバータの基本操作 

 

 

５－２－２ 

（２）変換元テキストファイル種類の選択 

 

  テキストファイルを作成したプログラミングツールを選択します。 

 

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５章 ２節 コメントコンバータの基本操作 

 

 

５－２－３ 

          （３）変換元テキストファイルの選択 

 

  「ファイル選択」ボタンをクリックします。 

   

 

  →変換元テキストファイルの指定ダイアログが表示されます。 

 

 

  変換元テキストファイルを選択して,「開く」を押します。 

   
 

  →変換元ファイル表示欄に選択されたテキストファイル名とそのバスが表示されます。 

 

  ※ このダイアログには，初期状態では拡張子｢TXT｣のファイルのみ表示されます。 

    これ以外の拡張子，あるいは拡張子のないファイルを選択する場合，ファイルの種類のリスト

ボックスから「Text Files(*.txt)」を「ALL Files(*.*)」に変更して，すべてのファイルを表

示させて選択してください。 

 

 

※



５章 ２節 コメントコンバータの基本操作 

 

 

５－２－４ 

（４）変換先ＣＳＶファイルの指定 

 

  「フォルダ･ファイル名指定」ボタンをクリックします。 

   

  →変換先ＣＳＶファイルの指定ダイアログが表示されます。 

 

 

  変換先ＣＳＶファイルを保存するディレクトリとファイル名を指定して，「開く」をクリックしま 

  す。 

   
 

  →指定されたディレクトリにＣＳＶファイルが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 



５章 ２節 コメントコンバータの基本操作 

 

 

５－２－５ 

          （５）変数(シンボル)文字列選択 

 

  「変数(シンボル)文字列選択」ボタンをクリックします。 

   

  →変数(シンボル)設定画面が表示されます。 

 

  変数(シンボル)設定画面で，変数(シンボル)として設定する文字列を指定します。 

  変数(シンボル)設定画面は，変換されるテキストファイルの種類により異なります。 

  変数(シンボル)設定文字列選択機能の詳細は，本章３節を参照してください。 

 

 

 

  １）ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯテキストファイルを変換する場合 

   
 



５章 ２節 コメントコンバータの基本操作 

 

 

５－２－６ 

            ２）ＭＥＭＯＳＯＦＴテキストファイルを変換する場合 

             

            

                     

          （６）コメント文字列選択 

 

  「コメント文字列選択」ボタンをクリックします。 

   

  →コメント設定画面が表示されます。 

 

  コメント設定画面で，コメントとして設定する文字列を指定します。 

  コメント設定画面は，変換されるコメントファイルの種類により異なります。 

  コメント設定文字列選択機能の詳細は，本章３節を参照してください。 

 

 

 

 

 



５章 ２節 コメントコンバータの基本操作 

 

 

５－２－７ 

   

  １）ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯテキストファイルを変換する場合 

   
   

 

  ２）ＭＥＭＯＳＯＦＴテキストファイルを変換する場合 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５章 ２節 コメントコンバータの基本操作 

 

 

５－２－８ 

          （７）変換の実行 

 

  「変換開始」ボタンをクリックします。 

   

 

  →変換が開始されます。 

 

  変換が正常に終了すると，以下の結果が表示されます。 

    

 

  エラー発生などで変換が中止すると，以下の結果が表示されます。 

    

 

  注．以下のいずれかのエラーが発生すると，変換が中止されます。 

    ・指定されたテキストファイルが（２）で選択したプログラミングツールのフォーマットと異

なる 

    ・変換元のテキストファイルが読み出せない 

    ・変換先のＣＳＶファイルに書き込めない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５章 ２節 コメントコンバータの基本操作 

 

 

５－２－９ 

          （８）コメントコンバータの終了 

 

  「終了」ボタンをクリックします。 

   

  →コメントコンバータが終了し，操作画面が消去されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５章 ２節 コメントコンバータの基本操作 

 

 

５－２－１０ 

     ３ 操作画面の機能 

           本節２項で説明した以外の機能を示します。 

 

 ①変換元テキストファイルクリアボタン 

  変換元テキストファイルの選択を取り消します。 

 

 ②変換元テキストファイル表示欄 

  選択された変換元テキストファイルとそのパスを表示します。 

 

 ③ステータス表示欄 

  コメントコンバータのステータスを以下から表示します。 

  「ファイル指定待ち」／「変換元テキストファイル指定待ち」／ 

  「変換先ＣＳＶファイル指定待ち」／「変換開始可能」 

 

 ④プログレスバー 

  変換処理の状況を示します。 

 

 ⑤変換先ＣＳＶファイルクリアボタン 

  変換先ＣＳＶファイルの選択を取り消します。 

 

 ⑥変換先ＣＳＶファイル表示欄 

  指定された変換先ＣＳＶファイルとそのパスを表示します。 

 

 ⑦バージョン表示ボタン 

  コメントコンバータのバージョン情報を表示します。 

 

 

       

 

 

 

 

 

①

④③ 

⑥

⑤ 

②

⑦



５章 ３節 変換機能 

 

 

５－３－１ 

    ３節 変換機能 

 

 

 

           ＧＬ→ＭＰコメントコンバータの変換機能を説明します。 

 

 

          １ 概要････････････････････････ 5-3-1   ３ 変数(シンボル)の設定･･････････････････ 5-3-5 

          ２ レファレンスの変換･･････････ 5-3-4   ４ コメントの設定････････････････････････ 5-3-9 

 

     １ 概要 

          （１）機能概要 

  ①ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯまたはＭＥＭＯＳＯＦＴで作成したレファレンスコメントを，ＭＰＥ７

２０のコメントとして再利用可能にします。 

 

  ②ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯまたはＭＥＭＯＳＯＦＴでテキストファイルとして保存したコメントを

，読み込んで変換を行います。 

    

  ③変換した結果は，ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．６のインポート用ＣＳＶファイルとして保存します。 

    

（２）変換する対象 

 

  １）ＭＥＭＯＣＡＤ－ＲＰＯ 

 

      ①ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯのコメント設定画面と種類 

      

   ・信号名称１：最大半角１０文字 

   ・信号名称２：最大半角１０文字 

   ・信号名称３：最大半角１０文字 

   ・ショートコメント１：最大半角４８文字 

   ・ショートコメント２：最大半角４８文字 

   ・ショートコメント３：最大半角４８文字 

   ・ショートコメント４：最大半角４８文字 

   ・ページ見出し：最大半角６４文字 

   ・ロングコメント：最大１０００行×半角２５５文字 

 

   ②変換されるコメント 

    ・信号名称１～３ 

    ・ショートコメント１～４ 

 

レファレンス番号 

信号名称１ 
２
信号名称
信

シ

号名称３ 
ショートコメント 1 

２ 
ショートコメント
ョートコメント３ 
４ 
ショートコメント
ロングコメント 

ページ見出し 



５章 ３節 変換機能 

 

 

５－３－２ 

   ③変換されないコメント 

    ・ページ見出し 

    ・ロングコメント 

 

   ④コメントを変換するレファレンス 

    ・コイル（０ｘｘｘｘ） 

    ・入力リレー（１ｘｘｘｘ） 

    ・保持レジスタ（４ｘｘｘｘ） 

    ・入力レジスタ（３０ｘｘｘ） 

    ・定数レジスタ（３ｘｘｘｘ） 

    ・リンクコイル（Ｄｘｘｘｘ） 

    ・リンクレジスタ（Ｒｘｘｘｘ） 

    ・ステッピングＳＷ（２ｘｘｘｘ） 

 

   ⑤コメントを変換しないレファレンス 

    ・Ｍコードリレー（Ｍｘｘｘｘ） 

    ・Ｎコードリレー（Ｎｘｘｘｘ） 

    ・計時レジスタ（５ｘｘｘｘ） 

    ・ネットワーク（Ｌｘｘｘ） 

    ・ＳＦＣステップ（Ｓｘｘｘ） 

    ・動作回路ネットワーク（ＳＮｘ：ｘ） 

    ・トランジション（Ｔｘｘｘ） 

    ・セグメント（ＳＥＧｘ） 

    ・サブルーチンネットワーク（Ｇｘｘ：ｘｘ） 

 

  ２）ＭＥＭＯＳＯＦＴ 

 

   ①ＭＥＭＯＳＯＦＴのコメント設定画面と種類 

 

    ・ＤＯＳ版 

     

     
     ・シンボル：最大半角３２文字 

     ・コメント１：最大半角４９文字 

     ・コメント２：最大半角４９文字 

     ・コメント３：最大半角４９文字 

     ・コメント４：最大半角４９文字 

 

 

 

 

 

 

コメント(先頭部分)

レファレンス番号 シンボル 

コメント：行１

コメント：行４

コメント：行３

コメント：行２

コメント設定ウィンドウ



５章 ３節 変換機能 

 

 

５－３－３ 

   ・Ｗｉｎｄｏｗｓ版 

 

 

    

   シンボル：最大半角３２文字 

   コメント：最大半角１９６文字（ＤＯＳ版の行１～４に相当） 

    

 

   ②変換されるコメント 

    ・シンボル 

    ・コメント行１～４ 

 

    注．コメントコンバータでは，Ｗｉｎｄｏｗｓ版で作成した１９６文字のコメントを４行 

      （１行４９文字）に分割して変換します。 

 

   ③変換されないコメント 

    なし 

 

   ④コメントを変換するレファレンス 

    ・コイル（０ｘｘｘｘｘまたはＯｘｘｘｘｘ） 

    ・入力リレー（１ｘｘｘｘｘまたはＩｘｘｘｘｘ） 

    ・保持レジスタ（４ｘｘｘｘｘまたはＷｘｘｘｘｘ） 

    ・入力レジスタ（３ｘｘｘｘｘまたはＺｘｘｘｘｘ） 

    ・定数レジスタ（７ｘｘｘｘｘまたはＫｘｘｘｘｘ） 

    ・リンクコイル（Ｄ１ｘｘｘｘとＤ２ｘｘｘｘ） 

    ・リンクレジスタ（Ｒ１ｘｘｘｘとＲ２ｘｘｘｘ） 

    ・ステッピングＳＷ（２ｘｘｘｘｘまたはＳｘｘｘｘｘ） 

 

   ⑤コメントを変換しないレファレンス 

    ・拡張レジスタ（６ｘｘｘｘｘまたはＡｘｘｘｘｘ） 

    ・ＭＣコイル（Ｙ１ｘｘｘｘとＹ２ｘｘｘｘ） 

    ・ＭＣ制御コイル（Ｑ１ｘｘｘｘとＱ２ｘｘｘｘ） 

    ・ＭＣリレー（Ｘ１ｘｘｘｘとＸ２ｘｘｘｘ） 

    ・ＭＣ制御リレー（Ｐ１ｘｘｘｘとＰ２ｘｘｘｘ） 

    ・Ｍコードリレー（Ｍ１ｘｘｘｘとＭ２ｘｘｘｘ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

レファレンス番号 シンボル
コメント 



５章 ３節 変換機能 

 

 

５－３－４ 

     ２ レファレンスの変換 

           下表の通り変換されます。 

 

 １）ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯのレファレンスの変換 

 

ＧＬシリーズレファレンス ＭＰシリーズレファレンス 

種類 範囲 種類 範囲（下線桁は bit 指定）

コイル 00001～08192 MB000000～MB00511F 

入力リレー 10001～14096 MB100000～MB10255F 

入力レジスタ 30001～30512 MW30000d～MW30511d 

保持レジスタ 40001～49999 

データ 

レジスタ 

MW40000d～MW49998d 

定数レジスタ 31001～35096 
定数 

レジスタ 
CW00000d～CW04095d 

リンクコイル D0001～D1024 MB200000～MB20063F 

リンクレジスタ R0001～R1024 MW22000d～MW23023d 

ステッピングＳＷ 20101～23299 

→ 

データ 

レジスタ 
MW28000d～MW28223d (※)

 

 ※ ステッピングＳＷは，１制御レジスタの値によりＯＮ／ＯＦＦする９９ビットを含む 

    ７レジスタ×３２組，合計２２４レジスタとして変換します。 

     ２０１０１～２０１９９   → ＭＢ２８００００～ＭＢ２８００６２ 

     ２０２０１～２０２９９   → ＭＢ２８００７０～ＭＢ２８０１３２ 

                   ：                    ３２組 

     ２３１０１～２３１９９   → ＭＢ２８２１００～ＭＢ２８２１６２ 

     ２３２０１～２３２９９   → ＭＢ２８２１７０～ＭＢ２８２２３２ 

 

 ２）ＭＥＭＯＳＯＦＴのレファレンスの変換 

 

ＧＬシリーズレファレンス ＭＰシリーズレファレンス 

種類 範囲 種類 範囲（下線桁は bit 指定）

コイル 

(※１） 

000001～065472 

(O00001～O65472)
MB000000～MB04091F 

入力リレー 

(※１） 

100001～104096 

(I00001～I04096)
MB100000～MB10255F 

入力レジスタ 

(※１） 

300001～300512 

(Z00001～Z00512)
MW30000d～MW30511d 

保持レジスタ 

(※１） 

400001～425534 

(W00001～W25534)

データ 

レジスタ 

MW40000d～MW65533d 

定数レジスタ 

(※１） 

700001～704096 

(K00001～K04096)

定数 

レジスタ 
CW00000d～CW04095d 

リンクコイル１ D10001～D12048 MB200000～MB20127F 

リンクコイル２ D20001～D22048 MB210000～MB21127F 

リンクレジスタ１ R10001～R12048 MW22000d～MW24047d 

リンクレジスタ２ R20001～R22048 MW25000d～MW27047d 

ステッピングＳＷ 

(※１） 

201001～232099 

(S01001～S32099)

→ 

データ 

レジスタ 

MW28000d～MW28223d 

(※２） 

 

 ※１ 英字モード・数字モードの表示が可能なレファレンスは，両方のモードを記述しています。 

 ※２ ステッピングＳＷは，１制御レジスタの値によりＯＮ／ＯＦＦする９９ビットを含む 

    ７レジスタ×３２組，合計２２４レジスタとして変換します。 

     Ｓ０１００１～Ｓ０１０９９ → ＭＢ２８００００～ＭＢ２８００６２ 

     Ｓ０２００１～Ｓ０２０９９ → ＭＢ２８００７０～ＭＢ２８０１３２ 

                   ：                    ３２組 

     Ｓ３１００１～Ｓ３１０９９ → ＭＢ２８２１００～ＭＢ２８２１６２ 

     Ｓ３２００１～Ｓ３２０９９ → ＭＢ２８２１７０～ＭＢ２８２２３２ 

 

 

 



５章 ３節 変換機能 

 

 

５－３－５ 

     ３ 変数(シンボル)の設定 

          （１）概要 

  変数(シンボル)にＧＬのコメント情報を設定します。 

  テキストファイルを作成したプログラミングツールにより，２種類の設定ダイアログがあります。 

 

（２）変数(シンボル)の設定 

 

  １）ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯ 

    

    
             デフォルト画面 

     

 

   ①「設定する」を選択すると、文字列１～８が選択可能になります。 

    チェックされている文字列のみを変数(シンボル)として，設定します。 

 

   ②「設定しない」を選択すると、文字列１～８が選択不能(グレーアウト)になります。 

    変数(シンボル)は設定しません。 

 

   ③文字列１～８がチェックされると，その行のコメント種類が選択可能になります。 

    設定するコメント種類を選択します。 

 

   ④コメント種類選択欄の右側の▼をクリックすると，選択可能なコメントが一覧表示されます。 

       

    →設定したいコメントを選択します。 

 

    ※コメントが設定されるＭＰシリーズレファレンスに対応するＧＬシリーズレファレンスの番

号です。 

※ 

コメント種類選択 

文字数設定 



５章 ３節 変換機能 

 

 

５－３－６ 

    

   ⑤「ＧＬレファレンスＮｏ．」を選択すると，その行の「空白削除」と「ＭＡＸ長指定」が選択不

能(グレーアウト)になります。 

    「ＧＬレファレンスＮｏ．」以外のコメントを選択すると，その行の「空白削除」と「ＭＡＸ長

指定」が選択可能になります。 

 

   ⑥「空白削除」をチェックすると，そのコメント末尾の空白を無視します。 

 

   ⑦「ＭＡＸ長指定」をチェックすると，その行の文字数設定が可能になり，設定可能な文字数範

囲を示すメッセージが表示されます。 

    「ＭＡＸ長指定」のチェックを外すと，その行の文字数設定が不能になります。 

     
 

    注．表示される文字数範囲は，その行で選択されたコメント種類により異なります。 

 

   ⑧「ＯＫ」ボタンをクリックすると，全ての文字数設定の設定値をチェックします。 

    ・全ての設定値が設定可能な範囲を超えないと，設定画面を保存し，変数(シンボル)設定ダイ

アログを閉じます 

    ・設定可能な範囲を超える設定値があれば，カーソルをその文字数設定欄に移動し，再設定を

待ちます 

 

 

   注１．変数(シンボル)には，アルファベットを先頭にした英数字と"_"のみ使用可能です。 

      それ以外の文字はすべて"_"に置換します。 

   注２．各文字列の間に"_"を挿入します。 

   注３．先頭文字が数字である場合，先頭に"_"を挿入します。 

   注４．作成された変数(シンボル)の文字列が半角６４文字を超える場合，６５文字以降は無視し 

      ます。 

   注５．作成された変数(シンボル)の文字列が指定文字数より長い場合，指定文字数以降の文字列 

      は無視します。 

   注６．作成された変数(シンボル)の文字列が指定文字数より短い場合，不足文字数分の"_"を挿入 

      します。 
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５－３－７ 

  ２）ＭＥＭＯＳＯＦＴ 

    

    

               デフォルト画面 

 

 

   ①「設定する」を選択すると、文字列１～６が選択可能になります。 

    チェックされている文字列のみを変数(シンボル)として，設定します。 

  

   ②「設定しない」を選択すると、文字列１～６が選択不能(グレーアウト)になります。 

    変数(シンボル)は設定しません。 

  

   ③文字列１～６がチェックされると，その行のコメント種類選択が選択可能になります。 

    設定するコメント種類を選択します。 

  

   ④コメント種類選択欄の右側の▼をクリックすると，選択可能なコメントが一覧表示されます。 

      

※ 

文字数設定 

コメント種類選択 

  

    →設定したいコメントを選択します。 

  

    ※コメントが設定されるＭＰシリーズレファレンスに対応するＧＬシリーズレファレンスの番

号です。 
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５－３－８ 

   ⑤「ＧＬレファレンスＮｏ．」を選択すると，その行の「空白削除」と「ＭＡＸ長指定」が選択不

能(グレーアウト)になります。 

    「ＧＬレファレンスＮｏ．」以外のコメントを選択すると，その行の「空白削除」と「ＭＡＸ長

指定」が選択可能になります。 

 

   ⑥「空白削除」をチェックすると，そのコメント末尾の空白を無視します。 

 

   ⑦「ＭＡＸ長指定」をチェックすると，その行の文字数設定が可能になり，設定可能な文字数範

囲を示すメッセージが表示されます。 

    「ＭＡＸ長指定」のチェックを外すと，その行の文字数設定が不能になります。 

     
 

    注．表示される文字数範囲は，その行で選択されたコメント種類により異なります。 

 

   ⑧「ＯＫ」ボタンをクリックすると，全ての文字数設定の設定値をチェックします。 

    ・全ての設定値が設定可能な範囲を超えないと，設定画面を保存し，変数(シンボル)設定ダイ

アログを閉じます 

    ・設定可能な範囲を超える設定値があれば，カーソルをその文字数設定欄に移動し，再設定を

待ちます 

 

 

   注１．変数(シンボル)には，アルファベットを先頭にした英数字と"_"のみ使用可能です。 

      それ以外の文字はすべて"_"に置換します。 

   注２．各文字列の間に"_"を挿入します。 

   注３．先頭文字が数字である場合，先頭に"_"を挿入します。 

   注４．作成された変数(シンボル)の文字列が半角６４文字を超える場合，６５文字以降は無視し 

      ます。 

   注５．作成された変数(シンボル)の文字列が指定文字数より長い場合，指定文字数以降の文字列 

      は無視します。 

   注６．作成された変数(シンボル)の文字列が指定文字数より短い場合，不足文字数分の"_"を挿入 

      します。 
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５－３－９ 

     ４ コメントの設定 

          （１）概要 

  コメントにＧＬのコメント情報を設定します。 

  テキストファイルを作成したプログラミングツールにより，２種類の設定ダイアログがあります。 

 

（２）コメントの設定 

 

  １）ＭＥＭＯＣＡＤ－ＰＲＯ 

    

    

文字数設定 

コメント種類選択 

 

              デフォルト画面 

     

 

   ①「設定する」を選択すると、文字列１～８が選択可能になります。 

    チェックされている文字列のみをコメントとして，設定します。 

 

   ②「設定しない」を選択すると、文字列１～８が選択不能(グレーアウト)になります。 

    コメントは設定しません。 

 

   ③文字列１～８がチェックされると，その行のコメント種類選択が選択可能になります。 

    設定するコメント種類を選択します。 
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５－３－１０ 

   ④コメント種類選択欄の右側の▼をクリックすると，選択可能なコメントが一覧表示されます。 

 

       
 

    →設定したいコメントを選択します。 

 

    ※コメントが設定されるＭＰシリーズレファレンスに対応するＧＬシリーズレファレンスの番

号です。 

 

   ⑤「ＧＬレファレンスＮｏ．」を選択すると，その行の「空白削除」と「ＭＡＸ長指定」が選択不

能(グレーアウト)になります。 

    「ＧＬレファレンスＮｏ．」以外のコメントを選択すると，その行の「空白削除」と「ＭＡＸ長

指定」が選択可能になります。 

 

   ⑥「空白削除」をチェックすると，そのコメント末尾の空白を無視します。 

 

   ⑦「ＭＡＸ長指定」をチェックすると，その行の文字数設定が可能になり，設定可能な文字数範

囲を示すメッセージが表示されます。 

    「ＭＡＸ長指定」のチェックを外すと，その行の文字数設定が不能になります。 

     
 

    注．表示される文字数範囲は，その行で選択されたコメント種類により異なります。 

 

   ⑧「ＯＫ」ボタンをクリックすると，全ての文字数設定の設定値をチェックします。 

    ・全ての設定値が設定可能な範囲を超えないと，設定画面を保存し，コメント設定ダイアログ 

     を閉じます 

    ・設定可能な範囲を超える設定値があれば，カーソルをその文字数設定欄に移動し，再設定を 

     待ちます 

 

 

   注１．各文字列の間に"_"を挿入します。 

   注２．作成されたコメントの文字列が半角２５５文字を超える場合，２５６文字以降は無視しま

す。 

   注３．作成されたコメントの文字列が指定文字数より長い場合，指定文字数以降の文字列は無視

します。 

   注４．作成されたコメントの文字列が指定文字数より短い場合，不足文字数分の"_"を挿入します

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 
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５－３－１１ 

  ２）ＭＥＭＯＳＯＦＴ 

    

    

              デフォルト画面 

     

 

   ①「設定する」を選択すると、文字列１～６が選択可能になります。 

    チェックされている文字列のみをコメントとして，設定します。 

 

   ②「設定しない」を選択すると、文字列１～６が選択不能(グレーアウト)になります。 

    コメントは設定しません。 

 

   ③文字列１～６がチェックされると，その行のコメント種類選択が選択可能になります。 

    設定するコメント種類を選択します。 

 

   ④コメント種類選択欄の右側の▼をクリックすると，選択可能なコメントが一覧表示されます。 

      

    →設定したいコメントを選択します。 

 

    ※コメントが設定されるＭＰシリーズレファレンスに対応するＧＬシリーズレファレンスの番

号です。 

 

   ⑤「ＧＬレファレンスＮｏ．」を選択すると，その行の「空白削除」と「ＭＡＸ長指定」が選択不

能(グレーアウト)になります。 

    「ＧＬレファレンスＮｏ．」以外のコメントを選択すると，その行の「空白削除」と「ＭＡＸ長

指定」が選択可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字数設定 

コメント種類選択 

※ 



５章 ３節 変換機能 

 

 

５－３－１２ 

 

   ⑥「空白削除」をチェックすると，そのコメント末尾の空白を無視します。 

 

   ⑦「ＭＡＸ長指定」をチェックすると，その行の文字数設定が可能になり，設定可能な文字数範

囲を示すメッセージが表示されます。 

    「ＭＡＸ長指定」のチェックを外すと，その行の文字数設定が不能になります。 

     
 

    注．表示される文字数範囲は，その行で選択されたコメント種類により異なります。 

 

   ⑧「ＯＫ」ボタンをクリックすると，全ての文字数設定の設定値をチェックします。 

    ・全ての設定値が設定可能な範囲を超えないと，設定画面を保存し，コメント設定ダイアログ

を閉じます 

    ・設定可能な範囲を超える設定値があれば，カーソルをその文字数設定欄に移動し，再設定を

待ちます 

 

 

   注１．各文字列の間に"_"を挿入します。 

   注２．作成されたコメントの文字列が半角２５５文字を超える場合，２５６文字以降は無視しま

す。 

   注３．作成されたコメントの文字列が指定文字数より長い場合，指定文字数以降の文字列は無視

します。 

   注４．作成されたコメントの文字列が指定文字数より短い場合，不足文字数分の"_"を挿入します

。 

 



５章 ４節 変換後の操作 

 

 

５－４－１ 

    ４節 変換後の操作 

 

 

 

           ＣＳＶファイルに変換した後に必要な操作を説明します。 

 

 

          １ 概要････････････････････････ 5-4-1   ２ ＭＰＥ７２０によるインポート･･････ 5-4-1 

 

 

     １ 概要 

 変換されたファイルは，ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．６のインポート用のＣＳＶファイルとして保存されて

います。 

 この節ではインポートする手順を説明します。 

 

 

     ２ ＭＰＥ７２０によるインポート 

  

 前準備： 

  ①ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．６を，パソコンにインストールしておきます。 

  ②コメントをインポートしたいプロジェクトを作成しておきます。 

  ③変換後のＣＳＶファイルを，パソコンのローカルディスクにコピーしておきます。 

 

 １）プロジェクトの選択 

 

  ①ＭＰＥ７２０ Ｖｅｒ．６を起動します。 

   →メインウィンドウが表示されます。 

 

  ②プロジェクトを開きます。 

   「開く」をクリックします。 

    
 

   →プロジェクト選択ダイアログが表示されます。 
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５－４－２ 

            ③プロジェクト選択ダイアログでの操作 

   コメントをインポートしたいプロジェクトを選択して，「開く」をクリックします。 

    

   →プロジェクトが選択されます。 

 

 ２）ＣＳＶファイルのインポート 

 

  ①「ファイル」メニューから「インポート」→「グローバルの変数とコメントのインポート」を選

択します。  

    
 

   →ファイル選択ダイアログが表示されます。 
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５－４－３ 

   ②変換されたＣＳＶファイルを選択して，「開く」をクリックします。 

     

    →インポートダイアログが表示されます。 

 

   ③デフォルトのままで，「インポート」をクリックします。 

     

    →確認のダイアログが表示されます。 

 

   ④「はい」をクリックします。 

     
    →ＣＳＶファイルのインポートが開始されます。 
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５－４－４ 

             ⑤インポートが正常に終了されると，メイン画面の出力に「インポート終了：エラー0，警告0」と

表示されます。 

     

 

 ３）インポート結果の確認 

   インポートされた変数(シンボル)／コメントを以下の方法で確認します。 

 

   ①「表示」メニューから「変数」を選択します。 

     

    →変数ウィンドウが表示されます。 

 

   ②変数ウィンドウでの操作 （１） 

    コメントリストをダブルクリックします。 

     

    →コメントリストが表示されます。 
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５－４－５ 

   ③コメントリストから変換されたコメントを確認できます。 

     

 

    確認したら，「×」をクリックしてコメントリストウィンドウを終了させます。 

 

   ④変数ウィンドウでの操作 （２） 

    グローバル変数前の「＋」をクリックします。 

     
    →グローバル変数の種類が表示されます。 

 

   ⑤変数ウィンドウでの操作 （３） 

    ＢｉｔまたはＷｏｒｄの「＋」をクリックします。 

     

    →変換されたＢｉｔ型またはＷｏｒｄ型の変数リストが表示されます。 
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５－４－６ 

   ⑥変数ウィンドウでの操作 （４） 

    確認したいレジストをダブルクリックします。 

     

    →変数編集ダイアログが表示されます。 

 

   ⑦変数編集ダイアログに変換されたレファレンスの変数(シンボル)／コメントが表示されます。 

    内容の確認と編集が行なえます。 

    「ＯＫ］をクリックします。 

     

    →変数編集ダイアログが終了されます。 
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５－４－７ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

                                        付録１ 

 

ＣＰ－２１５伝送配線 
 

                          ここでは、ＣＰ－２１５伝送の盤内配線，盤間配線および 

                          必要となる伝送部品について説明します。 

 

 

 

                             １ 盤内配線 

                              １．１ 接続方法 ････････････････････ 付 1-1 

                              １．２ 盤内ケーブル ････････････････ 付 1-4 

                              １．３ 盤内配線分離 ････････････････ 付 1-4 

                              １．４ シールド処理 ････････････････ 付 1-4 

                              １．５ 心線のむき出し長さ ･･････････ 付 1-4 

 

 

                             ２ 屋内盤間配線 

                              ２．１ 盤間接続方法 ････････････････ 付 1-5 

                              ２．２ 盤間ケーブル ････････････････ 付 1-5 

                              ２．３ 配線分離 ････････････････････ 付 1-6 

                              ２．４ シールド処理 ････････････････ 付 1-6 

                              ２．５ 心線のむき出し長さ ･･････････ 付 1-6 

 

 

                             ３ 屋外盤間配線 

                              ３．１ 敷設要領 ････････････････････ 付 1-7 

 

 

                             ４ 伝送路構成部品 

                              ４．１ ＣＰ－２１５伝送路 

                                      構成部品仕様 ････････ 付 1-8 

                              ４．２ ＣＰ－２１５リピータ伝送路 

                                      構成部品仕様 ････････ 付 1-9 

 

 

 

 

 

 

 

 

付１－０ 



１ 盤内配線 

 

 

    １ 盤内配線 

 

     １．１ 接続方法 

（１）ＣＰ－２１５伝送ケーブルの接続方法 

   

  ＭＰ２２００に接続されたＣＰ－２１５伝送システムを例に，盤内でのケーブル接続方法を説明し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

  ・各通信インタ
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  ・ＪＣ２１５－
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  ・盤内ケーブル
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１ 盤内配線 

 

 

付

（２）ＣＰ－２１５ ＲＥＰＥＡＴＥＲ－ＴＴ ケーブルの接続方法 

 

  ＣＰ－２１５ ＲＥＰＥＡＴＥＲ－ＴＴ 伝送ラインの接続例を示します。 

 

 

 

 

 

 

  図2 ＣＰ－２１５ ＰＲＥＰＥＡ

 

  ・リピータの伝送コネクタ：ＣＮ

ンはＳＲＤ－と接続します。 

  ・リピータが伝送ライン終端の場

部ターミーネータ（７５Ω）が接
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１ 盤内配線 

 

 

付１－３ 

（３）ＣＰ－２１５ ＲＥＰＥＡＴＥＲ－ＴＣ ケーブルの接続方法 

 

  ＣＰ－２１５ ＲＥＰＥＡＴＥＲ－ＴＣ 伝送ラインの接続例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図3 ＣＰ－２１５ ＲＥＰＥＡＴＥＲ－ＴＣ 伝送ライン接続例 

 

  ・リピータの伝送コネクタ：ＣＮ１には，ＭＲ－８ＬＭ（Ｇ）付盤内ツイストペアケーブル（ＹＳ

－ＩＰＥＶ－ＳＢ，１Ｐ×０．３ｍｍ２(株)フジクラ製）を接続します。 

  ・リピータの伝送コネクタ：ＣＮ１の８番ピンは，ＳＲＤ＋，１番ピンは，ＳＲＤ－と接続します

。 

  ・リピータの伝送コネクタ：ＣＮ３（ＢＮＣ形コネクタ）には，Ｔ形コネクタを取り付け，ＢＮＣ

付き盤内同軸ケーブル（３Ｃ－２Ｖ）を接続します。 

  ・リピータが伝送ラインの終端の場合，ターミネータ（７５Ω）を接続します。 

   ＣＮ１の４番ピンと５番ピンを短絡すると，内部ターミネータ（７５Ω）が接続されます。 
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１ 盤内配線 

 

 

付１

     １．２ 盤内ケーブル 

 各種伝送で使用する盤内ケーブル一覧表を示します。 

 

 指定外ケーブルを使用した場合，伝送システムの性能が発揮できなくなりますので，必ず指定された

ケーブルを手配してください。 

 

 伝送ケーブルを曲げる場合は，曲げ半径は仕上がり外径の１０倍以上としてください。 

 

 

                表１ ケーブル曲げ半径 

伝送システム ケーブル形式 
仕上径

dI(mm)

許容曲げ半径 

10dI(mm) 
適用ダクト 

215IF ツイストペアケーブル： 

YS-IPEV-SB，1P×0.3mm２，

㈱フジクラ製 

5.6 56以上 弱電用ダクト

同軸ケーブル：3C-2V， 

㈱フジクラ製 

5.6 56以上 専用ダクト CP-215 

リピータ 

同軸ケーブル： 

3C-2V(Cu，Fe)ZV， 

㈱フジクラ製 

8.6 86以上 弱電用ダクト

 

 

     １．３ 盤内配線分離 

 ・シールドなしの盤内ケーブルは弱電用ケーブル線と完全に分離するか，それが困難な場合には弱電

用ケーブルをシールドしてください。 

 ・シールド付き盤内ケーブルは強電用ケーブルと完全に分離するか，それが困難な場合には強電用ケ

ーブルをシールドしてください。 

 

 

     １．４ シールド処理 

 ・ツイストペアケーブルのシールド付き盤内ケーブルのシールドはループができないようにアース端

子：Ｅｓに接続してください。 

 

 

     １．５ 心線のむき出し長さ 

 ・盤間ツイストペアケーブルの心線むき出し長さは極力短く（５０ｍｍ以下）してください。 

 ・心線むき出さし部の特性インピーダンスは規格値（７５Ω）より大きくなります。 

 ・心線むき出しが長くなるほど，伝送波形歪みが増大して伝送エラーの原因になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5

ツイストペアケーブル

 

－４ 

0mm 以下



２ 屋内盤間配線 

 

 

付１－５ 

    ２ 屋内盤間配線 
 

     ２．１ 盤間接続方法 

（１）ＣＰ－２１５伝送 盤間ケーブル接続方法 

 

  ＣＰ－２１５伝送 盤間ケーブルの接続例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           図4 ＣＰ－２１５伝送 盤間ケーブル接続例 

 

  ・信号線の接続 

   盤間の出側と入側のＳＲＤ＋とＳＲＤ－信号を盤間ケーブルで接続します。 

  ・終端抵抗の接続 

   伝送ラインの両終端には終端抵抗（７５Ω）を取り付けます。 

  ・シールドアース幹線の接続 

   各盤のＥｓ端子を一筆書きの要領で接続します。 

   シールドアース幹線ケーブルのサイズは８ｍｍ２以上を使用します。 

   シールドアース幹線ケーブルの接地はＤ種の接地極に８ｍｍ２以上のアース線で接続します。 

 

 

     ２．２ 盤間ケーブル 

 各種伝送で使用する盤間ケーブルを表２に示します。 

 指定外ケーブルを使用した場合，伝送システムの性能が発揮できなくなりますので，必ず指定された

ケーブルを手配してください。 

 配線作業する場合，ケーブルの曲げ半径は仕上がり外径の１０倍以上としてください。 

 

                表２ ケーブル曲げ半径 

伝送システム ケーブル形式 
仕上径

dI(mm)

許容曲げ半径 

10dI(mm) 
適用ダクト 

215IF ツイストペアケーブル： 

YS-IPEV-S(Cu)，1P×1.25mm２，

㈱フジクラ製 

8.6 86以上 弱電用ダクト 

CP-215 

リピータ 

同軸ケーブル： 

5C-2V(Cu，Fe)ZV， 

㈱フジクラ製 

12.0 120以上 弱電用ダクト 
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２ 屋内盤間配線 

 

 

付１－６ 

     ２．３ 配線分離 

 ・シールド付き伝送ケーブルは，一般操作回路用ダクトと異なる弱電回路用ダクトに収納してくださ

い。 

  それが不可能な場合は，一般操作回路と弱電回路を１００ｍｍ以上離して収納してください。 

 ・同様に主回路とも適正な配線分離（３００～１２００ｍｍ以上）を行ってください。 

 

 

     ２．４ シールド処理 

 ・盤間ケーブルのシールドは一点接地とします。 

 ・接地はＤ種の接地極に８ｍｍ２以上のアース線で接続してください。 

 

     ２．５ 心線のむき出し長さ 

 ・盤間ツイストペアケーブルの心線むき出し長さは極力短く（１００ｍｍ以下）してください。 

 ・心線むき出さし部の特性インピーダンスは規格値（７５Ω）より大きくなります。 

 ・心線むき出しが長くなるほど，伝送波形歪みが増大して伝送エラーの原因になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100mm 以下

ツイストペアケーブル



３ 屋外盤間配線 

 

 

    ３ 屋外盤間配線 
 

     ３．１ 敷設要領 

 伝送ケーブルの敷設要領は，２「屋内盤間配線」に準じますが，特に次の事項に留意してください。 

 

 ・伝送ケーブルを屋外へ敷設する場合は，必ず地上構造物（鉄骨）に沿って敷設してください（付図

（ａ）参照）。 

 ・地上構造物がない場合は地下ピット，地下トンネルに収納するか，もしくは地下埋設としてくださ

い（付図（ｂ），（ｃ）参照）。 

 ・伝送ケーブルを裸で架空配線とすることは避けてください。伝送ケーブルを裸で架空配線した場合

，空中電波からの誘導雑音を拾い伝送エラーを発生することがあります。 

 ・また，伝送システムは雷サージに対して保護されていません。架空配線した場合，落雷により器機

が破損する恐れがあります。 

 ・伝送ケーブルは温度によりその長さが伸縮し，一般的にその温度係数は１０℃当たり０．０５％程

度です。 

  例えば，５００ｍの伝送ケーブルは１０℃温度が上昇すると２５ｃｍ長くなります。通常，この程

度の伸縮は敷設ルートの途中で吸収されますが，伝送ケーブルを地上構造物に沿って敷設した場合な

どは温度差が大きくなり，ケーブルの伸縮を敷設ルートの途中で吸収しきれないこともありますので

，伝送ケーブルにゆとりを持たせ，伝送ケーブルの伸縮を吸収される配慮が必要です。 

 ・金属電線管，もしくは金属ダクトを使用した場合，管内に水滴がたまり，冬期に凍結すると伝送ケ

ーブルに機械的ストレスがかかり，好ましくありません。金属電線管，金属ダクトの途中に水抜き穴

を設けてください。 
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ａ）地上構造物   

          

          

          

地上構造物（鉄骨）

伝

付１－７ 

 

 

 

 

 

              （ｂ）地下ピットまたは 

                 地下トンネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ｃ）地下埋設 

 建屋間のｹｰﾌﾞﾙ敷設 

送ｹｰﾌﾞﾙ

 

 

主回路
一般制御回路

低電圧制御回路
伝送ｹｰﾌﾞﾙ

地表

60cm 以上
ﾄﾗﾌ

伝送ｹｰﾌﾞﾙ



４ 伝送路構成部品 

 

 

付１－８ 

    ４ 伝送路構成部品 
 

     ４．１ ＣＰ－２１５伝送路構成部品仕様 

 

  

   ケーブル 

名 称 形 式 
電用品 

ｺｰﾄﾞ番号
仕 様 ※ 用 途 ﾒｰｶ 

YS-IPEV-SB  

1P×0.3mm２ 

－ Pas4：60 dB/km

Z4：75Ω 

盤内弱電用ﾀﾞｸﾄ 

 

㈱ﾌｼﾞｸﾗ ﾂｲｽﾄ 

ﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙ

YS-IPEV-S(Cu)  

1P×1.25mm２ 

－ Pas4：23 dB/km

Z4：77Ω 

盤内弱電用ﾀﾞｸﾄ ㈱ﾌｼﾞｸﾗ 

      ※ Pas4は4MHz時のケーブルの信号減衰量を示します。Z4は4MHz時のケーブルの特性イン

ピーダンスを示します。 

      注．注文の際は，形式と長さ（５００ｍｍ単位）を指定してください。 

 

 

   コネクタ 

名 称 形 式 

電用品

ｺｰﾄﾞ番

号 

仕 様 用 途 ﾒｰｶ 

MR-8 

ｺﾈｸﾀ 

MR-8LM(G) － 8 ﾋﾟﾝ，雄ｺﾈｸﾀ，

ｹｰｽ付き 

215IFﾓｼﾞｭｰﾙの接続

，分岐用 

ﾓｼﾞｭｰﾙに1個必要 

本多通信

工業㈱ 

 

 

   ジャンクションボックス 

名 称 形 式 
電用品 

ｺｰﾄﾞ番号
仕 様 用 途 ﾒｰｶ 

JC215-01 － 87215-

8100x 

ｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ変換 盤内／盤間ｹｰﾌﾞﾙｻｲ 

ｽﾞ変換用 

盤1面に2個必要 

㈱安川電

機 

 

 

   終端抵抗 

名 称 形 式 
電用品 

ｺｰﾄﾞ番号
仕 様 用 途 ﾒｰｶ 

終端抵抗 ERO-S1CKF75R0 － 75Ω±1％， 

1/2W， 

100PPm/℃ 

伝送路の両端に取り

付ける 

1回線に2個必要 

松下電器

産業㈱ 

      注．終端抵抗は中継端子台を用意して取り付けてください。 

        同等の金属皮膜抵抗，炭素皮膜抵抗であれば，他メーカ品も使用可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｺﾈｸﾀ：MR-8M(G) 

ｹｰｽ ：MR-8L



４ 伝送路構成部品 

 

 

付１－９ 

     ４．２ ＣＰ－２１５リピータ伝送路構成部品仕様 

（１）ＣＰ－２１５ ＲＥＰＥＡＴＥＲ－ＴＴ用 

 

   ケーブル 

名 称 形 式 
電用品 

ｺｰﾄﾞ番号
仕 様 ※ 用 途 ﾒｰｶ 

YS-IPEV-SB  

1P×0.3mm２ 

－ Pas4：60 dB/km

Z4：75Ω 

盤内弱電用ﾀﾞｸﾄ 

 

㈱ﾌｼﾞｸﾗ ﾂｲｽﾄ 

ﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙ

YS-IPEV-S(Cu)  

1P×1.25mm２ 

－ Pas4：22 dB/km

Z4：77Ω 

盤内弱電用ﾀﾞｸﾄ 

 

㈱ﾌｼﾞｸﾗ 

      ※ Pas4は4MHz時のケーブルの信号減衰量を示します。Z4は4MHz時のケーブルの特性イン

ピーダンスを示します。 

      注．注文の際は，形式と長さ（５００ｍｍ単位）を指定してください。 

  

   コネクタ 

名 称 形 式 
電用品 

ｺｰﾄﾞ番号
仕 様 用 途 ﾒｰｶ 

MR-8 

ｺﾈｸﾀ 

MR-8LM(G) － 8 ﾋﾟﾝ，雄ｺﾈｸﾀ，

ｹｰｽ付き 

CP-215ﾘﾋﾟｰﾀの接

続，分岐用 

ﾘﾋﾟｰﾀに1個必要 

本多通信

工業㈱ 

 

 

   ジャンクションボックス 

名 称 形 式 
電用品 

ｺｰﾄﾞ番号
仕 様 用 途 ﾒｰｶ 

JC215-01 － 87215-

8100x 

ｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ変換 盤内／盤間ｹｰﾌﾞﾙｻｲ 

ｽﾞ変換用 

盤1面に2個必要 

㈱安川電

機 

 

 

   終端抵抗 

名 称 形 式 
電用品 

ｺｰﾄﾞ番号
仕 様 用 途 ﾒｰｶ 

終端抵抗 ERO-S1CKF75R0 － 75Ω±1％， 

1/2W， 

100PPm/℃ 

伝送路の両端に取り

付ける 

1回線に2個必要 

松下電器

産業㈱ 

      注．終端抵抗は中継端子台を用意して取り付けてください。 

        同等の金属皮膜抵抗，炭素皮膜抵抗であれば，他メーカ品も使用可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｺﾈｸﾀ：MR-8M(G) 

ｹｰｽ ：MR-8L
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（２）ＣＰ－２１５ ＲＥＰＥＡＴＥＲ－ＴＣ用 

 

   ケーブル 

名 称 形 式 
電用品 

ｺｰﾄﾞ番号
仕 様 ※ 用 途 ﾒｰｶ 

3C-2V － Pas4：25 dB/km 

Z4：75Ω 

盤内弱電用ﾀﾞｸﾄ 

 

㈱ﾌｼﾞｸﾗ 

3C-2V(Cu,Fe)-ZV － Pas4：25 dB/km 

Z4：75Ω 

盤内弱電用ﾀﾞｸﾄ 

 

㈱ﾌｼﾞｸﾗ 

5C-2V(Cu,Fe)-ZV － Pas4：16 dB/km 

Z4：75Ω 

盤内弱電用ﾀﾞｸﾄ 

 

㈱ﾌｼﾞｸﾗ 

7C-FB(Cu,Fe)-ZV － Pas4：10 dB/km 

Z4：75Ω 

盤内弱電用ﾀﾞｸﾄ 

 

㈱ﾌｼﾞｸﾗ 

同軸 

ｹｰﾌﾞﾙ 

7C-FL(Cu,Fe)-ZV － Pas4：8.1 dB/km

Z4：75Ω 

盤内弱電用ﾀﾞｸﾄ 

 

㈱ﾌｼﾞｸﾗ 

      ※ Pas4は4MHz時のケーブルの信号減衰量を示します。Z4は4MHz時のケーブルの特性イン

ピーダンスを示します。 

      注．注文の際は，形式と長さ（５００ｍｍ単位）を指定してください。 

  

   コネクタ 

名 称 形 式 
電用品 

ｺｰﾄﾞ番号
仕 様 用 途 ﾒｰｶ 

BNC 

ｺﾈｸﾀ 

BNC-P-3-Ni-CAu － 3C-2V 用 盤内容 第一電子

工業㈱ 

FSPW-5-Ni-CAu － 5C-2V 用 盤間用 ㈱ﾌｼﾞｸﾗ 

F-7FB － 7C-FB 用 盤間用 ㈱ﾌｼﾞｸﾗ 

F 形 

ｺﾈｸﾀ 

FSPW-7-Ni-CAu － 7C-FL 用 盤間用 ㈱ﾌｼﾞｸﾗ 

 

 

   分岐コネクタ 

名 称 形 式 
電用品 

ｺｰﾄﾞ番号
仕 様 用 途 ﾒｰｶ 

T 形 

ｺﾈｸﾀ 

BNC-TA-JPJ-Ni-

CAu 

－ BNC 用 CP-215ﾘﾋﾟｰﾀの接続

，分岐用 

ﾓｼﾞｭｰﾙに1個必要 

第一電子

工業㈱ 

 

 

   変換コネクタ 

名 称 形 式 
電用品 

ｺｰﾄﾞ番号
仕 様 用 途 ﾒｰｶ 

変換 

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

T-0298 － BNC/F 形ｺﾈｸﾀ 

変換 

盤内／盤間ｹｰﾌﾞﾙｻｲ 

ｽﾞ変換用 

盤1面に2個必要 

DXｱﾝﾃﾅ㈱ 
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   中継コネクタ 

名 称 形 式 
電用品 

ｺｰﾄﾞ番号
仕 様 用 途 ﾒｰｶ 

中継 

ｺﾈｸﾀ 

F-A － F 形同士の接続

用 

盤間ｹｰﾌﾞﾙ同士の接

続用 

㈱ﾌｼﾞｸﾗ 

      （注）中継コネクタを使用する場合は，同軸ケーブルの中継部には自己融着テープを巻い

て防水対策を行い，接地しないように絶縁してください。 

 

 

   終端コネクタ 

名 称 形 式 
電用品 

ｺｰﾄﾞ番号
仕 様 用 途 ﾒｰｶ 

ﾀｰﾐﾈｰﾀ BNC-RC-75-Ni-CAu － BNC 形,75Ω，

1W 

伝送路の両端に取り

付ける 

1回線に2個必要 

第一電子

工業㈱ 

 

 

   コネクタ付き同軸ケーブル 

名 称 形 式 
電用品 

ｺｰﾄﾞ番号
仕 様 用 途 ﾒｰｶ 

JZMSZ-W60-1 － 両端 BNC ｺﾈｸﾀ付き

3C-2V ｹｰﾌﾞﾙ，2m 

盤内用 

 

安川ｺﾝﾄﾛｰ

ﾙ㈱ 

JZMSZ-W60-2 － 両端 BNC ｺﾈｸﾀ付き

3C-2V ｹｰﾌﾞﾙ，3m 

盤内用 

 

安川ｺﾝﾄﾛｰ

ﾙ㈱ 

盤内同軸

ｹｰﾌﾞﾙ 

JZMSZ-W60-3 － 両端 BNC ｺﾈｸﾀ付き

3C-2V ｹｰﾌﾞﾙ，5m 

盤内用 

 

安川ｺﾝﾄﾛｰ

ﾙ㈱ 

JZMSZ-W61-1 － 両端 F形ｺﾈｸﾀ付き

5C-FB ｹｰﾌﾞﾙ，2m 

盤間用 安川ｺﾝﾄﾛｰ

ﾙ㈱ 

JZMSZ-W61-2 － 両端 F形ｺﾈｸﾀ付き

5C-FB ｹｰﾌﾞﾙ，3m 

盤間用 安川ｺﾝﾄﾛｰ

ﾙ㈱ 

JZMSZ-W61-3 － 両端 F形ｺﾈｸﾀ付き

5C-FB ｹｰﾌﾞﾙ，5m 

盤間用 安川ｺﾝﾄﾛｰ

ﾙ㈱ 

盤間同軸

ｹｰﾌﾞﾙ 

JZMSZ-W61-4 － 両端 F形ｺﾈｸﾀ付き

5C-FB ｹｰﾌﾞﾙ，10m

盤間用 安川ｺﾝﾄﾛｰ

ﾙ㈱ 

 



 

                                    

ＦＡコントローラ 
リプレース（GL ｼﾘｰｽﾞからMP2000 ｼﾘｰｽﾞへ） 
ユーザーズマニュアル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本製品の最終使用者が軍事関係であったり，用途が兵器などの製造用である場合には， 
「外国為替及び外国貿易管理法」 の定める輸出規制の対象となることがありますので， 
輸出される際には十分な審査及び必要な輸出手続きをお取りください。 

製品改良のため，定格，仕様，寸法などの一部を予告なしに変更することがあります。 

株式会社 安川電機 

ＦＡ４３００３９ <6>

２００８年 ８月２２日作成
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